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はじめに

『Oracle Site Studio Contributorの使用』には、Oracle Site StudioおよびContent Serverで管理されるWebサイトのコンテンツを組織の担当者が作成したり、メンテナンスするのに役立つ概念情報と順を追った手順が記載されています。


対象読者

このドキュメントは、組織内でそのWebサイトのコンテンツのメンテナンスや作成を行う担当者を対象としています。このような担当者はコントリビュータと呼ばれます。コントリビュータには、Webサイトの作成やコーディング方法に関する技術的な知識は不要です。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Site Studioドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Site Studio Designerの使用


	
Oracle Site Studio Publisherの使用


	
Oracle Site Studioの管理


	
Oracle Site Studioのテクニカル・リファレンス








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















このガイドで説明する新機能

この項では、Oracle Fusion Middleware 12c (12.2.1)リリースにおけるOracle Site Studio Contributorの新機能および製品の重要な変更点の概要を示します。

	
リリース12c (12.2.1)の新機能と変更された機能





リリース12c (12.2.1)の新機能と変更された機能

	
Oracle WebCenter Content Trackerレポートは、このリリースでは非推奨です。















1 概要


Oracle Site Studioは、強力で柔軟なWeb開発アプリケーション・スイートです。このスイートでは、エンタープライズ規模のWebサイトを包括的な方法で設計、構築および管理できます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
「Oracle Site Studioについて」


	
「コントリビュータのロール」


	
「Contributorエディタ」


	
「システム要件」


	
「アクセシビリティ機能」






1.1 Oracle Site Studioについて

Oracle Site Studioは、強力で柔軟なWeb開発アプリケーション・スイートです。このスイートでは、エンタープライズ規模のWebサイトを包括的な方法で設計、構築および管理できます。サイトの作成およびコンテンツ管理をすべて1つにまとめて提供することで、従来のWebサイト開発ソリューションよりも優れたソリューションとなっています。すべてのサイト・アセット(テンプレート、グラフィックス、CSSファイルなど)やすべてのサイト・コンテンツを含め、Webサイトに関連付けられているすべてのものがコンテンツ・サーバーに格納されて管理されるため、コンテンツ・サーバーのすべてのセキュリティ、リビジョン管理、ワークフローおよび検索機能が自動的に使用可能になります。

Oracle Site Studioを使用すると、生産性が大幅に向上し、組織ではすべての企業サイトにおいて、正確かつタイムリな最新のWebコンテンツを維持し、一貫性のあるブランドとプレゼンテーションを提供できます。Oracle Site Studioを使用すると、サイト・アーキテクチャとプレゼンテーションを一元管理する一方で、コンテンツ開発と継続的なメンテナンスを部署またはその他のチームに分散できます。

Oracle Site Studioは、Oracle Site Studioの3種類のユーザー、つまり設計者、マネージャおよびコントリビュータを反映した、3つのアプリケーションで構成されています。

Oracle Site Studio Designerアプリケーションは、ユーザー(サイト設計者)がサイトを作成、設計および配布できる開発環境を提供します。設計者は、Webページの外観と、Webページのイメージ、フォント、色およびレイアウトを制御します。設計者は、通常、Webマスター、Web開発者、サイト管理者または同様のポジションのユーザーとなります。通常、1人の設計者が複数のマネージャおよびコントリビュータと共同で作業します。詳細は、『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照してください。

Oracle Site Studio Managerアプリケーションは、1人以上のサイト・マネージャが、使用するテンプレートや表示するコンテンツなど、Webサイトのナビゲーション構造を制御するために使用できるWebベースのサイト管理コンソールを提供します。多くの場合、マネージャは課や部門の責任者です。詳細は、Oracle Site Studioの管理を参照してください。

Oracle Site Studio Contributorアプリケーションでは、組織内の割り当てられたユーザー(コントリビュータ)が、Webサイトから直接呼び出すことのできるインライン編集環境を使用する必要がある場合に、Webサイト上のコンテンツを追加および更新できます。コントリビュータは、通常は技術部門以外のユーザーであり、マーケティング・チームや販売チームのメンバーである場合があります。

Oracle Site Studioユーザーをサイト設計者、マネージャおよびコントリビュータに分けることには多くの利点があります。まず、サイト上のコンテンツまたはナビゲーションを更新する必要がある場合に、サイト設計者をわずらわせる必要がありません。サイト設計者は、Oracle Site Studio Designerを使用して再利用可能なサイト・アセット(テンプレート、フラグメントなど)を作成し、これらのアセットを組み合せてサイトを構築するのみです。

次に、サイト・マネージャは、設計チームを必要とすることなく完全に新しいセクションをWebサイトに追加できます。サイト・マネージャは設計者が作成したアセットを再利用し、Webサイトに新しいセクションを追加したり、既存のセクションを再配置できます。

最後に、コントリビュータはHTMLに関する知識がなくても、複雑かつ魅力のあるWebページを作成できます。Microsoft Wordなどのネイティブ・アプリケーションまたはOracle Site Studio Contributorでコンテンツを追加できます。Site Studio ContributorはWebベースのHTMLエディタであり、コンテンツを作成および更新するための高度な編集環境をコントリビュータに提供します。一方、サイト設計者は、使用可能な編集オプションを制限することによって、一貫性のある外観を維持できます。たとえば、サイト・コントリビュータに、承認されたフォント、色およびスタイルのリストからのみ選択を許可できます。

これら3つのOracle Site Studioロール以外に、サイトへのWebアドレスの割当て、サイトのバックアップ、サイトのレプリケートなどを担当するサイト管理者を区別することもできます。これらすべての管理タスクはコンテンツ・サーバーで実行されます。




	
注意:

組織の規模と構造に応じて、1人が複数のロールを持つことができます。












1.2 コントリビュータのロール

サイト・コントリビュータのロールは、コンテンツをWebサイトに追加し、必要に応じて更新することです。状況に応じて、Webページの一部、複数のWebページ、サイトのセクションまたはサイト全体を更新します。サイトが構築されると、設計者やマネージャから更新を必要とするWebページが(電子メールやワークフローなどで)通知されるようになります。

まず、現在携わっているWebサイトについて、できるかぎり多くのことを学んでください。たとえば、次のようなことです。

	
サイトについて熟知してください。サイトは部門サイトですか、社内サイトですか、それとも公共サイトですか。サイトはどのような構造になっていますか。データの保存場所はどこですか。


	
サイトで現在選択しているスタイルおよびフォーマットについて学習してください。使用する用語や文の構造などを統一するために、組織全体でスタイルガイドを使用していますか。


	
サイトのどの部分に責任を持ち、その責任を他のコントリビュータと分担するかどうかについて確認してください。組織によっては、このプロセスを支援するために、ワークフロー機能を実装することがあります。


	
サイトで使用するコンテンツのタイプについて確認してください。サイトはOracle Site Studioデータファイル、ネイティブ・ドキュメント、イメージおよびビデオで構成されていますか。データファイルはContributorを使用して編集し、ネイティブ・ドキュメントはそのドキュメントの作成に使用したアプリケーション(たとえば、拡張子が.docのファイルはMicrosoft Word)を使用して編集します。




次に、Oracle Site Studio Contributorを使用してサイトに直接変更を加えることができます。変更を加えてから、サイトを更新する前にその変更をプレビューできます。変更内容は、コンテンツ・サーバーに格納されているファイル(コントリビュータ・データ・ファイルと呼ばれます)に保存されます(第2章「Contributorの概要」および第3章「ContributorでのWebページの編集」を参照)。また、ネイティブ・ドキュメント(Microsoft Wordファイルなど)を作成および編集することもできます。ネイティブ・ドキュメントは、Webページに変換されてWebサイトに表示されます(第10章「ネイティブ・ドキュメントの操作」を参照)。






1.3 Contributorエディタ

Webページで使用できる編集環境は、Oracle Site Studio Contributorで使用するように設定されたエディタおよび編集するコンテンツ・タイプ(テキスト、イメージなど)によって異なります。デフォルトでは、Oracle Site Studio Contributorで使用するエディタはFCKeditorに基づいています。FCKeditorは、JavaScriptベースの軽量なエディタであり、クライアント・コンピュータにインストールする必要は一切ありません。コンテンツ・サーバー管理者によって、代替エディタが設定されていることもあります。この場合、編集環境の外観が、このガイドで示すものと多少異なる場合があります。また、編集作業においても若干の相違がある場合があります(一部の編集機能が使用できない、または動作が多少異なるなど)。

Contributorアプリケーションを起動するには、Webページで特別な組合せのキーを押します(デフォルトでは[Ctrl]+[Shift]+[F5])。この組合せは、Site Studioとコンテンツ・サーバーで管理され、サイト・コントリビュータが編集作業を行うために、サイト設計者が有効にします。Contributorを起動すると、Webページ上の編集可能な各領域の横に特殊なグラフィックが表示されます。


図1-1 コントリビューション・グラフィック

[image: 図1-1の説明が続きます]





このグラフィックは、編集可能な領域名、編集アイコンおよびメニュー・アイコンを示しています。選択した領域を編集するには、編集アイコンをクリック(またはメニュー・アイコンをクリックして編集オプションを選択)します。編集を終了してデータファイルを保存すると、Webサイトが更新され変更内容が反映されます。Contributorエディタの詳細は、第2章「Contributorの概要」を参照してください。






1.4 システムの要件

Oracle Site Studio Contributorのシステム要件は、次のとおりです。

	
Internet Explorer 7以上またはFirefox 2.0以上を実行可能なオペレーティング・システム(Microsoft Windows 2000、Windows XP、Windows Vista、Linux、Mac OS Xなど)。


	
Oracle Site Studioコンポーネントを実行するコンテンツ・サーバーへのアクセス(管理対象のサイト・アセットおよびコンテンツへのアクセス用)。


	
Microsoft Internet Explorer 7以上、Firefox 3.0.6+またはFirefox 5.x以上(Firefox 4.xバージョンはサポートされません)、Safari 4.0以上またはChrome 11以上。最新のブラウザを使用すると、Contributorのパフォーマンスが向上します。

結果のWebページを表示するには、Microsoft Internet Explorer 7以上、Mozilla Firefox 1.0.7以上またはSafari 4.0以上が必要です。









1.5 アクセシビリティ機能

Contributorでの編集時には、数多くのキーボード・ショートカットを使用できます。キーボード・ショートカットは、障害を持つコントリビュータが編集環境で作業するのを補助します。また、キーボード・ショートカットでは、両手をキーボードに置いたまま作業ができ、キーボードとマウスを頻繁に切り替える必要がないため、編集速度を上げることができます。

この項では、次の項目について説明します。

	
「コントリビューション・モードのキーボード・ショートカット」


	
「コントリビュータ・フォームのキーボード・ショートカット」






1.5.1 コントリビューション・モードのキーボード・ショートカット

Webページでの様々なコントリビューション・リージョン・メニューの操作に、次のショートカットを使用します。


	ショートカット	説明
	[Alt]+[F3]	次のコントリビューション・リージョン・メニューを開きます。
	[Alt]+[F2]	前のコントリビュータ・リージョン・メニューを開きます。
	[Tab]	コントリビューション・リージョン・メニューの次のアイテムをハイライトします。このショートカットは、コントリビューション・リージョン・メニューが表示されている場合にのみ使用できます。
	[Shift] + [Tab]	コントリビューション・リージョン・メニューの前のアイテムをハイライトします。このショートカットは、コントリビューション・リージョン・メニューが表示されている場合にのみ使用できます。
	[Esc]	コントリビューション・リージョン・メニューを閉じます。このショートカットは、コントリビューション・リージョン・メニューが表示されている場合にのみ使用できます。
	[Enter]	コントリビューション・リージョン・メニューのハイライトされているアイテムを選択します。このショートカットは、コントリビューション・リージョン・メニューが表示されている場合にのみ使用できます。










1.5.2 コントリビュータ・フォームのキーボード・ショートカット

コントリビューション・リージョンに対してコントリビュータ・フォームが開かれると、その他のキーボード・ショートカットを使用できます。


	ショートカット	説明
	[Alt]+[F3]	次の要素に移動します。
	[Alt]+[F2]	前の要素に移動します。
	[Alt]+[1]	フォーカスをフォーム上に置きます。
	[Tab]	ブラウザにあるコントリビュータ・フォームのコマンド(「更新」ボタン、「バージョン情報」リンク、「メタデータ」タブなど)のタブ間を移動します。キーボード・ショートカットの[Alt]+[1]を使用すると、コントリビュータ・フォームのコマンドにアクセスする前にフォーカスをフォームの最上部に戻すことができます。
	[Enter]	フォーカスが置かれているアイテム(ボタン、リンク、タブなど)を選択します。







リスト要素のキーボード・ショートカット

編集領域内のリスト要素には、次のキーボード・ショートカットがあります。


	ショートカット	説明
	[↑]、[↓]	リスト要素の行を上または下に移動します。
	[Ctrl] + [Tab]	表の行からツールバーに移動します(ツールバーがある場合)。
	[Enter]	静的リスト要素では、[Enter]を押して現在の行を編集します。
動的リスト要素では、[Enter]を押すと、現在の行のコンテンツ情報ページが表示されます。


	[Alt]+[F3]	次の要素に移動します。
	[Alt]+[F2]	前の要素に移動します。
	[Alt]+[1]	フォーカスをフォーム上に置きます。







リスト以外の要素のキーボード・ショートカット

編集領域内のリスト以外の要素には、次のキーボード・ショートカットがあります。


	ショートカット	説明
	[Alt]+[F3]	次の要素に移動します。
	[Alt]+[F2]	前の要素に移動します。
	[Alt]+[1]	フォーカスをフォーム上に置きます。







ツールバー・アイテムのキーボード・ショートカット

編集領域内のツールバーには、次のキーボード・ショートカットがあります。


	ショートカット	説明
	[Alt]+[→]、[Alt]+[←]	右または左のツールバー・アイテムへ移動します。
	[Ctrl]+[Enter]	選択したツールバー・コマンドにアクセスしたり、ツールバー・コマンドを実行します。
ツールバー・アイテムの「スタイル」、「フォーマット」、「フォント」または「サイズ」にアクセスするには、[Ctrl]+[Enter]を使用してドロップダウン・メニューを表示し、[↑]または[↓]キーを使用して目的のメニュー・オプションを選択します。









コンテキスト・メニュー・アイテムのキーボード・ショートカット

編集領域内のコンテキスト・メニューには、次のキーボード・ショートカットがあります。


	ショートカット	説明
	メニュー/[Shift]+[F10]	初期コンテキスト・メニューを開きます。
	[↑]、[↓]	コンテキスト・メニュー内を上または下へ移動します。
	[Enter]	選択したアクションを実行したり、サブコンテキスト・メニューを開きます。







リンクのプロパティのキーボード・ショートカット

編集領域内のリンクのプロパティには、次のキーボード・ショートカットがあります。


	ショートカット	説明
	[Ctrl]+[→]/[←]	タブ間を移動します。
	[Tab]	ダイアログ・ボックス内のフォーム・アイテム間を移動します。
	[Space]	ダイアログ・ボックス内のボタン・アイテムを選択したり、選択を解除します。
	[Esc]	ダイアログを閉じます。







イメージのプロパティのキーボード・ショートカット

編集領域内のイメージのプロパティには、次のキーボード・ショートカットがあります。


	ショートカット	説明
	[Ctrl]+[→]/[←]	タブ間を移動します。
	[Tab]	ダイアログ・ボックス内のフォーム・アイテム間を移動します。
	[Space]	ダイアログ・ボックス内のボタン・アイテムを選択したり、選択を解除します。
	[Esc]	ダイアログを閉じます。







「色」ダイアログ・ボックスのキーボード・ショートカット

編集領域内の「色」ダイアログ・ボックスには、次のキーボード・ショートカットがあります。


	ショートカット	説明
	[→]、[←]	色の間を移動します。
	[Tab]	ダイアログ・ボックス内のフォーム・アイテム間を移動します。
	[Space]	ダイアログ・ボックス内のボタン・アイテムを選択したり、選択を解除します。
	[Esc]	ダイアログを閉じます。







特殊文字の挿入ダイアログ・ボックスのキーボード・ショートカット

編集領域内の特殊文字の挿入ダイアログ・ボックスには、次のキーボード・ショートカットがあります。


	ショートカット	説明
	[→]、[←]	選択した文字の間を移動します。
	[Enter]	選択した文字を挿入します。
	[Esc]	ダイアログを閉じます。







制御の選択のキーボード・ショートカット

WYSIWYG要素内では、コマンドを特定のHTML要素に適用するために、ユーザーが制御タイプを選択する必要があります。キーボード・コマンドの[Ctrl]+[Alt]+[→]/[←]を使用して、選択可能なHTML要素間を移動できます。


リンク・ウィザードのキーボード・ショートカット

リンク・ウィザードはWebページとして動作します。矢印キーを押しても階層内は移動できません。[Tab]を押して選択するアイテムに移動し、[Enter]を押して選択します。また、[Tab]を押してラジオ・ボタン・グループに移動し、[Enter]を押してボタンを選択することもできます。













 
2 Contributorの概要


Oracle Site Studio Contributorには、WebサイトのWebページを編集するための数多くのオプションが備えられています。ワープロ・アプリケーションによく似た編集環境となっており、一般的に使用されるほとんどのワープロ機能が備えられています。テキストの作成やフォーマット、イメージの追加、表の作成などの操作を行うことができます。

サイト・マネージャがサイトをどのように設定したかに応じて、WebページおよびWebサイトごとに使用可能なオプションが異なる場合があります。Contributorで作業する場合、コンテンツの一部の追加および編集に使用される、1つまたは複数の編集領域を操作することがあります。各領域で使用できる編集オプションも、サイト設計者がどのオプションを使用可能にしたかに応じて異なることがあります。




	
注意:

デフォルトでは、Oracle Site Studio Contributorで使用するエディタは、FCKeditorに基づいています。このマニュアルでは、このデフォルト・エディタの使用を前提としています。コンテンツ・サーバー管理者によって、代替エディタが設定されていることもあります。この場合、編集環境の外観が、このガイドで示すものと多少異なる場合があります。また、編集作業においても若干の相違がある場合があります(一部の編集機能が使用できない、または動作が多少異なるなど)。







この項の内容は次のとおりです。

	
「Contributorの起動」


	
「コントリビューション・モード」


	
「設計モード」


	
「コントリビューション・グラフィック」


	
「Contributorエディタ・ウィンドウ」


	
「コントリビューション・ツールバー」


	
「要素編集領域」


	
「要素ツールバー」




特定の編集領域の詳細は、次のセクションを参照してください。

	
第3章「ContributorでのWebページの編集」


	
第4章「テキストの操作」


	
第5章「イメージの操作」


	
第6章「表の操作」


	
第7章「リンクの操作」


	
第8章「動的リンクの操作」


	
第9章「静的リンクの操作」


	
第10章「ネイティブ・ドキュメントの操作」


	
第11章「サイト・レポートの操作」


	
第12章「ワークフローの操作」






2.1 Contributorの起動

サイト設計者は、サイト・コントリビュータがWebサイトの特定の領域を使用できるようにできます(このような領域を「コントリビューション・リージョン」と呼びます)。これにより、サイト・コントリビュータはコントリビューション・リージョン内のコンテンツを編集または更新できるようになります。Webページ上のコンテンツを編集または更新する場合、最初に目的のページをコントリビューション・モードで開きます。このことを行うには、Webブラウザで目的のページを表示している状態で、特別な組合せのキーを押します。デフォルトのキーの組合せは[Ctrl]+[Shift]+[F5]ですが、サイト管理者は別の組合せを設定できます。コントリビューション・モードを有効にする場合に使用するキーの組合せが不明な場合は、サイト設計者またはサイト管理者に問い合せてください。

割り当てられたキー組合せを押すと、Webサイトが存在するコンテンツ・サーバーに接続するためのログイン資格証明(ユーザー名およびパスワード)の入力を求められることがあります。ログオンした後、Contributorアプリケーションが起動され、該当ページがコントリビューション・モードで表示されます(「コントリビューション・モード」を参照)。Contributorアプリケーションを起動するには、この特別なキーの組合せを使用する必要があります。Windowsデスクトップや「スタート」メニューから起動することはできません。






2.2 コントリビューション・モード

正しいキーの組合せ(デフォルトでは[Ctrl]と[Shift]キーを押しながら[F5])を押すと、Webページはコントリビューション・モードで表示されます。Webブラウザに変更が2つ加えられます。ページの最上部にコントリビューション・モード・バーが表示され(図2-1)、Webページ全体を対象とするオプションが1つ以上配置されます。また、コントリビューション・リージョン(つまり、Webページ上の編集可能な領域)ごとに1つずつ、コントリビューション・グラフィックが配置されます(図2-2)。コントリビューション・グラフィックの詳細は、「コントリビューション・グラフィック」を参照してください。


図2-1 コントリビューション・モード・バー

[image: 図2-1の説明が続きます]






図2-2 コントリビューション・グラフィック

[image: 図2-2の説明が続きます]






コントリビューション・リージョンの編集

選択したコントリビューション・リージョンを編集するには、対応する編集アイコンをクリックするか、またはメニュー・アイコンをクリックし「編集」オプションを選択します。Contributorエディタがブラウザ・ポップアップ・ウィンドウで開くため、そのコントリビューション・リージョンのコンテンツを編集できます。このブラウザ・ポップアップ・ウィンドウはポップアップ・ブロッキング・ソフトウェアによって抑制されることがあるため、自分のサイトのポップアップを許可するようにそのソフトウェアを構成する必要があります。また、Contributorエディタが開くと、元のWebページを表示しているWebブラウザが一時的に使用できなくなります。Contributorエディタを閉じると、Webブラウザに戻ることができます。




	
重要:

Contributorエディタには、編集対象のコントリビューション・リージョンに実際に表示されるよりも多くの編集可能なデータ・セグメントが表示されることがあります。これは、コントリビューション・リージョンの現在の表示定義が、そのリージョンに関連付けられているデータファイルの一部のみを使用するように設定されている場合があるためです。その他の情報はWebサイトの他の場所で使用されることがあるため、その情報を編集すると、サイトの他のページに影響する可能性があります。







編集後、コントリビュータ・データファイルを保存すると、Webサイトが自動的に更新されて変更が反映されます。






2.3 設計モード

設計モードを使用すると、ContributorからOracle Site Studio Designerの一部の機能にアクセスできます。設計モードは特定のロールでのみ使用可能になるため、通常はコントリビュータで使用したり、コントリビュータからアクセスすることはできません。

設計モードではデータ・ファイルを編集できません。設計モードでユーザーが実行できるのは、プレースホルダ、リージョン・テンプレートとサブテンプレート、データ・ファイルおよびプレースホルダ定義の編集、追加、削除です。設計者は、リージョン・テンプレートまたはデータ・ファイルを変更するようにコントリビュータを設定できますが、そのような場合、コントリビュータは設計者によって決定されるテンプレートとデータ・ファイルに制限されます。設計モードのアクセス権を持つユーザーは、検索に限定されることなくサイト・アセットを選択できます。設計モードで置換可能なリージョンを操作することもできます。

設計モードでは、ユーザーはサイト・アセットを編集または変更することはできません。データ・ファイル自体に変更を加えることもできません。データ・ファイルの変更は、コントリビューション・モードで行います。さらに、リージョン・テンプレート、プレースホルダ定義およびその他のサイト・アセット自体のプロパティを設計モードで変更することもできません。追加、置換または削除のみ可能です。ただし、プレースホルダは変更可能です。

設計モードの詳細は、『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照してください。






2.4 コントリビューション・グラフィック

コントリビューション・モードのWebページ(「コントリビューション・モード」を参照)の場合、ページで編集可能な各コントリビューション・リージョンにはコントリビューション・グラフィック(図2-3)が表示されます。


図2-3 コントリビューション・グラフィック

[image: 図2-3の説明が続きます]





コントリビューション・グラフィックには、(左から右に向かって)コントリビューション・リージョンの名前、ステータス/編集アイコンおよびメニュー・アイコンが表示されます。マウス・カーソルをコントリビューション・グラフィックに置くと、そのグラフィックに関連付けられたコントリビューション・リージョンが黄色のボックスでマークされます。これは、選択したコントリビューション・グラフィックを使用して編集できるコンテンツです。

コントリビューション・グラフィックには、関連付けられたコントリビューション・リージョンのステータスに応じて、次のアイコンが表示される場合があります。


	アイコン	意味
	[image: ワークフローのアイテムアイコン]
	このアイコンは、コントリビューション・リージョンに割り当てられているコンテンツ・ファイルを変更できることを表します。割当て可能なファイルの種類(コントリビュータ・データファイル、ネイティブ・ドキュメント、ローカル・ファイル、コンテンツ・サーバー上のファイル)はサイト設計者が制御します。このアイコンをクリックすると、コンテンツの切替えウィザード(「コンテンツの切替えウィザード」を参照)が起動し、コントリビューション・リージョンに割り当てられるコンテンツ・ファイルを切り替えることができるようになります。
	[image: 「コンテンツの切替え」アイコン]
	このアイコンは、コントリビューション・リージョンにはその時点で割り当てられているコンテンツ・ファイルがないことを表します。このアイコンをクリックすると、コンテンツの切替えウィザード(「コンテンツの切替えウィザード」を参照)が起動して、コントリビューション・リージョンに新規または既存のコンテンツ・ファイルを割り当てることができるようになります。
	[image: 「コンテンツの編集」アイコン]
	このアイコンは、前述の状態のいずれも該当せず、コントリビューション・リージョンが編集可能であることを表します。クリックすると、コントリビューション・リージョンに関連付けられたファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)の編集を開始できます。詳細は、第3章「ContributorでのWebページの編集」を参照してください。
	[image: icon_workflow.gifについては前後の文で説明しています。]
	このアイコンは、コントリビューション・リージョンのそのコンテンツが、現在ワークフローで作業中であることを表します。詳細は、第12章「ワークフローの操作」を参照してください。
	[image: icon_menu.gifについては前後の文で説明しています。]
	状況依存オプションのメニューを参照するには、このアイコンをクリックします。










2.5 Contributorエディタ・ウィンドウ

Webページのコントリビューション・リージョンを編集することを選択すると、ブラウザ・ポップアップ・ウィンドウ内にContributorエディタが起動し(図2-4)、現在のコントリビューション・リージョン内のコンテンツの編集を開始できます。このブラウザ・ポップアップ・ウィンドウはポップアップ・ブロッキング・ソフトウェアによって抑制される場合があるため、自分のサイトでポップアップを許可するようにそのソフトウェアを構成する必要があります。また、Contributorエディタが開くと、元のWebページを表示しているWebブラウザが一時的に使用できなくなります。Contributorエディタを閉じると、Webブラウザに戻ることができます。


図2-4 Contributorエディタ・ウィンドウ(FCKeditor)

[image: 図2-4の説明が続きます]





Contributorのインタフェースは、ワープロ・プログラムのインタフェースとよく似ています。テキスト、イメージ、ハイパーリンクなどを追加、削除および編集できます。簡単なリストや複雑なリストを管理できるようにするリスト・オプションもあります。Contributorの外観と動作は、サイト設計者が各コントリビューション・リージョンおよび関連付けられた要素をどのように設定したかによって様々に異なります。

メイン・エディタ・ウィンドウには、様々な要素が含まれます。

	
データファイル: コンテンツ・サーバー上で編集可能なコントリビューション・リージョンに関連付けられたデータファイルのコンテンツIDが表示されます。


	
「要素」タブ: コントリビューション・リージョン内のすべての要素に対する編集環境が提供されます。関連付けられているリージョン定義ファイル内のすべての要素が表示されることに注意してください。


	
「メタデータ」タブ: 編集可能なコントリビューション・リージョンに関連付けられたデータファイルのコンテンツ情報(メタデータ)が表示されます(サイト設計者がコントリビューション・リージョンに対してメタデータを使用可能にすることを選択した場合のみ)。


	
コントリビューション・ツールバー: コントリビューション・リージョン全体に適用される一連の機能が提供されます。データ変更の保存またはプレビュー、現在のビューのリフレッシュ、データファイルの使用レポートのオープン、およびWebページへの変更内容の表示を行うことができます。詳細は、「コントリビューション・ツールバー」を参照してください。


	
1つ以上の編集領域: ページのコントリビューション・リージョンに関連付けられたリージョン定義ファイル内の各要素につき1つずつあります。テキストへの入力およびドキュメントのフォーマットは、これらの編集領域で行います。詳細は、「要素編集領域」を参照してください。


	
編集領域内の要素ツールバー: 編集しているコンテンツのタイプに関連する編集機能が提供されます。サイト設計者が、各要素タイプに対して使用可能な編集オプションを制御します。詳細は、「要素ツールバー」を参照してください。









2.6 コントリビューション・ツールバー

コントリビューション・ツールバーは、Contributorエディタ・ウィンドウ(「Contributorエディタ・ウィンドウ」を参照)の上部にあります。このツールバーには、コントリビューション・リージョン全体に適用される一連の機能があります。


図2-5 コントリビューション・ツールバー

[image: コントリビューション・ツールバー]



各ツールバー・オプションの説明を次に示します。


	ツールバー・オプション	説明
	[image: 「プレビュー」アイコン]
	Webブラウザに表示されるとおりにコンテンツをプレビューします。
	[image: 「リセット」アイコン]
	最後に「保存して閉じる」アイコンをクリックした後に加えた変更を削除します。
	[image: 「レポート」アイコン]
	レポートを開きます。このレポートで、このデータファイルがWebサイト(およびコンテンツ・サーバー内の他のサイト)上のどこで使用されるかを確認できます。詳細は、第11章「サイト・レポートの操作」を参照してください。
	[image: 「Differences」アイコン]
	ブラウザ・ウィンドウを開きます。このウィンドウには、操作中のデータファイルの未保存のバージョンとコンテンツ・サーバーに保存済のバージョンの差分が表示されます。詳細は、「様々なバージョンのWebページの比較」を参照してください。
	保存して閉じる	Contributorで加えた変更を保存し、Contributorウィンドウを閉じます。
	取消	Contributorで加えたすべての変更を取り消し、Contributorウィンドウを閉じます。未保存の変更がある場合、変更が取り消される前に、取消しを確認するダイアログ・ボックスが表示されます。










2.7 要素編集領域

Contributorエディタ・ウィンドウ(「Contributorエディタ・ウィンドウ」を参照)には1つ以上の編集領域があり、それぞれが、Webページの現在のコントリビューション・リージョン(具体的には、その表示定義)に関連付けられているデータファイル内の各要素に対応しています(図2-6を参照)。ただし、Contributorエディタでは、編集対象のコントリビューション・リージョンに実際に表示されるよりも多くの編集可能なデータ要素が表示される場合があります。これは、コントリビューション・リージョンの現在の表示定義が、そのリージョンに関連付けられているデータファイルの一部のみを使用するように設定されている場合があるためです。その他の情報はWebサイトの他の場所で使用されることがあるため、その情報を編集すると、サイトの他のページに影響する可能性があります。


図2-6 要素編集領域(展開)

[image: 図2-6の説明が続きます]





Webサイトに対してオンデマンド編集が有効になっている場合、各要素のコンテンツのプレビューが表示されます。各要素の上にマウス・カーソルを置くと、黄色で強調表示されます。編集を開始するには、各要素をクリックする必要があります。

各編集領域では最上部に要素タイトルが表示され、1つ以上のツールバー(「要素ツールバー」を参照)およびコンテンツ領域(テキストを入力し、ドキュメントをフォーマットする場所)が配置されます。コントリビュータ・データファイル内のそれぞれの要素に独自の編集領域があります。編集領域の右上角に赤色の丸が表示されている場合(図2-7)は、サイト設計者によって、この要素に必須のマークが付けられています。つまり、編集可能なコントリビューション・リージョンには、コンテンツを関連付ける必要があり、空のままにできないことを意味します。


図2-7 必須要素のマーカー

[image: 必須要素のマーカー]



要素タイトルの上にマウス・カーソルを置くと、その要素の追加情報(存在する場合)がツールチップに表示されます。表示される情報は、サイト設計者によって指定されます。

要素タイトルの横にあるプラス記号またはマイナス記号を使用すると、その編集領域を開じるか、または開くことができます(図2-8)。


図2-8 要素編集領域(縮小)

[image: 図2-8の説明が続きます]





また、編集領域の下にあるサイズ変更ハンドル記号(図2-9)をドラッグすると、編集領域の高さを変更できます。


図2-9 サイズ変更ハンドル記号

[image: サイズ変更ハンドル記号]



編集領域のコンテンツは、他のほとんどのテキスト・エディタと同様に、カスタマイズしたキーの組合せおよびマウスの動作によって、ナビゲートおよび操作できます。各編集領域には、1つ以上のツールバーもあります(下の「要素ツールバー」を参照)。また、編集領域でマウスの右ボタンを使用して、コンテキスト固有オプションのメニューを表示することもできます。






2.8 要素ツールバー

この項の内容は次のとおりです。

	
「要素ツールバーについて」


	
「共通編集機能」


	
「フォーム機能」


	
「Oracle Site Studio固有の機能」






2.8.1 要素ツールバーについて

Contributorエディタの各編集領域には1つ以上のツールバーがあり、各ツールバーにはその領域内の要素を編集するためのオプションが備えられています。サイト設計者は、特定の各要素タイプに使用できる編集オプションを決定します。プレーン・テキスト要素などの一部の要素タイプでは、オプションが非常に限定されていることがあります。一方、WYSIWYG要素には、一般的に、編集機能の完全なセット(テキストの詳細な書式設定、イメージ、表、ハイパーリンクなど)があります。多くのツールバー・オプションは、Microsoft Wordなどのワープロ・アプリケーションのオプションに非常に似ているため、簡単に認識できます。テキストやイメージの書式設定、コンテンツの切取り、コピーおよび貼り付け、リストと表の作成などを行うことができます。

ツールバー領域の左側にある矢印を使用すると、要素ツールバーを開くか、または閉じることができます(図2-10および図2-11)。


図2-10 要素ツールバー(展開)

[image: 図2-10の説明が続きます]






図2-11 要素ツールバー(縮小)

[image: 図2-11の説明が続きます]





ツールバー機能を使用するには、テキストの書式設定などのタスクを実行する編集領域にカーソルを置き、ツールバーの目的のアイコンをクリックします。または、最初にテキストをハイライトし、ツールバーのアイコンをクリックしてそのテキストの書式を設定します。

要素タイプやサイト設計者の選択に応じて、要素ツールバーには次の機能があります。

	
「共通編集機能」


	
「フォーム機能」


	
「Oracle Site Studio固有の機能」









2.8.2 共通編集機能

Contributorエディタの要素ツールバーには、要素タイプおよび使用可能にするためにサイト設計者が選択したものに応じて、次の共通編集機能があります。


	ツールバー・オプション	説明
	ソース	ドキュメント・ソースHTMLコードが表示され、それを直接編集できます(上級ユーザー用)。
	[image: 「切取り」アイコン]
	ハイライトされたテキストをクリップボードに切り取ります。
	[image: 「コピー」アイコン]
	ハイライトされたテキストをクリップボードにコピーします。
	[image: 貼付けアイコン(書式設定ありまたは書式設定なし)]
	クリップボードにコピーしたデータを貼り付けます(書式設定ありまたは書式設定なし)。
	[image: 「貼付け」アイコン(アプリケーションから)]
	Microsoft Wordからコピーしたデータを貼り付けます。
	[image: 「印刷」アイコン]
	現在のドキュメントを印刷します。
	[image: 「スペル・チェック」アイコン]
	ドキュメント内のテキストをスペル・チェックします。
	[image: 「元に戻す」および「繰返し」アイコン]
	最新のアクションを元に戻すか、やり直します。
	[image: 「検索」アイコン]
	ドキュメント内の語句を検索します。
	[image: 検索および置換アイコン]
	ドキュメント内の語句を検索して置換します。
	[image: すべてのテキストを削除アイコン]
	ドキュメント内のテキスト全体を選択します。
	[image: 「フォーマットの削除」アイコン]
	ハイライトされたテキストからすべての書式設定を削除します。
	[image: 書式設定アイコン(太字、斜体、下線、取消線)]
	太字、斜体、下線または取消線書式を、ハイライトされたテキストに適用します。
	[image: 「上付き文字」および「下付き文字」アイコン]
	上付き文字または下付き文字書式を、ハイライトされたテキストに適用します。
	[image: リスト・アイコン(番号付きおよび箇条書き)]
	番号付きリストまたは箇条書きリストを作成します。
	[image: テキスト・インデント・アイコン]
	テキスト・インデント・レベルを増減します。
	[image: 引用アイコン]
	引用を示すためにテキストのブロックを書式設定します(他のソースからのテキスト)。
	[image: テキスト位置合せアイコン(左揃え、中央揃え、右揃え、両端揃え)]
	テキスト位置合せを設定します(左揃え、中央揃え、右揃えまたは両端揃え)。
	[image: ハイパーリンク・アイコン]
	選択したテキストのハイパーリンクを作成または削除します。
	[image: 「アンカー」アイコン]
	リンク・アンカーを挿入または変更します。
	[image: 「イメージ」アイコン]
	イメージをドキュメントに挿入します。
	[image: 「フラッシュ」アイコン]
	Adobe Flash要素をページに挿入します。
	[image: 「表」アイコン]
	指定した数の列および行で表を作成します。
	[image: 「水平線」アイコン]
	分割線(横罫線)を挿入します。
	[image: 記号および特殊文字アイコン]
	記号および特殊文字(アクセント記号付き文字、商標、通貨記号など)を挿入します。
	スタイル	CSS書式スタイルを選択したテキストに適用します。使用できるスタイルのリストは、サイト設計者によって定義されます。適用されているスタイルを削除するには、スタイル名を再度選択します。
	フォーマット	HTML書式タグを選択したテキストに適用します(<H1>など)。使用できる書式のリストは、サイト設計者によって定義されます。
	フォント	フォントを選択したテキストに適用します。
	サイズ	フォント・サイズを選択したテキストに適用します。
	[image: 「テキストの色」アイコン]
	テキストの色を変更します。
	[image: テキストの背景アイコン]
	テキストの背景色を変更します。
	[image: ブロック境界アイコン]
	テキスト内のブロック要素境界の場所を示します。










2.8.3 フォーム機能

Contributorエディタの要素ツールバーには、次のフォーム関連の機能が用意されています。表示される機能は、要素タイプやサイト設計者の選択によって異なります。


	ツールバー・オプション	説明
	[image: 新規フォーム・ブロックアイコン]
	ページにフォーム・ブロックを作成します。
	[image: 「チェックボックス」アイコン]
	ページにチェック・ボックスを挿入します。
	[image: 「ラジオ・ボタン」アイコン]
	ページにラジオ・ボタンを挿入します。
	[image: 「テキスト・フィールド」アイコン]
	ページにテキスト・フィールドを挿入します。
	[image: 複数行テキスト領域アイコン]
	ページに複数行のテキスト領域を挿入します。
	[image: 選択フィールド・アイコン]
	ページに選択フィールドを挿入します。
	[image: フォーム・ボタン・アイコン]
	ページにフォーム・ボタンを挿入します。
	[image: フォーム・イメージ・アイコン]
	ページにイメージを挿入します。イメージの動作は、フォームの送信に使用されるフォーム・ボタンによく似ています。プレーン・イメージをドキュメントに挿入する目的では使用しないでください。
	[image: 「非表示フィールド」アイコン]
	ページに非表示フィールドを挿入します。










2.8.4 Oracle Site Studio固有の機能

Contributorエディタの要素ツールバーには、次のOracle Site Studio固有の機能が用意されています。表示される機能は、要素タイプやサイト設計者の選択によって異なります。


ハイパーリンク


	ツールバー・オプション	説明
	[image: icon_edit_target.gifについては前後の文で説明しています。]
	Contributorエディタで、既存のハイパーリンクが指すデータファイルまたはネイティブ・ドキュメントを開いて、必要な変更を行えるようにします。







静的リスト


	ツールバー・オプション	説明
	[image: 「行の追加」アイコン]
	行を静的リストに追加します。
	[image: 「行の削除」アイコン]
	現在選択されている行を静的リストから削除します。
	[image: icon_statlist_edit.gifについては前後の文で説明しています。]
	静的リスト内の現在の行を編集できる静的リスト行エディタ(「静的リスト行エディタ」を参照)を起動します。
	[image: 「上に移動」アイコン]
	選択した行を静的リスト内の1つ上の位置に移動します。
	[image: 「下に移動」アイコン]
	選択した行を静的リスト内の1つ下の位置に移動します。







動的リスト


	ツールバー・オプション	説明
	[image: 「新規アイテム」アイコン]
	動的リストにアイテムを追加できる動的リスト・ウィザードを起動します(「動的リスト・ウィザード(「新規作成」)」を参照)。
	[image: icon_edit_target.gifについては前後の文で説明しています。]
	動的リスト内のコンテンツ・アイテムを、編集のために、関連付けられたアプリケーション(コントリビュータ・データファイルにはContributor、.docネイティブ・ドキュメントにはMicrosoft Wordなど)で開きます。
	[image: 「アイテムの除外」アイコン]
	現在選択されているアイテムを動的リストから除外します。除外されたアイテムは別の色で示され、「内容」列に「いいえ」が表示されます。
	[image: 「アイテムを含める」アイコン]
	現在選択されているアイテムを動的リストに含めます。
	[image: 「リストのリフレッシュ」アイコン]
	動的リスト内のアイテムのリストをリフレッシュします。
	[image: 「除外アイテムの表示」アイコン]
	動的リスト内のすべての除外アイテムを、「内容」という名前の列に表示します。除外されたアイテムは別の色で示され、「内容」列に「いいえ」が表示されます。
	[image: 「除外アイテムを表示しない」アイコン]
	動的リスト内のすべての除外アイテムを非表示にします。

















 
3 ContributorでのWebページの編集


Oracle Site Studio Contributorを使用すると、組織のWebサイトの一部を更新できます。

この項の内容は次のとおりです。

	
「ContributorでのWebページの編集について」


	
「コントリビューション・モード」


	
「コントリビューション・リージョンのコンテンツの編集」


	
「コントリビューション・リージョンへのコンテンツの割当て」


	
「コントリビューション・リージョンに割り当てられたコンテンツの切替え」


	
「コントリビューション・リージョンからのコンテンツの削除」


	
「コントリビューション・リージョンへのテンプレートの割当て」


	
「ContributorでのWebページのリセット」


	
「ContributorでのWebページの更新」


	
「Webページのプレビュー」


	
「異なるバージョンのWebページの比較」


	
「他のメディア・フォーマットの処理」


	
「Webページの即時公開用マーク付け」


	
「Webサイトでのワークフローの使用」






3.1 ContributorにおけるWebページの編集について

コントリビュータの担当は、組織のWebサイトの一部を更新することです。具体的には、サイト設計者がサイト・コントリビュータによる編集を許可しているWebページ上の部分(コントリビューション・リージョン)を編集します。設計者は、サイトの設定時に、各ページに1つのコントリビューション・リージョンを作成する場合もあれば、複数のコントリビューション・リージョンを作成する場合もあります。この領域内で、サイト設計者は、様々な編集オプションを有効または無効にできます。したがって、Webページの編集操作は、設計者による設定方法によってまったく異なるものになります。

コントリビューション・リージョンの編集は、非常に簡単です。Webページに進み、コントリビューション・モード(「コントリビューション・モード」を参照)に切り替えて、編集対象の領域の横にあるコントリビューション・グラフィック内で編集オプションをクリックします。コントリビューション・リージョンを編集する場合、実際には、その領域に割り当てられたコンテンツ・サーバー上の次のファイルを編集することになります。

	
コントリビュータ・データファイル: Oracle Site Studio Contributorで生成されたXMLファイル。Contributorアプリケーションを使用して表示および編集します。


	
ネイティブ・ドキュメント: サードパーティ・アプリケーション(Microsoft Wordなど)で作成された任意のファイル。このファイルは、(Dynamic Converterなどを使用して) Webページに変換されます。




これらのファイル・タイプはいずれも1つのコントリビューション・リージョンに割り当てることができ、(設計者が)サイトをどのように設定したかに応じて、1つのファイル・タイプまたは複数のファイル・タイプの組合せを操作できます。コントリビュータにとっての主な相違点は、コントリビューション・リージョンを編集するときにコントリビュータ・データファイルに対してはContributorエディタが開き、ネイティブ・ドキュメントに対してはサードパーティ・アプリケーション(Microsoft Wordなど)が開くという点です。






3.2 コントリビューション・モード

コントリビューション・モードは、コントリビュータに対して編集可能なページ部分が表示されるようなWebページの表示方法です。コントリビューション・モードでページを表示するには、あらかじめ自分が編集を担当するページを知っておく必要があります。これは、組織のサイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください。また、コンテンツ・サーバーのワークフロー機能を使用して、自動電子メール・メッセージで通知されることもあります(メッセージには、レビューまたは編集する必要のあるページへのリンクが含まれます)。

編集する必要のあるページを特定した後、コントリビューション・モードに切り替えて、ページの編集を開始できます。Webページのコントリビューション・モードに切り替えるには、WebブラウザでWebページが表示されている間に特殊なキー組合せを押します。デフォルトのキー組合せは[Ctrl]+[Shift]+[F5]ですが、サイト管理者が別の組合せを設定した可能性もあります。




	
注意:

コントリビューション・モードをアクティブにするために使用するキー組合せがわからない場合は、サイト管理者に問い合せてください。







割り当てられたキー組合せを押すと、Webサイトが存在するコンテンツ・サーバーに接続するためのログイン資格証明(ユーザー名およびパスワード)の入力を求められることがあります。ログオンした後、Webブラウザには2つの変化があります。1つは、ページの上部に、Webページ全体に対する1つ以上のオプションが含まれるコントリビューション・モード・バーが表示されることです(図3-1)。もう1つは、ページの各コントリビューション・リージョン(つまり、Webページ上の編集可能な領域: 図 3-2)の隣に1つ以上のコントリビューション・グラフィックが表示されることです。

コントリビューション・モードでWebページに表示される内容は、Webサイトで現在表示されているページ内容とは異なりますので注意してください。コントリビュータにはコンテンツ・サーバーで最後に保存されたバージョンが表示されますが、サイト・コンシューマには最後にリリースされたバージョンが表示され、両者は異なることがあります(たとえば、リリースされたWebページは、ワークフロー・プロセスで処理されている間、現在保存されているページに対する変更内容を反映していない可能性があります)。


図3-1 コントリビューション・モード・バー

[image: 図3-1の説明が続きます]






図3-2 コントリビューション・グラフィック

[image: 図3-2の説明が続きます]





コントリビューション・グラフィックには(左から順に)、コントリビューション・リージョンの名前、編集アイコン(データファイルの場合のみ)およびメニュー・アイコンが表示されます。マウス・カーソルをコントリビューション・グラフィックの上に置くと、それに関連付けられたコントリビューション・リージョンが黄色いボックスで囲まれてマークされます。これは、選択したコントリビューション・グラフィックを使用して編集できるコンテンツです。

選択したコントリビューション・リージョンを編集するには、対応する編集アイコンをクリックするか、またはメニュー・アイコンをクリックし「編集」オプションを選択します。Contributorエディタがブラウザ・ポップアップ・ウィンドウで開くため、そのコントリビューション・リージョンのコンテンツを編集できます(「Contributorエディタ・ウィンドウ」を参照)。このブラウザ・ポップアップ・ウィンドウはポップアップ・ブロッキング・ソフトウェアによって抑制されることがあるため、自分のサイトのポップアップを許可するようにそのソフトウェアを構成する必要があります。また、Contributorエディタが開くと、元のWebページを表示しているWebブラウザが一時的に使用できなくなります。Contributorエディタを閉じると、Webブラウザに戻ることができます。


考慮事項

コントリビューション・モードに関して、次の点に注意してください。

	
コントリビューション・グラフィックで使用可能なオプションは、アクセス権限によって異なります。コントリビューション・リージョンの編集権限がない場合、関連付けられたコントリビューション・グラフィックに編集オプションは含まれません。これは、サイト設計者またはネットワーク管理者がセキュリティのために選択したことです。


	
Contributorエディタに表示される編集可能なデータ要素が、編集対象のコントリビューション・リージョンに実際に表示されているデータ要素よりも多いことがあります。これは、コントリビューション・リージョンの現在の表示定義が、そのリージョンに関連付けられているデータファイルの一部のみを使用するように設定されている場合があるためです。その他の情報はWebサイトの他の場所で使用されることがあるため、その情報を編集すると、サイトの他のページに影響する可能性があります。


	
また、コントリビューション・グラフィックに「ワークフロー」アイコン(図3-3)が含まれることがあります。詳細は、「Webサイトでのワークフローの使用」を参照してください。


図3-3 「ワークフロー」アイコン

[image: 「ワークフロー」アイコン]



	
コントリビューション・モードでのみ表示されるサイト・セクションも存在する可能性があります。このため、まずコントリビューション・モードに切り替えて、それらのセクションを表示する必要があります。









3.3 コントリビューション・リージョン内のコンテンツの編集

コントリビュータは、コントリビューション・リージョン(またはリージョン)が含まれているWebページを参照し、キーストロークの組合せを入力してコントリビューション・モードに切り替え、各コントリビューション・リージョンの横にあるコントリビューション・グラフィックをクリックしてそのコンテンツを編集します。コントリビューション・リージョンのコンテンツを編集するときは、そのコントリビューション・リージョンに関連付けられたファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)を編集します。

コントリビューション・リージョンのコンテンツを編集するには、次のタスクを実行します。

	
編集するWebページ(1つ以上のコントリビューション・リージョンが含まれているページ)を開きます。


	
対応するキーボード・コマンドを入力して、ページをコントリビューション・モードで表示します(「コントリビューション・モード」を参照)。デフォルトでは[Ctrl]と[Shift]を押しながら[F5]を押しますが、サイト設計者またはマネージャがこの設定を変更している可能性もあります。




	
注意:

コントリビューション・モードをアクティブにするために使用するキー組合せがわからない場合は、サイト管理者に問い合せてください。








	
ログイン資格証明を入力して(求められた場合)、サイトにコントリビュータとしてログオンします。

ページはコントリビューション・モードで表示されます。


	
編集するコントリビューション・リージョンの横のコントリビューション・グラフィックにある(鉛筆の形をした)編集アイコンをクリックします。次のどちらかの操作が行われます。

	
コントリビュータ・データファイルをコントリビューション・リージョンに割り当てている場合は、Contributorエディタが開きます(「Contributorエディタ・ウィンドウ」を参照)。


	
ネイティブ・ドキュメントをコントリビューション・リージョンに割り当てている場合は、サードパーティ・アプリケーション(たとえば、.docファイルの場合はMicrosoft Word)が開きます。




また、メニュー・アイコンをクリックし、「編集」を選択することもできます。



	
注意:

コントリビューション・グラフィックの編集機能は、コントリビューション・リージョンに現在割り当てているコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントがない場合には使用できません(「コントリビューション・リージョンへのコンテンツの割当て」を参照)。






	
コンテンツをそれぞれの対応するアプリケーションで編集します。Contributorで編集している場合は、ツールバーを使用してコンテンツを変更できます(「要素ツールバー」を参照)。また、編集領域で右クリック・メニューを使用して、コンテキスト固有のオプションを表示することもできます。









3.4 コントリビューション・リージョンへのコンテンツの割当て

コントリビューション・リージョンが含まれるWebページを参照するときは、Contributor (コントリビュータ・データファイルの場合)またはサードパーティ・アプリケーション(ネイティブ・ドキュメントの場合)を使用して、すぐにコンテンツの編集を開始できます。

ただし、コントリビューション・リージョンにまだコンテンツが割り当てられておらず、実質的に空である場合があります。このことは通常、サイト設計者がWebページの初期コンテンツの作成をコントリビュータに任せた場合に発生します。その場合、コントリビュータはコンテンツ・ファイルをコントリビューション・リージョンに割り当てて、Contributorまたはサードパーティ・アプリケーションで編集できるようにする必要があります。

コンテンツをコントリビューション・リージョンに割り当てるには、次のタスクを実行します。

	
コンテンツを割り当てるコントリビューション・リージョンが含まれるWebページを開きます。


	
対応するキーボード・コマンドを入力して、ページをコントリビューション・モードで表示します(「コントリビューション・モード」を参照)。デフォルトでは[Ctrl]と[Shift]を押しながら[F5]を押しますが、サイト設計者またはマネージャがこの設定を変更している可能性もあります。




	
注意:

コントリビューション・モードをアクティブにするために使用するキー組合せがわからない場合は、サイト管理者に問い合せてください。








	
ログイン資格証明を入力して(求められた場合)、サイトにコントリビュータとしてログオンします。

ページはコントリビューション・モードで表示されます。


	
コントリビューション・リージョンの近くにあるコントリビューション・グラフィックのメニュー・アイコンをクリックし、メニューから「コンテンツの切替え」を選択します。




	
注意:

メニューに「コンテンツの切替え」オプションがない場合は、サイト設計者がコントリビュータに対して、コントリビューション・リージョンに割り当てられたコンテンツ・ファイルの変更を許可していません。







コンテンツの切替えウィザードが起動します(「コンテンツの切替えウィザード」を参照)。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。








	
サイト設計者によるコントリビューション・リージョンの設定方法に応じて、最初にリージョン・コンテンツの基礎となるリージョン定義またはサブテンプレートを選択するように求められることがあります。選択するよう求められない場合は、このステップをスキップして次のステップに進むことができます。

リストからリージョン定義を選択すると、コントリビューション・リージョンが、コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント(ウィザードの次のステップで選択)に直接関連付けられます。そのコンテンツは、選択したリージョン定義とそれに関連付けられたリージョン・テンプレートに基づいて、コントリビューション・リージョンに表示されます。サイト設計者は、コントリビューション・リージョンに使用可能なリージョン定義を制御します。

リストからサブテンプレートを選択すると、コントリビューション・リージョンがサブテンプレートに関連付けられます。サブテンプレートによって、リージョンの外観が定義され、通常、複数のより小さいコントリビューション・リージョン(それぞれに別個のコンテンツが割り当てられる必要があります)に分割されます。サイト設計者は、コントリビューション・リージョンに使用可能なサブテンプレートを制御します。

情報の使用方法、レイアウト、フォーマットなどの観点で、各リージョン定義やサブテンプレートがWebページに与える影響に関する詳細な情報は、サイト設計者に確認できます。また、使用可能なリージョン定義とサブテンプレートの名前から、これらの内容がわかる場合もあります。この領域についてサポートが必要な場合は、サイト設計者に問い合せてください。

「次へ」をクリックして続行します。


	
前のステップでサブテンプレートを選択した場合、このステップをスキップして次のステップに進むことができます。

前のステップでリージョン定義を選択したか、または前のステップが当てはまらなかった場合は、コントリビューション・リージョンに使用するコンテンツ・ファイルのタイプを選択するように求められます。使用可能なコンテンツ・ファイルのタイプは、サイト設計者が使用可能として選択した内容によって異なります。オプションを選択します。

	
新しいコントリビュータ・データファイルを使用するには、「新規コントリビュータ・データファイル」を選択します。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、コントリビュータ・データファイルのメタデータを指定して、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。ファイルは、ユーザーまたは他のコントリビュータがContributorエディタで編集するまでは空のままです。


	
新しいネイティブ・ドキュメントを使用するには、「新規ネイティブ・ファイル」を選択し、ファイル・フォーマットを選択します(使用可能なファイル・フォーマットは、サイト設計者によって決定されます)。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、ネイティブ・ドキュメントのメタデータを指定し、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。すべての必須メタデータ・フィールドが赤色でマークされます。ファイルは、ユーザーまたは他のコントリビュータがそのネイティブ・アプリケーションで編集するまで空のままです。


	
コンテンツ・サーバーの既存のファイルを使用するには、「サーバーからの既存のファイル」を選択します。これにより、検索結果ページが表示されます。このページには、選択元のコンテンツ・サーバー上のすべてのアイテムがリストされます。このページには、選択元のコンテンツ・サーバー上のすべてのアイテムがリストされます(検索問合せの条件は、サイト設計者によって定義されます)。使用するファイルを選択するには、そのファイルに関連付けられた「選択」ボタンをクリックします。


	
コンピュータ上の既存のファイルを使用するには、「既存のローカル・ファイルを選択します。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、ファイルのメタデータを指定し、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。すべての必須メタデータ・フィールドが赤色でマークされます。「プライマリ・ファイル」フィールドの横の「参照」ボタンを使用して、コンピュータ上の使用するファイルにナビゲートして選択します。


	
コントリビューション・リージョンとのコンテンツ・ファイルの既存の関連付けを削除するには、「なし」を選択します。これにより、コントリビューション・リージョンには割り当てられたコンテンツ・ファイルがなくなります。





	
「終了」をクリックしてWebページに戻ります。




これで、コントリビューション・リージョンに割り当てたファイルを編集できるようになりました(「コントリビューション・リージョンのコンテンツの編集」を参照)。






3.5 コントリビューション・リージョンに割り当てられたコンテンツの切替え

サイト設計者は、コントリビュータに対して、Webページの特定のコントリビューション・リージョンに割り当てられているコンテンツ・ファイルの切替えを許可できます。設計者は、コントリビュータが割当て可能なコンテンツ・ファイルの種類(新しいコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント、コンテンツ・サーバー上の既存のファイル、ローカル・コンピュータ上の既存のファイル)を決定します。また、サイト設計者は、割り当てることができるネイティブ・ドキュメントのファイル・フォーマットを制限する(たとえば、Microsoft Wordドキュメントのみにする)こともできます。また、設計者は、コントリビューション・リージョンとのコンテンツ・ファイルの関連付けを完全に削除することを許可できます。

コントリビューション・リージョンに割り当てられているコンテンツを切り替えるには、次のタスクを実行します。

	
割り当てられているコンテンツ・ファイルを切り替えるコントリビューション・リージョンが含まれるWebページを開きます。


	
対応するキーボード・コマンドを入力して、ページをコントリビューション・モードで表示します(「コントリビューション・モード」を参照)。デフォルトでは[Ctrl]と[Shift]を押しながら[F5]を押しますが、サイト設計者またはマネージャがこの設定を変更している可能性もあります。




	
注意:

コントリビューション・モードをアクティブにするために使用するキー組合せがわからない場合は、サイト管理者に問い合せてください。








	
ログイン資格証明を入力して(求められた場合)、サイトにコントリビュータとしてログオンします。

ページはコントリビューション・モードで表示されます。


	
コントリビューション・リージョンの近くにあるコントリビューション・グラフィックのメニュー・アイコンをクリックし、メニューから「コンテンツの切替え」を選択します。




	
注意:

メニューに「コンテンツの切替え」オプションがない場合は、サイト設計者がコントリビュータに対して、コントリビューション・リージョンに割り当てられたコンテンツ・ファイルの変更を許可していません。







コンテンツの切替えウィザードが起動します(「コンテンツの切替えウィザード」を参照)。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。








	
サイト設計者によるコントリビューション・リージョンの設定方法に応じて、最初にリージョン・コンテンツの基礎となるリージョン定義またはサブテンプレートを選択するように求められることがあります。選択するよう求められない場合は、このステップをスキップして次のステップに進むことができます。

リストからリージョン定義を選択すると、コントリビューション・リージョンが、コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント(ウィザードの次のステップで選択)に直接関連付けられます。そのコンテンツは、選択したリージョン定義とそれに関連付けられたリージョン・テンプレートに基づいて、コントリビューション・リージョンに表示されます。サイト設計者は、コントリビューション・リージョンに使用可能なリージョン定義を制御します。

リストからサブテンプレートを選択すると、コントリビューション・リージョンがサブテンプレートに関連付けられます。サブテンプレートによって、リージョンの外観が定義され、通常、複数のより小さいコントリビューション・リージョン(それぞれに別個のコンテンツが割り当てられる必要があります)に分割されます。サイト設計者は、コントリビューション・リージョンに使用可能なサブテンプレートを制御します。

情報の使用方法、レイアウト、フォーマットなどの観点で、各リージョン定義やサブテンプレートがWebページに与える影響に関する詳細な情報は、サイト設計者に確認できます。また、使用可能なリージョン定義とサブテンプレートの名前から、これらの内容がわかる場合もあります。この領域についてサポートが必要な場合は、サイト設計者に問い合せてください。

「次へ」をクリックして続行します。


	
前のステップでサブテンプレートを選択した場合、このステップをスキップして次のステップに進むことができます。

前のステップでリージョン定義を選択したか、または前のステップが当てはまらなかった場合は、コントリビューション・リージョンに使用するコンテンツ・ファイルのタイプを選択するように求められます。使用可能なコンテンツ・ファイルのタイプは、サイト設計者が使用可能として選択した内容によって異なります。オプションを選択します。

	
新しいコントリビュータ・データファイルを使用するには、「新規コントリビュータ・データファイル」を選択します。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、コントリビュータ・データファイルのメタデータを指定して、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。ファイルは、ユーザーまたは他のコントリビュータがContributorエディタで編集するまでは空のままです。


	
新しいネイティブ・ドキュメントを使用するには、「新規ネイティブ・ファイル」を選択し、ファイル・フォーマットを選択します(使用可能なファイル・フォーマットは、サイト設計者によって決定されます)。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、ネイティブ・ドキュメントのメタデータを指定し、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。すべての必須メタデータ・フィールドが赤色でマークされます。ファイルは、ユーザーまたは他のコントリビュータがそのネイティブ・アプリケーションで編集するまで空のままです。


	
コンテンツ・サーバーの既存のファイルを使用するには、「サーバーからの既存のファイル」を選択します。これにより、検索結果ページが表示されます。このページには、選択元のコンテンツ・サーバー上のすべてのアイテムがリストされます。このページには、選択元のコンテンツ・サーバー上のすべてのアイテムがリストされます(検索問合せの条件は、サイト設計者によって定義されます)。使用するファイルを選択するには、そのファイルに関連付けられた「選択」ボタンをクリックします。


	
コンピュータ上の既存のファイルを使用するには、「既存のローカル・ファイルを選択します。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、ファイルのメタデータを指定し、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。すべての必須メタデータ・フィールドが赤色でマークされます。「プライマリ・ファイル」フィールドの横の「参照」ボタンを使用して、コンピュータ上の使用するファイルにナビゲートして選択します。


	
コントリビューション・リージョンとのコンテンツ・ファイルの既存の関連付けを削除するには、「なし」を選択します。これにより、コントリビューション・リージョンには割り当てられたコンテンツ・ファイルがなくなります。





	
「終了」をクリックしてWebページに戻ります。




これで、コントリビューション・リージョンに割り当てたファイルを編集できるようになりました(「コントリビューション・リージョンのコンテンツの編集」を参照)。






3.6 コントリビューション・リージョンからのコンテンツの削除

サイト設計者は、コントリビュータに対して、Webページの特定のコントリビューション・リージョンに割り当てられているコンテンツ・ファイルの切替えを許可できます。設計者は、コントリビュータが割当て可能なコンテンツ・ファイルの種類(新しいコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント、コンテンツ・サーバー上の既存のファイル、ローカル・コンピュータ上の既存のファイル)を決定します。

コントリビューション・リージョンに割り当てられているコンテンツを削除するには、次のタスクを実行します。

	
割り当てられているコンテンツ・ファイルを切り替えるコントリビューション・リージョンが含まれるWebページを開きます。


	
対応するキーボード・コマンドを入力して、ページをコントリビューション・モードで表示します(「コントリビューション・モード」を参照)。デフォルトでは[Ctrl]と[Shift]を押しながら[F5]を押しますが、サイト設計者またはマネージャがこの設定を変更している可能性もあります。




	
注意:

コントリビューション・モードをアクティブにするために使用するキー組合せがわからない場合は、サイト管理者に問い合せてください。








	
ログイン資格証明を入力して(求められた場合)、サイトにコントリビュータとしてログオンします。

ページはコントリビューション・モードで表示されます。


	
コントリビューション・リージョンの近くにあるコントリビューション・グラフィックでメニュー・アイコンをクリックし、メニューから「コンテンツの削除」を選択します。




	
注意:

メニューに「コンテンツの削除」オプションが表示されない場合は、サイト設計者がコントリビュータに対して、コントリビューション・リージョンに割り当てられたコンテンツ・ファイルの削除を許可していません。








	
リージョンに関連付けられたコンテンツの削除を確認するポップアップ・ダイアログ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックして、コンテンツ・ファイルとの関連付けを削除します。


	
ページがリフレッシュされ、残りのコンテンツが引き続きコントリビューション・モードで表示されます。









3.7 コントリビューション・リージョンへのテンプレートの割当て

コントリビューション・リージョンには、通常、Webページでの情報の表示方法を定義するリージョン・テンプレートがそれぞれ割り当てられています。サイト設計者が、コントリビューション・リージョンのテンプレートの切替えをコントリビュータに対して許可することがあります。この場合、コントリビュータ・グラフィックのメニューに、その操作を行うためのオプションが組み込まれます。

コントリビューション・リージョンに割り当てられているテンプレートを切り替えるには、次のタスクを実行します。

	
テンプレートの割当て先となるコントリビューション・リージョンを含むWebページを開きます。


	
対応するキーボード・コマンドを入力して、ページをコントリビューション・モードで表示します(「コントリビューション・モード」を参照)。デフォルトでは[Ctrl]と[Shift]を押しながら[F5]を押しますが、サイト設計者またはマネージャがこの設定を変更している可能性もあります。




	
注意:

コントリビューション・モードをアクティブにするために使用するキー組合せがわからない場合は、サイト管理者に問い合せてください。








	
ログイン資格証明を入力して(求められた場合)、サイトにコントリビュータとしてログオンします。

ページはコントリビューション・モードで表示されます。


	
コントリビューション・リージョンの横にあるコントリビューション・グラフィックでメニュー・アイコンをクリックし、メニューから「リージョン・テンプレートの切替え」を選択します。

「リージョン・テンプレートの切替え」ダイアログ・ボックスが表示されます(「「リージョン・テンプレートの切替え」ダイアログ・ボックス」を参照)。


	
コントリビューション・リージョンのリージョン・テンプレートを選択します。選択可能なテンプレートは、サイト設計者によってを制御されています。

情報の使用方法、レイアウト、フォーマットなどについて各リージョン・テンプレートがWebページに与える影響の詳細は、サイト設計者に確認できます。また、使用可能なリージョン・テンプレートの名前から、これらの内容がわかる場合もあります。この領域についてサポートが必要な場合は、サイト設計者に問い合せてください。


	
「OK」をクリックして、Webページに戻ります。









3.8 ContributorにおけるWebページのリセット

コントリビューション・リージョンを編集する場合、コントリビューション・リージョンを編集用に開いた後に加えたすべての変更のリセットを選択できます。メタデータが編集可能な場合は、これにより、変更されたメタデータもすべてリセットされます。

ContributorでWebページに加えた変更をリセットするには、エディタ・ウィンドウで「リセット」アイコン(図3-4)をクリックします(「Contributorエディタ・ウィンドウ」を参照)。コントリビューション・リージョンがリロードされ、編集前の状態(より正確には、ページが最後に更新された時点)に戻ります。


図3-4 「リセット」アイコン

[image: 「リセット」アイコン]






	
注意:

更新後にページをリセットすることはできません。変更を適用する前にページをプレビューすることが重要となります(「Webページのプレビュー」を参照)。












3.9 ContributorにおけるWebページの更新

編集およびページの外観のプレビュー(「Webページのプレビュー」を参照)の終了後、エディタを閉じ、Webページを更新して、コンテンツをWebサイト上に表示できます。

ContributorでWebページを更新するには、エディタ・ウィンドウ(「Contributorエディタ・ウィンドウ」を参照)で保存アイコン(図3-5)をクリックします。コントリビューション・モードのWebページに戻り、他のコントリビューション・リージョンを編集したり、コントリビューション・モードを終了したりできます。


図3-5 「更新」アイコン

[image: 「更新」アイコン]







3.10 Webページのプレビュー

Contributorエディタで作業中にページをプレビューして、Webページの更新前にそのページがWebブラウザでどのように表示されるかを確認できます(更新すると、変更がWebサイトに反映されます)。

ContributorでWebページをプレビューするには、エディタ・ウィンドウ(「Contributorエディタ・ウィンドウ」を参照)でプレビュー・アイコン(図3-6)をクリックします。これにより、現在のWebページがサイト閲覧者にどのように表示されるかを示すブラウザ・ウィンドウが開きます。作業に戻るには、プレビュー・ウィンドウを閉じます。


図3-6 「プレビュー」アイコン

[image: 「プレビュー」アイコン]







3.11 異なるバージョンのWebページの比較

この項の内容は次のとおりです。

	
「Webページの比較について」


	
「コントリビュータ・データファイルの比較」


	
「Webページの比較」


	
「差分の色分け」






3.11.1 Webページの比較について

WebサイトのWebページを編集するとき、特定のページを自分または他のユーザーが編集する前後で、そのページがどのように変わったかを確認する場合があります。たとえば、どの程度の量のテキストが削除または追加されたか、どの箇所が重点的に編集されたかなどです。

このことは、Contributorの比較機能を使用して実行できます。この機能には、Contributorエディタのメイン・ウィンドウ(「ントリビューション・ツールバー」を参照)、またはコントリビューション・モードのコントリビューション・グラフィック(「コントリビューション・モード」を参照)からアクセスできます。

どこからこの比較機能にアクセスするかによって、結果が次のように異なります。

	
Contributorエディタのメイン・ウィンドウから開くと、Webページのコントリビューション・リージョンに関連付けられたコントリビュータ・データファイルの2つのバージョンが比較されます。メモリーに格納されているファイルのバージョンと、コンテンツ・サーバーにチェックインされている最新のバージョンとが比較されます(つまり、データファイルの保存バージョンと未保存バージョンとの差分が表示されます)。


	
コントリビューション・グラフィックから開くと、複数のコントリビュータ・データファイル、ネイティブ・ドキュメント、ページ・テンプレートなどで構成される完全な形のWebページの2つのバージョンが比較されます。また、Webページの最新バージョンと最新リリース・バージョンとの差分も表示されます(つまり、通常表示されるWebページとコントリビューション・モードで表示されるWebページとの差分が表示されます)。




一般的に、サイト管理者が意図的にリリース日を未来の日時に設定した場合は、ファイルの現在のバージョンと最新のリリース・バージョンとの差分のみが表示されます。または、コンテンツ・サーバーのワークフロー機能を使用し、アイテムがまだ承認されていない場合は、差分が表示されます(第12章「ワークフローの操作」を参照)。

このとき、Contributorの比較機能ではコンテンツの変更のみが検出され、フォーマットの変更は検出されないことに注意することが重要です。たとえば、テキストのフォント・サイズを変更したり、テキストを太字にしたものの、テキスト自体には変更を加えていない場合、2つのバージョン間の差分は表示されません。一方、ある単語を別の単語に置き換えると、差分が表示されます。この処理は、イメージについては若干異なります。イメージのサイズ変更した場合、およびイメージを置き換えた場合は、差分が表示されます。






3.11.2 コントリビュータ・データファイルの比較

1つのコントリビュータ・データファイルに関する相違点を比較するには、次のタスクを実行します。

	
Contributorエディタを開き、通常どおりにWebページ上のコントリビューション・リージョンの編集を開始します(「コントリビューション・リージョンのコンテンツの編集」を参照)。


	
編集内容とコンテンツ・サーバーにチェックインされている最新データファイルとの相違を表示する準備が完了した後、コントリビューション・ツールバーの比較アイコン(図3-7)をクリックします。


図3-7 「比較」アイコン

[image: リージョン・コンテンツの比較アイコン]



ウィンドウが開き、コントリビュータ・データファイルの現在の状態と(コンテンツ・サーバー上の)最新の保存済データファイルとの相違が表示されます。変更内容を示すために使用されている書式の説明は、「差分の色分け」を参照してください。表示される相違点が実際にある場合、ウィンドウには変更内容のみ表示されます。

相違点を示すページを印刷するには、[Ctrl]キーを押しながら[P]キーを押します。


	
変更内容を控え、ウィンドウを閉じて、Contributorに戻ります。









3.11.3 Webページの比較

Webページ内全体の相違点を比較するには、次のタスクを実行します。

	
対象のWebページを参照し、コントリビューション・モードを有効にします(3.2項「コントリビューション・モード」を参照)。


	
ページの上部にある「コントリビューション」バーで「差分の表示」をクリックします。

Webページの現在の状態と(コンテンツ・サーバーに)保存された最新の状態間の差分を表示したウィンドウが開きます。変更内容を示すために使用されている書式の説明は、「差分の色分け」を参照してください。表示される相違点が実際にある場合、ウィンドウには変更内容のみ表示されます。

相違点を示すページを印刷するには、[Ctrl]キーを押しながら[P]キーを押します。


	
変更を書き留めてウィンドウを閉じると、元のWebページがコントリビューション・モードで表示されます。









3.11.4 差分の色分け

Oracle Site Studio Contributorでは、緑と赤の色分けを使用して、コントリビュータ・データファイルやWebページの2つのバージョンの差分が示されます。差分は常に、現在の状態に対して相対的にマークされます。


図3-8 差分の色分け

[image: 図3-8の説明が続きます]





削除されたテキストは赤色の取消線で示されます。追加されたテキストは緑色に塗ったフォーマットで示されます。変更されていないテキストは黒のままです。








3.12 他のメディア・フォーマットの処理

既存のテキスト、グラフィック、ハイパーリンクおよびリストを追加する以外に、ビデオ、オーディオ、マルチメディアなど他のメディア・フォーマットを使用することがあります。このような場合、サイト設計者はContributor内部からアクセス可能なカスタム・インタフェースを用意することが必要となります。

カスタム・インタフェースはWebページごと、あるいはWebサイトごとに容易に変えることができます。このため、サイト設計者またはサイト・マネージャ(あるいはその両方)に問い合せ、コンテンツを追加するカスタム・インタフェースの使用方法を理解する必要があります。設計者がインタフェース自体に手順を記載している場合は、その手順に従って作業を進めることができます。




	
注意:

各種メディア・フォーマット(Flash、Shockwave、Windows Mediaなど)以外に、カスタム・ダイアログ・ボックスを使用して、Webページに埋め込んで特定の機能を提供する独自のソース・コードを挿入することもできます。これにより、Oracle Site Studio Contributorにおいてこの機能をより高度に使用できます。












3.13 Webページの即時公開用マーク付け

ContributorでWebページを更新すると、それに関連付けられたコンテンツ・ファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)がコンテンツ・サーバー上で更新されます。Webサイトが設定されている方法に応じて、サイト閲覧者が変更内容を即座に表示できる場合もあれば、サイトに変更内容が表示される次の公開サイクルまで表示できない場合もあります。

Oracle Site Studio Webサイトをデプロイする方法に、Oracle Site Studio Publisherユーティリティを使用する方法があります。このユーティリティは、コンテンツ・サーバー上の完全なWebサイトに関連付けられたすべてのファイルを収集し、サイトの静的コピー(すべてのナビゲーションなどを含む)を構築してから、閲覧者がアクセスできるような稼働中の場所(たとえば、Webサーバー)に、この静的サイトをコピーします。

Webサイトの大きさによっては、このプロセスに長い時間がかかる場合があります。このため、多くの場合、サイト全部の公開は定期的に(たとえば、1日に1回)しか行われません。つまり、変更されたWebページが稼働中のサイトに反映されるまでにはしばらく時間がかかる可能性があります。コントリビュータは、特にページ上のエラーを修正した場合など、変更したWebページがサイトに表示される次の公開サイクルを待つことはできません。これに対応するために、Oracle Site Studio Publisherには「今すぐ公開」機能が備わっており、この機能によって、今すぐ公開するようにマークされたコンテンツ・サーバー上のファイルを検索して、それらのファイルのみを公開できます。この場合、サイト全体をデプロイする必要がなく、限られた数のファイルをデプロイするのみでよいので、プロセスははるかに速くなります。このため、この機能は非常に短い時間間隔(たとえば、数分ごとに)実行できます。

Oracle Site Studio Contributorで作業するコントリビュータは、この「今すぐ公開」機能を利用できます。Webページを今すぐ公開するようにマークすると、Oracle Site Studio Publisherによってそのページが選択されてすぐに稼働中のサイトに挿入されます。このとき、サイト全部のデプロイを待つ必要はありません。

ContributorでWebページを公開するようにマークするには、コントリビューション・モードでページを開き(「コントリビューション・モード」を参照)、コントリビューション・モード・バーの「今すぐ公開」をクリックします。これによって、コンテンツ・サーバー上の関連付けられたコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントが今すぐ公開されるようにマークされます。また、その更新されたコンテンツはすぐに稼働中のサイトに表示されます。

この領域において不明な点がある場合は、サイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください。






3.14 Webサイトでのワークフローの使用

Webサイトへのコンテンツのコントリビューションに加えて、コンテンツがサイトでパブリッシュされる前のレビューと承認も担当することがあります。これはワークフロー・プロセスを使用して行うことができます。Oracle Site Studio Contributorでは、コンテンツ・サーバーに用意されている既存のワークフロー機能を使用してワークフローを作成できます。

コンテンツ・サーバーのワークフローをよく理解している場合は、Webサイトのプロセスにすぐに適応できます。ワークフローは、Webサイトに追加する、またはWebサイトで編集するすべてのファイルに対して設定できます。コントリビュータ・データファイルおよびネイティブ・ドキュメントはWebサイトのコンテンツの大部分を構成しているため、通常、これらのファイルをレビューおよび承認します。

詳細は、第12章「ワークフローの操作」を参照してください。











 
4 テキストの操作


Oracle Site Studio Contributorエディタには、ほとんどのワードプロセッサ・プログラムにあるような、一般的に使用される編集オプションおよび書式設定オプションがいくつか用意されています。


Contributorでの作業中は、ほとんどの時間をテキストの追加および編集に費やします。Contributorエディタには、ほとんどのワードプロセッサ・プログラムにあるような、一般的に使用される編集オプションおよび書式設定オプションがいくつか用意されています(切取り、コピー、貼付け、フォントとテキスト・サイズの変更、テキストの色の変更、テキストの位置合せなど)。サイト設計者は、Contributorエディタでどの書式設定オプションを使用可能にするかを管理します。

この項の内容は次のとおりです。

	
「テキストの書式設定」


	
「テキストへのCSSスタイルの適用」


	
「テキストのインデントおよびアウトデント」


	
「テキストの位置合せ」


	
「番号付きリストおよび箇条書きリストの追加」


	
「フォント・タイプフェースおよびサイズの変更」


	
「テキストの色およびテキストのハイライト色の変更」


	
「水平線の追加」


	
「スペル・チェック」






4.1 テキストの書式設定

太字や下線など標準のフォーマット・オプションを使用して、テキストの外観を変更できます。

テキストをフォーマットするには、次のタスクを完了します。

	
フォーマットするテキストをハイライトします。


	
編集ツールバーで、選択したテキストに適用するフォーマット・オプションを選択します。次の表に挙げたすべてのフォーマット・オプションが使用できるわけではありません。サイト設計者がエディタでどのフォーマット・オプションを有効にしているかによって異なります。





	ツールバー・オプション	説明
	[image: 「フォーマットの削除」アイコン]
	ハイライトされたテキストからすべての書式設定を削除します。
	[image: 書式設定アイコン(太字、斜体、下線、取消線)]
	ハイライトされたテキストに太字、イタリック、下線または取消線のフォーマットを適用します。
	[image: 「上付き文字」および「下付き文字」アイコン]
	上付き文字または下付き文字書式を、ハイライトされたテキストに適用します。
	[image: 引用アイコン]
	引用を示すためにテキストのブロックを書式設定します(他のソースからのテキスト)。
	スタイル	CSS書式スタイルを選択したテキストに適用します。使用できるスタイルのリストは、サイト設計者によって定義されます。適用されているスタイルを削除するには、スタイル名を再度選択します。
	フォーマット	HTML書式タグを選択したテキストに適用します(<H1>など)。使用できる書式のリストは、サイト設計者によって定義されます。
	フォント	フォントを選択したテキストに適用します。
	サイズ	フォント・サイズを選択したテキストに適用します。
	[image: 「テキストの色」アイコン]
	テキストの色を変更します。
	[image: テキストの背景アイコン]
	テキストの背景(ハイライト)の色を変更します。










4.2 テキストへのCSSスタイルの適用

Webページのテキスト(またはグラフィック)の書式を設定する方法は2つあります。書式設定の属性(太字、斜体、フォントの色など)を手動で適用するか、編集ツールバーのスタイル・メニューを使用してカスケード・スタイルシート(CSS)からスタイルを適用できます。

スタイルには、書体、フォント、位置などの属性を保存できます。スタイルは、サイト設計者またはサイト・マネージャがWebページの書式設定のプロセスを簡略化し、Webページに一貫性を持たせるために事前に作成します。特定のWebページのテキストの書式を手動で設定したり、その設定を次のページのために覚えておく必要がなく、簡単にテキストにスタイルを適用できます。

CSSクラスをテキストに適用するには、次のタスクを実行します。

	
目的のテキスト(またはイメージ)をハイライトします。


	
編集ツールバーで、テキストに適用するスタイルをクリックします。





図4-1 「スタイル」メニュー(例)

[image: 選択可能なスタイルを含む「スタイル」メニュー。]



その特定のスタイルに保存されている書式設定の属性がテキストに適用されます。Contributorの同じフィールド内の個々の語やグラフィックにクラスを割り当てることができます。リスト内の使用可能なスタイルは、フィールドおよびWebページ(サイトの設定方法)によって異なります。






4.3 テキストのインデントおよびアウトデント

編集ツールバーの「インデント」ボタンまたは「アウトデント」ボタンを使用して、左マージンを大きくしたり小さくしたりできます。

テキストのインデントまたはアウトデントを行うには、次のタスクを実行します。

	
マージンを変更する場所にカーソルを置きます。


	
編集ツールバーで、「インデント」アイコン(図4-2)をクリックして、左マージンを大きくします。

または、「アウトデント」アイコン(図4-2)をクリックして、左マージンを小さくします。





図4-2 テキスト・インデント・アイコン

[image: テキスト・インデント・アイコン]







4.4 テキストの位置合せ

編集ツールバーの位置合せアイコンを使用すると、テキストの位置合せ(左揃え、中央揃え、右揃え、両端揃え)を行うことができます。

テキストの位置合せを行うには、次のタスクを実行します。

	
テキストの位置合せを変更する場所にカーソルを置きます。


	
編集ツールバーで、次のいずれかを選択します。

	
左揃えアイコン(図4-3)をクリックして、テキストを左マージンに揃えます。


	
中央揃えアイコン(図4-3)をクリックして、テキストを中央に揃えます。


	
右揃えアイコン(図4-3)をクリックして、テキストを右側に揃えます。


	
両端揃えアイコン(図4-3)をクリックして、テキストを左マージンと右マージンの両方に揃えます。








図4-3 テキストの位置合せアイコン

[image: テキストの位置合せアイコン]







4.5 番号付きリストおよび箇条書きリストの追加

ツールバーから、番号付き(順序付き)リストおよび箇条書き(順序なし)リストを追加できます。

番号付きリストまたは箇条書きリストを作成するには、次のタスクを実行します。

	
新しい行、またはリストの一部として含めるテキスト・ブロック内にカーソルを置きます。


	
編集ツールバーで、次のいずれかを選択します。

	
リストの各アイテムに番号が付けられたリストを作成するには、番号付きリスト・アイコン(図4-4)をクリックします。


	
リストの各アイテムに箇条書き用の点が付けられたリストを作成するには、箇条書きリスト・アイコン(図4-4)をクリックします。








図4-4 「リスト」アイコン

[image: 「リスト」アイコン]



リストを削除する場合は、リスト内のテキストを選択して、適切なリスト・アイコンをクリックします。






4.6 フォント・タイプフェースおよびサイズの変更

編集ツールバーの2つのメニューを使用して、フォントのタイプフェースとサイズを変更できます。


フォント・タイプフェースの変更

タイプフェースを変更するには、テキストをハイライトして、使用可能なタイプフェースのリストから目的のタイプフェース(Arial、Verdana、Times New Romanなど)を選択します(図4-5)。このリストには、ほとんどのWebブラウザで表示可能なWebセーフ・フォントがいくつか含まれています。


図4-5 「フォント」メニュー

[image: 選択可能なフォントを含む「フォント」メニュー。]




フォント・サイズの変更

フォント・サイズを変更するには、テキストをハイライトして、使用可能なサイズのリストからサイズを選択します(図4-6)。


図4-6 「サイズ」メニュー

[image: 図4-6については周囲のテキストで説明しています。]







4.7 テキストの色およびテキストのハイライト色

編集ツールバーの色ボタンを使用すると、フォント色およびフォント背景(ハイライト)色を変更できます。


フォント色の変更

フォント色を変更するには、次のタスクを実行します。

	
テキストをハイライトします。


	
フォント色アイコン(図4-7)をクリックします。


	
色セレクタを使用して、テキストの色を選択します。





図4-7 「テキストの色」アイコン

[image: 「テキストの色」アイコン]




ハイライト色の変更

フォント背景(ハイライト)色を変更するには、次のタスクを実行します。

	
テキストをハイライトします。


	
ハイライト色アイコン(図4-8)をクリックします。


	
色セレクタを使用して、テキストのハイライト色を選択します。





図4-8 テキストのハイライト色

[image: テキスト・ハイライト色アイコン]







4.8 水平線の追加

Webページのコンテンツを区切る場合、水平線が役立ちます。長いテキストや大量のグラフィックを区切る場合などに水平線を使用できます。水平線は、編集ツールバーを使用して追加できます。

水平線を追加するには、次のタスクを実行します。

	
水平線を表示する場所にカーソルを置きます。


	
編集ツールバーで、「水平線」アイコン(図4-9)をクリックします。

水平線がページに配置されます(幅は、親フィールドから取得されます)。





図4-9 「水平線」アイコン

[image: 「水平線」アイコン]







4.9 スペル・チェック

テキストのフォーマットおよび編集を終了すると、文章のスペル・チェックを実行できます。スペル・チェックは、Contributorのスペル・チェックを使用して行うことができます。

スペル・チェックを行うには、次のタスクを実行します。

	
スペル・チェックを行う要素にカーソルを置きます。


	
編集ツールバーの「スペル・チェック」アイコン(図4-10)をクリックします。





図4-10 「スペル・チェック」アイコン

[image: 「スペル・チェック」アイコン]












 
5 イメージの操作


Webページでは、テキストの追加および編集以外に、イメージを追加することもできます。イメージは、重要な項目を説明したり、ページに色を追加して変化を与えたりする場合に非常に役立ちます。Contributorでイメージを追加、変更および削除できます。JPEG、GIFまたはPNGフォーマットのイメージを使用できます。また、イメージはコンテンツ・サーバーにチェックインする必要があります。

イメージに対しては、通常、次のタスクを実行します。

	
「コンテンツ・サーバーへのイメージのチェックイン」


	
「イメージの追加」


	
「既存のイメージの置換」


	
「イメージのサイズ変更」


	
「イメージのプロパティの変更」


	
「イメージの削除」






5.1 コンテンツ・サーバーへのイメージのチェックイン

イメージは、Webサイトに追加する前に、コンテンツ・サーバーにチェックインする必要があります。ネイティブ・ドキュメントの場合(第10章「ネイティブ・ドキュメントの操作」を参照)と同様、コンテンツ・サーバーに用意されているイメージをチェックインするための各種の方法のいずれかを使用できます。

イメージをチェックインする際は、次の事項に注意してください。

	
イメージはJPEG、GIF、PNGのいずれかのフォーマットであることが必要です。ファイルに関して質問がある場合は、サイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください。


	
イメージのチェックインには適切なOracle Site Studioメタデータを使用して、イメージが目的のWebサイトに属していると認識されるようにする必要があります。特に、「Webサイト」および「Webサイト・オブジェクト・タイプ」に正しい値を指定する必要があります。これらの値が間違っている場合は、サイトが他のサーバーに移された場合にイメージが失われることがあります。


	
イメージは、ファイル・タイプや縦横比など、特定のスタイル・ガイドラインに従っている必要があります。このようなポリシーに関して質問がある場合は、サイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください。







	
注意:

コンテンツをコンテンツ・サーバーにチェックインする方法の詳細は、『Oracle WebCenter Contentの使用』を参照してください。












5.2 イメージの追加

編集ツールバーを使用して、Contributorでイメージを追加できます。イメージを追加した後、サイズやプロパティの変更などの操作を行うことができます。

	
イメージを追加する場所にカーソルを置きます。


	
編集ツールバーで、「イメージの挿入」アイコン(図5-1)をクリックします。


図5-1 「イメージ」アイコン

[image: 「イメージ」アイコン]



	
コンテンツ・サーバーで、検索結果ページを表示するウィンドウが開きます。使用するイメージの横にある「選択」をクリックします。追加するイメージが表示されない場合は、コンテンツ・サーバーに正しくチェックインされていない可能性があります。詳細は、「コンテンツ・サーバーへのイメージのチェックイン」を参照してください。

コンテンツ・サーバーにデジタル・アセット管理が導入されている場合は、結果ページの「アクション」に青色の情報アイコンとデジタル・アセット管理アイコンが表示されます(図5-2)。アイコンをクリックすると、Webサイトで使用するイメージの複数のレンダリングが表示されます。各レンダリングは、イメージをチェックインしたときにコンテンツ・サーバーで作成されたイメージのバージョンです。使用できるレンダリングはコンテンツ・サーバーの設定方法によって異なりますが、一般的にはWebサイトで使用準備が完了したイメージのサムネイル・バージョン、プレビュー・バージョン、小さいサイズの同様のバージョンが含まれます。

使用するイメージの特定のレンダリングの横にある「選択」をクリックします。


図5-2 デジタル・アセット管理アイコン

[image: デジタル・アセット管理アイコン]



	
検索結果ページが閉じてContributorに戻り、ページにイメージが表示されます。









5.3 既存のイメージの置換

ユーザー(または他のコントリビュータ)が以前にContributorで追加したイメージを簡単に置き換えることができます。

既存のイメージを置き換えるには、次のいずれかのタスクを実行します。

	
イメージ上の任意の場所でクリックしてイメージを選択します。イメージにフレームが表示され、イメージが選択されていることがわかります(図5-3)。ここで、イメージを追加すると、古いイメージが置き換えられます。詳細は、「イメージの追加」を参照してください。


	
イメージ上の任意の場所でクリックしてイメージを選択します。イメージにフレームが表示され、イメージが選択されていることがわかります。右クリックしてイメージのプロパティを選択します。サーバーの参照をクリックすると、サーバー上で別のイメージを選択できます。




	
イメージ上の任意の場所でクリックしてイメージを選択します。(キーボードの[Del]キーを押して)既存のイメージを削除し、イメージを挿入します。詳細は、「イメージの追加」を参照してください。





図5-3 選択されていないイメージおよび選択されているイメージ

[image: 選択されていないイメージおよび選択されているイメージ(フレームあり)]







5.4 イメージのサイズ変更

マウスまたはイメージ・プロパティ・ダイアログ・ボックスを使用して、Contributorでイメージのサイズを変更できます。


マウスを使用したサイズ変更

イメージのサイズを変更するには、次のタスクを実行します。

	
イメージがフレーム内に表示されるように、イメージを選択します(図5-4)。


図5-4 選択されていないイメージおよび選択されているイメージ

[image: 選択されていないイメージおよび選択されているイメージ(フレームあり)]



	
フレームの任意のボックスをクリックしてドラッグし、イメージのサイズを変更します。





イメージ・プロパティ・ダイアログ・ボックスを使用したサイズ変更

イメージのサイズは、イメージのプロパティ・ダイアログ・ボックスを使用して変更することもできます。「イメージのプロパティの変更」を参照してください。


考慮事項

	
イメージを追加する前に、コンテンツ・サーバーにイメージをチェックインする必要があります(「コンテンツ・サーバーへのイメージのチェックイン」を参照)。


	
BMPファイルはコンテンツ・サーバーでは表示できますが、WebページにBMPファイルを追加することはできません。GIF、JPEGまたはPNGファイルのみが使用可能です。


	
ファイル拡張子が.gif、.jpgまたは.pngのイメージ、およびWebサイト・オブジェクト・タイプとして「イメージ」が指定されたイメージのみが、検索結果ページに表示されます。


	
サイトの設定方法によっては、「イメージの挿入」オプションがContributorで使用できる唯一のオプションとなる場合があります。


	
イメージのプロパティ・ダイアログ・ボックスでイメージの高さと幅を変更することによって、サイズを変更することもできます(「イメージのプロパティの変更」を参照)。


	
角以外のドラッグ・ハンドルを使用すると、イメージの縦横比が変わります。イメージ・プロパティ・ダイアログ・ボックスの幅および高さのフィールドの右にあるアイコンを使用して、イメージの縦横比をロックしたり、イメージを元のサイズ(幅と高さ)に戻すことができます。









5.5 イメージのプロパティの変更

Contributorでイメージ・プロパティ・ダイアログ・ボックスを使用して、イメージのプロパティ(高さ、幅、境界線など)を変更できます。

イメージのプロパティを変更するには、次のタスクを実行します。

	
イメージ上の任意の場所にマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックして、メニューからイメージのプロパティを選択します。

イメージのプロパティ・ダイアログが表示されます(図5-5)。


図5-5 「イメージ」ダイアログ

[image: 図5-5の説明が続きます]





	
各イメージのプロパティを必要に応じて指定または編集します。

	
イメージ情報タブ:

	
URL: これは、コンテンツ・サーバー上のイメージのURLです。サーバーの参照ボタンを使用し、別のイメージを選択して現在のイメージと置き換えることができます。


	
代替テキスト: これは、イメージの代替テキスト(つまり、IMGタグのAlt属性値の値)です。デフォルトは、コンテンツ・サーバー上のイメージのタイトルです(代替テキストの一般的な使用方法は、次の注意書きを参照してください)。


	
幅: イメージの幅(ピクセル)を指定します。デフォルトは、実際のイメージ幅です。


	
高さ: イメージの高さ(ピクセル)を指定します。デフォルトは、実際のイメージの高さです。




	
注意:

フィールドの右側にあるアイコンを使用して、イメージのアスペクト率を固定したり、イメージを元のサイズ(幅および高さ)にリセットできます。








	
境界線: イメージを囲む境界線のサイズ(ピクセル)を指定します。


	
HSpace: イメージの左側と右側の水平間隔(ピクセル)を制御します。


	
VSpace: イメージの上側と下側の垂直間隔(ピクセル)を制御します。


	
位置合せ: ページ上の他のアイテム(左、中央、右、上など)を使用してイメージの位置を合せます。プレビュー領域に、現在の設定を使用するとイメージがどのように位置合せされるかが示されます。





	
「詳細」タブ(上級ユーザー用):

	
ID: イメージのIDを指定します。


	
言語の向き: イメージの言語の向きを設定します。左から右(LTR)または右から左(RTL)のいずれかです。


	
言語コード: イメージの言語コード(たとえば、'en'、'de'、'fr'など)を指定します。


	
詳細説明URL: ページの説明を指定します。


	
スタイルシート・クラス: イメージのCSSクラスの名前(つまり、IMGタグのclass属性値)を指定します。


	
付加情報タイトル: ターゲット・オブジェクトの説明を指定します。


	
style: スタイルを指定します。








	
「OK」をクリックし、ダイアログを閉じます。





考慮事項

	
イメージのプロパティ・フォームの設定の多く(高さ、幅、境界線、水平間隔および垂直間隔)は、値をピクセルで指定します。(ピクセルの詳細は、サイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください。)


	
イメージの代替テキストは非常に役立つことがあります。"alt"属性値を使用して、マウスをイメージの上に置いたとき、またはイメージがWebページに適切に表示されないときには必ず代替テキストが表示されるように設定できます。また、これは、視覚障害者により使用されるほとんどの画面リーダー・プログラムに対して機能します。









5.6 イメージの削除

Contributorで以前に追加したイメージを簡単に削除できます。他のコントリビュータが追加したイメージも削除できます。

イメージを削除するには、次のタスクを実行します。

	
イメージをクリックして選択し、イメージをフレームに表示します(図5-6)。


図5-6 選択されていないイメージおよび選択されているイメージ

[image: 選択されていないイメージおよび選択されているイメージ(フレームあり)]



	
キーボードの[Del]キーを押します。



	
注意:

イメージは、Webページから削除されますが、コンテンツ・サーバーからは削除されません。


















 
6 表の操作


表は、Webページで様々な目的のために使用できます。表を使用してテキストやグラフィックを整理したり、(スプレッドシートのように)データを表形式で表現することは、ワープロ・プログラムを長期間使用しているユーザーにとって、身近な処理です。

Webページでも、表を使用して同様の処理を行うことができます。また、Webページでのより一般的な表の用途として、コンテンツの構造化をあげることができます。通常のWebページでは、テキスト、グラフィック、他のコンテンツは、単純に連続表示されます。テキストやイメージは折り返され、アイテムが連続して表示されます。Webページのどこにアイテムを表示するかを制御する方法はないため、表を使用することが役立ちます。

表を使用すると、テキストまたはイメージを1つのセルに配置して整列し、他のテキストまたはイメージを別のセルに配置して整列できます。たとえば、イメージの横にテキストを配置したり、テキスト、グラフィックおよび他のタイプのコンテンツを上下または左右に並べて配置する場合は、表を使用します。

表に対して、次のタスクを実行できます。

	
「表の追加」


	
「表サイズの変更」


	
「表の列の幅の変更」


	
「表の行の高さの変更」


	
「表への行または列の追加」


	
「表の行または列の削除」


	
「表のセルの分割または結合」


	
「表のプロパティの変更」


	
「表のセルのプロパティの変更」


	
「表の削除」






6.1 表の追加

Contributorで編集ツールバーを使用して表を追加できます。表を追加すると、表をサイズ変更したり、表のプロパティを変更したりできます。

表を追加するには、次のタスクを実行します。

	
表を追加する場所にカーソルを置きます。


	
編集ツールバーの「表の挿入」アイコン(図6-1)をクリックします。


図6-1 「表」アイコン

[image: 「表」アイコン]



表のプロパティ・ダイアログが表示されます(図6-2)。


図6-2 「表」ダイアログ

[image: 図6-2の説明が続きます]





	
必要に応じて各表プロパティを指定または編集します。

	
行: 表の行数を指定します。


	
列: 表の列数を指定します。


	
枠線サイズ: 表の枠線サイズを(ピクセル単位で)指定します(表の周囲に枠線を表示しない場合は0を設定します)。


	
位置合わせ: 表にデフォルト設定を使用するのか、それとも右揃え、左揃えまたは中央揃えを使用するのかを指定します。


	
幅: 表の幅を(ピクセル単位またはページ幅の比率で)指定します。幅を指定しないと、表のサイズはセル・コンテンツにあわせて自動的に設定されます。


	
高さ: 表の高さを(ピクセル単位で)指定します。高さを指定しないと、表のサイズはセル・コンテンツにあわせて自動的に設定されます。


	
セルの間隔: セル境界線の厚さを指定します。


	
セルのパディング: セルのコンテンツとセルの内側の境界との間に空白を挿入することを指定します。


	
キャプション: 表のタイトルを指定します。タイトルは表の上部に表示されます。


	
サマリー: 表にコメントを設定します。コメントは表に表示されません。アクセシビリティの確保には、サマリーの提供が有用です。




すべてのオプションが表の作成に必要となるわけではありません。行数および列数は必ず指定します。それ以外の属性はオプションであり、必要に応じて使用します。


	
「OK」をクリックして、表を追加します。

表がページに追加されます。マウスまたは表のプロパティ・ダイアログ・ボックスを使用して、表をサイズ変更したり、表の属性を変更したりできます(「表のプロパティの変更」を参照)。









6.2 表サイズの変更

マウスまたは表のプロパティのダイアログ・ボックスを使用して、表全体のサイズを変更できます。


マウスを使用したサイズ変更

マウスを使用して表のサイズを変更するには、次のタスクを実行します。

	
表の境界上でカーソルが十字の矢印になるまでマウス・カーソルを動かし、左マウス・ボタンをクリックします。

表が選択されていることを示すフレームが表の周囲に表示されます(図6-3)。


図6-3 選択されていない表と選択された表

[image: 選択されていない表および選択されている表(フレームあり)]



	
フレームの任意のボックスをクリックしてドラッグし、表のサイズを変更します。





表のプロパティのダイアログ・ボックスを使用したサイズの変更

表のプロパティのダイアログ・ボックスで表全体のサイズを変更することもできます。「表のプロパティの変更」を参照してください。






6.3 表の列の幅の変更

表の列幅を変更するには、次のタスクを実行します。

	
サイズを変更する列の任意のセルにマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックして、セル→セルのプロパティを選択します。


	
「幅」フィールドに値を指定します(ピクセル単位またはパーセント)。


	
「OK」をクリックします。




これにより、更新された幅で列が表示されます。意図したサイズにならない場合は、列幅の設定よりも優先される表幅の設定がある可能性があります。「表のプロパティの変更」を参照してください。






6.4 表の行の高さの変更

表の行の高さを変更するには、次のタスクを実行します。

	
高さを変更する行の任意のセルにマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックして、セル→セルのプロパティを選択します。


	
「高さ」フィールドに値を指定します(ピクセル単位)。


	
「OK」をクリックします。




これにより、更新された高さで行が表示されます。意図したサイズにならない場合は、行の高さの設定よりも優先される表の高さの設定がある可能性があります。「表のプロパティの変更」を参照してください。






6.5 表への行または列の追加

マウスを使用して表に行や列を追加できます。


表への行の追加

行を表に追加するには、次のタスクを実行します。

	
行の追加位置にある行にマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックし、「行」を選択し、現在の行の上と下のどちらに行を追加するかに応じて行を上に挿入または行を下に挿入を選択します。





表への列の追加

列を表に追加するには、次のタスクを実行します。

	
列の追加位置にある列にマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックし、「列」を選択し、現在の行の右と左のどちらに列を追加するかに応じて列を左に挿入または列を右に挿入を選択します。




行または列を追加した後、セル・プロパティのフォームを使用して幅を微調整できます(「表セルのプロパティ」の変更)。






6.6 表の行または列の削除

マウスを使用して、表から行や列を削除できます。


表からの行の削除

表から行を削除するには、次のタスクを実行します。

	
削除する行内の任意の場所にマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックして、「行」→「行の削除」を選択します。





表からの列の削除

表から列を削除するには、次のタスクを実行します。

	
削除する列内の任意の場所にマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックして、「列」→列の削除を選択します。




[Ctrl]キーを押しながら[Z]キーを押すと、アクションを取り消すことができます。






6.7 表のセルの分割または結合

表のセルは分割またはマージできます。セルの分割は行または列の追加に似ていますが、対象はセルのグループではなく単一のセルです。一方、セルのマージはそのセルを削除して隣のセルに追加する操作に似ています。


表のセルの分割

表のセルを分割するには、次のタスクを実行します。

	
分割するセルにマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックしてセルを選択し、セルを2行と2列のどちらに分割するかに応じてセルの水平分割またはセルの垂直分割を選択します。





表のセルのマージ

表のセルをマージするには、次のタスクを実行します。

	
マージするセルにマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックしてセルを選択し、右と下のどちらのセルとマージするかに応じて右側へマージまたは下へマージを選択します。









6.8 表のプロパティの変更

ページに表を追加した後、その表のプロパティに変更を加える必要がある場合があります。この場合には、表のプロパティ・ダイアログ・ボックスを使用します。表の行と列の数、表の幅と高さ、および一部の表示オプションを変更できます。

表のプロパティを変更するには、次のタスクを実行します。

	
プロパティを編集する表内の任意の場所にマウスのカーソルを置きます。


	
右クリックし、表のプロパティを選択します。

表のプロパティ・ダイアログが表示されます(図6-4)。


図6-4 「表」ダイアログ

[image: 図6-4の説明が続きます]





	
必要に応じて各プロパティを指定または編集します。

	
行: 表の行数を指定します。


	
列: 表の列数を指定します。


	
枠線サイズ: 表の枠線サイズを(ピクセル単位で)指定します(表の周囲に枠線を表示しない場合は0を設定します)。


	
位置合わせ: 表にデフォルト設定を使用するのか、それとも右揃え、左揃えまたは中央揃えを使用するのかを指定します。


	
幅: 表の幅を(ピクセル単位またはページ幅の比率で)指定します。幅を指定しないと、表のサイズはセル・コンテンツにあわせて自動的に設定されます。


	
高さ: 表の高さを(ピクセル単位で)指定します。高さを指定しないと、表のサイズはセル・コンテンツにあわせて自動的に設定されます。


	
セルの間隔: セル境界線の厚さを指定します。


	
セルのパディング: セルのコンテンツとセルの内側の境界との間に空白を挿入することを指定します。


	
キャプション: 表のタイトルを指定します。タイトルは表の上部に表示されます。


	
サマリー: 表にコメントを設定します。コメントは表に表示されません。アクセシビリティの確保には、サマリーの提供が有用です。





	
作業を終了後、「OK」をクリックします。









6.9 表のセルのプロパティの変更

ページに表を追加した後、セル・プロパティに変更を加える必要がある場合があります。この場合は、セルのプロパティ・ダイアログ・ボックスを使用します。表の行と列の数、表の幅と高さ、および一部の表示オプションを変更できます。

その表の各セルの外観を微調整するには、表セルのプロパティ・フォームを使用する必要があります。このフォームでは、表の各セルについて、位置合せ、高さおよび幅、背景色などを変更できます。

表セルのプロパティを変更するには、次のタスクを実行します

	
プロパティを編集する表セルの任意の場所にマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックし、セルのプロパティを選択します。

セルのプロパティ・ダイアログが表示されます(図6-5)。


図6-5 セルのプロパティ・ダイアログ

[image: 図6-5の説明が続きます]





	
必要に応じて各セル・プロパティを指定または編集します。

	
幅: セルの幅を(ピクセル単位または表幅の比率で)指定します。この値はそのセルの列全体の幅に影響を及ぼすことに注意してください。


	
高さ: セルの高さを(ピクセル単位で)指定します。この値はそのセルの行全体の高さに影響を及ぼすことに注意してください。


	
ワード・ラップ: セル・コンテンツのワード・ラップを有効または無効にします。ワード・ラップを有効にすると、セル・コンテンツが定義したセル幅よりも大きい場合には、次の行に自動的に改行されます。ワード・ラップを無効にすると、(列幅制限がないかぎり)セル・コンテンツが1行に収まるようにセル幅が自動的に調整されます。


	
水平位置合せ: セルでコンテンツの水平位置(左揃え、中央揃え、右揃え)を指定します。


	
垂直位置合せ: セルでコンテンツの垂直位置(最上部、中央、最下部、ベースライン)を指定します。


	
行範囲: セルがまたぐ行数を指定します。


	
列範囲: セルがまたぐ列数を指定します。


	
背景色: セルの背景の色を指定します。色を選択するには、このフィールドの横にある「選択」をクリックします。フィールドには、色が16進値として表示されます。


	
枠線の色: セルの境界の色を指定します。色を選択するには、このフィールドの横にある「選択」をクリックします。フィールドには、色が16進値として表示されます。





	
作業を終了後、「OK」をクリックします。









6.10 表の削除

表を削除するには、次のタスクを実行します。

	
削除する表内の任意の場所にマウス・カーソルを置きます。


	
右クリックして、「表の削除」を選択します。

表が削除されます。







	
重要:

表を削除すると、表内のすべてのもの(テキスト、グラフィックなど)が削除されます。必要なコンテンツは、削除前に表から移動してください。

















 
7 リンクの操作


コントリビュータが実行するタスクの1つとして、ハイパーリンクの作成をあげることができます。ハイパーリンクは、サイト閲覧者をサイト上の他のWebページに誘導したり、他のWebサイトに誘導する場合に非常に役立ちます。ハイパーリンクは、特定のテーマについて詳細に説明している他のWebページやサイトに閲覧者を誘導する場合に特に有用です。

この項の内容は次のとおりです。

	
「リンク・ウィザードについて」


	
「Webサイトの他のセクションへのリンクの作成」


	
「既存のローカル・ファイルへのリンクの作成」


	
「新しいコンテンツ・ファイルへのリンクの作成」


	
「コンテンツ・サーバー上の既存ファイルへのリンクの作成」


	
「URLへのリンクの作成」


	
「リンクの編集」


	
「リンクの削除」


	
「ファイルへのリンクを作成する場合の考慮事項」






7.1 リンク・ウィザードについて

Contributorのリンク・ウィザードを使用して、サイトの他のセクションへのハイパーリンク、サイトのコントリビュータ・データファイルやネイティブ・ドキュメントへのハイパーリンク、コンテンツ・サーバー内の他のサイトへのハイパーリンクなどの作成や編集を行います。

リンク・ウィザードでは、様々なリンクを作成できます。

	
「Webサイトの他のセクションへのリンクの作成」


	
「新しいコンテンツ・ファイルへのリンクの作成」


	
「コンテンツ・サーバー上の既存ファイルへのリンクの作成」


	
「既存のローカル・ファイルへのリンクの作成」


	
「URLへのリンクの作成」









7.2 Webサイトの別のセクションへのリンクの作成

自分のWebサイトの別のセクションやコンテンツ・サーバー上の別のOracle Site Studioサイトへのリンクを作成するには、次のタスクを実行します。

	
リンクにするテキスト(またはイメージ)をハイライトします。


	
ツールバーの「ハイパーリンクの作成」アイコン(図7-1)をクリックします。


図7-1 「ハイパーリンクの作成」アイコン

[image: 「ハイパーリンクの作成」アイコン]



リンク・ウィザードが起動します(「リンク・ウィザード」を参照)。


	
「セクションへのリンク」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。








	
リンク先のセクションを選択します。これは、現在のWebサイトのセクションでも、コンテンツ・サーバー上の別のOracle Site Studioサイトのセクションでもかまいません。サイト階層でターゲット・セクションを選択します。


	
「次へ」をクリックします。


	
サイトの構成によっては、リンクの次のURLフォーマットを選択するように求められることがあります。

	
パスベースのURL: リンクには、リンク先の場所へのパスが含まれます。このタイプのリンクには選択肢が2つあります:

	
絶対パス: フルパスを生成します。たとえば、<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->products/index.htm(<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->は、Webサイトのルートのパスに置き換えられます)などです。


	
相対パス: フルパスのかわりに、相対パスを生成します。たとえば、../products/index.htmなどです。




コンテンツ・ファイルのデフォルトのWebサイト・セクションをリンク先セクションとして使用することを選択した場合は(前のステップを参照)、このオプションを使用できない点に注意してください。


	
IDベースのURL: リンクには、パスベースの名前ではなく、リンク先の場所のコード化されたIDが含まれます。このタイプのリンクには選択肢が3つあります:

	
クライアント側のスクリプト・フォーマット: クライアント側のJavaScriptを使用して、リンク先の場所へのリンクを作成します。たとえば、javascript:nodelink('10024');などです。


	
サーバー側のスクリプト・フォーマット: サーバー側のIdocスクリプトを使用して、リンク先の場所へのリンクを作成します。たとえば、[!--$wcmUrl('nodelink','10024')--]などです。


	
URLトークン・フォーマット: サーバー上のリダイレクトを使用して、リンク先の場所へのリンクを作成します。たとえば、ssNODELINK/10024などです。









	
注意:

サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可したかどうかによって、URLフォーマットのページが表示されないことがあります。選択するURLフォーマットが不明な場合は、サイト設計者に問い合せてください。






	
「オプション」をクリックします。

「リンク・ターゲットのオプション」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
リンクが新しいWebブラウザ・ウィンドウに表示されるようにする場合は、「新規ウィンドウでリンク・ターゲットを開く」チェック・ボックスを選択し、メニューでターゲットを選択します(_blank)。希望する場合は、テキスト・ボックスにリンク先の名前を直接入力することもできますが、リンク先が有効でないとリンクが機能しません。


	
「OK」をクリックするか、「取消」をクリックしてウィザードに戻ります。


	
「次へ」をクリックします。


	
リンクのURLを検証します。


	
「終了」をクリックします。









7.3 新しいコンテンツ・ファイルへのリンクの作成

管理対象サイト・アセットとしてコンテンツ・サーバーにチェックインされる、新しいコンテンツ・ファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)へのリンクを作成できます。

新しいコンテンツ・ファイルへのリンクを作成するには、次のタスクを実行します。

	
リンクにするテキスト(またはイメージ)をハイライトします。


	
ツールバーの「ハイパーリンクの作成」アイコン(図7-2)をクリックします。


図7-2 「ハイパーリンクの作成」アイコン

[image: 「ハイパーリンクの作成」アイコン]



リンク・ウィザードが起動します(「リンク・ウィザード」を参照)。


	
「ファイルへのリンク」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。








	
追加するファイルのタイプに応じて、「新規コントリビュータ・データファイル」または「新規ネイティブ・ファイル」を選択します。新しいネイティブ・ドキュメントの場合は、メニューからファイル・フォーマットも選択します。新規ネイティブ・ドキュメントに許可されるファイル・フォーマットはサイト設計者が決定します。(「ファイルへのリンクを作成する場合の考慮事項」も参照)。


	
「次へ」をクリックします。

コンテンツ・サーバーの標準コンテンツ・チェックイン・ページが表示されます。


	
アイテムをコンテンツ・サーバーにチェックインするための適切なコンテンツ情報(メタデータ)を入力します。情報の大部分は自動的に入力されます。フィールド名が赤でマークされている場合、そのフィールドは必須です(つまり、そのフィールドが空の場合はアイテムをチェックインできません)。新しいコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントは、サイト・コントリビュータ(自身または他のユーザー)によって編集されるまで空になります。

終了後、「次」をクリックします。


	
リンクのターゲット・セクションを選択します。次のオプションから選択できます:

	
Webサイト・セクションのデフォルト・メタデータを使用: このオプションを選択すると、ハイパーリンクが設定されたコンテンツ・ファイルが、そのコンテンツ・ファイルの「Webサイト・セクション」メタデータ・フィールドに現在指定されているWebサイト・セクションに表示されます。サイト設計者がコントリビュータに対してリンクのURLフォーマットの選択を許可する場合は、IDベースのURLフォーマットを使用する必要があります(次の手順を参照)。


	
Webサイト・セクションの選択: このオプションを選択すると、ハイパーリンクが設定されたコンテンツ・ファイルが、選択したWebサイト・セクションに表示されます(実際には、コンテンツ・ファイルのデフォルトのターゲット・セクションが上書きされます)。このセクションは、現在のWebサイト内でもコンテンツ・サーバー上の別のOracle Site Studioサイト内でもかまいません。


	
コンテンツ・アイテムのURLへのリンク: このオプションを選択すると、ファイルはWebサイトのフレームワーク内ではなく、コンテンツ・サーバーに格納されているとおりに表示されます。このことは、PDFファイルなどのネイティブ・ドキュメントにリンクする場合に役立ちます。




「次へ」をクリックして続行します。


	
サイトの構成によっては、リンクの次のURLフォーマットを選択するように求められることがあります。

	
パスベースのURL: リンクには、リンク先の場所へのパスが含まれます。このタイプのリンクには選択肢が2つあります:

	
絶対パス: フルパスを生成します。たとえば、<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->Menus/switched_region_CDF("<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->"はWebサイトのルートのパスに置き換えられます)などです。


	
相対パス: フルパスではなく、相対パスを生成します。たとえば、../Menus/switched_region_CDFなどです。




コンテンツ・ファイルのデフォルトのWebサイト・セクションをリンク先セクションとして使用することを選択した場合は(前のステップを参照)、このオプションを使用できない点に注意してください。


	
IDベースのURL: リンクには、パスベースの名前ではなく、リンク先の場所のコード化されたIDが含まれます。このタイプのリンクには選択肢が3つあります:

	
クライアント側のスクリプト・フォーマット: クライアント側のJavaScriptを使用して、リンク先の場所へのリンクを作成します。たとえば、javascript:link('switched_region_CDF');などです。


	
サーバー側のスクリプト・フォーマット: サーバー側のIdocスクリプトを使用して、リンク先の場所へのリンクを作成します。たとえば、<!--$wcmUrl("link","switched_region_CDF")-->などです。


	
URLトークン・フォーマット: サーバー上のリダイレクトを使用して、リンク先の場所へのリンクを構築します。たとえば、ssLINK/switched_region_CDFなどです。









	
注意:

サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可したかどうかによって、URLフォーマットのページが表示されないことがあります。選択するURLフォーマットが不明な場合は、サイト設計者に問い合せてください。






	
「オプション」をクリックします。

「リンク・ターゲットのオプション」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
リンクが新しいWebブラウザ・ウィンドウに表示されるようにする場合は、「新規ウィンドウでリンク・ターゲットを開く」チェック・ボックスを選択し、メニューでターゲットを選択します(_blank)。希望する場合は、テキスト・ボックスにリンク先の名前を直接入力することもできますが、リンク先が有効でないとリンクが機能しません。


	
「OK」をクリックするか、「取消」をクリックしてウィザードに戻ります。


	
「次へ」をクリックします。


	
リンクのURLを検証します。


	
「終了」をクリックします。









7.4 コンテンツ・サーバー上の既存ファイルへのリンクの作成

コンテンツ・サーバーの現在のサイトまたは別のサイト上の既存のコンテンツ・ファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)へのリンクを作成できます。

コンテンツ・サーバー上の既存のファイルへのリンクを作成するには、次のタスクを実行します。

	
リンクにするテキスト(またはイメージ)をハイライトします。


	
ツールバーの「ハイパーリンクの作成」アイコン(図7-3)をクリックします。


図7-3 「ハイパーリンクの作成」アイコン

[image: 「ハイパーリンクの作成」アイコン]



リンク・ウィザードが起動します(「リンク・ウィザード」を参照)。


	
「ファイルへのリンク」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。








	
「サーバーからの既存のファイル」を選択し、「次」をクリックします。

コンテンツ・サーバーの標準検索結果ページが表示され、選択可能なすべてのコンテンツ・ファイルが表示されます。検索問合せに使用される条件はサイト設計者が決定します。

(「ファイルへのリンクを作成する場合の考慮事項」も参照)。


	
リンク先のファイルの横にある「選択」をクリックします。


	
リンクのターゲット・セクションを選択します。次のオプションから選択できます:

	
Webサイト・セクションのデフォルト・メタデータを使用: このオプションを選択すると、ハイパーリンクが設定されたコンテンツ・ファイルが、そのコンテンツ・ファイルの「Webサイト・セクション」メタデータ・フィールドに現在指定されているWebサイト・セクションに表示されます。サイト設計者がコントリビュータに対してリンクのURLフォーマットの選択を許可する場合は、IDベースのURLフォーマットを使用する必要があります(次の手順を参照)。


	
Webサイト・セクションの選択: このオプションを選択すると、ハイパーリンクが設定されたコンテンツ・ファイルが、選択したWebサイト・セクションに表示されます(実際には、コンテンツ・ファイルのデフォルトのターゲット・セクションが上書きされます)。このセクションは、現在のWebサイト内でもコンテンツ・サーバー上の別のOracle Site Studioサイト内でもかまいません。


	
コンテンツ・アイテムのURLへのリンク: このオプションを選択すると、ファイルはWebサイトのフレームワーク内ではなく、コンテンツ・サーバーに格納されているとおりに表示されます。このことは、PDFファイルなどのネイティブ・ドキュメントにリンクする場合に役立ちます。




「次へ」をクリックして続行します。


	
サイトの構成によっては、リンクの次のURLフォーマットを選択するように求められることがあります。

	
パスベースのURL: リンクには、リンク先の場所へのパスが含まれます。このタイプのリンクには選択肢が2つあります:

	
絶対パス: フルパスを生成します。たとえば、<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->Menus/switched_region_CDF("<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->"はWebサイトのルートのパスに置き換えられます)などです。


	
相対パス: フルパスではなく、相対パスを生成します。たとえば、../Menus/switched_region_CDFなどです。




コンテンツ・ファイルのデフォルトのWebサイト・セクションをリンク先セクションとして使用することを選択した場合は(前のステップを参照)、このオプションを使用できない点に注意してください。


	
IDベースのURL: リンクには、パスベースの名前ではなく、リンク先の場所のコード化されたIDが含まれます。このタイプのリンクには選択肢が3つあります:

	
クライアント側のスクリプト・フォーマット: クライアント側のJavaScriptを使用して、リンク先の場所へのリンクを作成します。たとえば、javascript:link('switched_region_CDF');などです。


	
サーバー側のスクリプト・フォーマット: サーバー側のIdocスクリプトを使用して、リンク先の場所へのリンクを作成します。たとえば、<!--$wcmUrl("link","switched_region_CDF")-->などです。


	
URLトークン・フォーマット: サーバー上のリダイレクトを使用して、リンク先の場所へのリンクを構築します。たとえば、ssLINK/switched_region_CDFなどです。









	
注意:

サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可したかどうかによって、URLフォーマットのページが表示されないことがあります。選択するURLフォーマットが不明な場合は、サイト設計者に問い合せてください。






	
「オプション」をクリックします。

「リンク・ターゲットのオプション」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
リンクが新しいWebブラウザ・ウィンドウに表示されるようにする場合は、「新規ウィンドウでリンク・ターゲットを開く」チェック・ボックスを選択し、メニューでターゲットを選択します(_blank)。希望する場合は、テキスト・ボックスにリンク先の名前を直接入力することもできますが、リンク先が有効でないとリンクが機能しません。


	
「OK」をクリックするか、「取消」をクリックしてウィザードに戻ります。


	
「次へ」をクリックします。


	
リンクのURLを検証します。


	
「終了」をクリックします。









7.5 既存のローカル・ファイルへのリンクの作成

管理対象サイト・アセットとしてコンテンツ・サーバーにチェックインされる(自分のコンピュータ上の)既存のローカル・ファイルへのリンクを作成できます。

既存のローカル・ファイルへのリンクを作成するには、次のタスクを実行します。

	
リンクにするテキスト(またはイメージ)をハイライトします。


	
ツールバーの「ハイパーリンクの作成」アイコン(図7-4)をクリックします。


図7-4 「ハイパーリンクの作成」アイコン

[image: 「ハイパーリンクの作成」アイコン]



リンク・ウィザードが起動します(「リンク・ウィザード」を参照)。


	
「ファイルへのリンク」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。








	
「既存のローカル・ファイル」を選択し、「次」をクリックします。

コンテンツ・サーバーの標準コンテンツ・チェックイン・ページが表示されます。

(「ファイルへのリンクを作成する場合の考慮事項」も参照)。


	
コンテンツ・サーバーにアイテムをチェックインするための適切なコンテンツ情報(メタデータ)を入力します。情報の大部分は自動的に入力されます。フィールド名が赤でマークされている場合、そのフィールドは必須です(つまり、そのフィールドが空の場合はアイテムをチェックインできません)。「プライマリ・ファイル」フィールドの横にある「参照」ボタンを使用してコンピュータ上のファイルにナビゲートし、そのファイルを選択します。タイトルも必ず指定してください。

終了後、「次」をクリックします。


	
リンクのターゲット・セクションを選択します。次のオプションから選択できます:

	
Webサイト・セクションのデフォルト・メタデータを使用: このオプションを選択すると、ハイパーリンクが設定されたコンテンツ・ファイルが、そのコンテンツ・ファイルの「Webサイト・セクション」メタデータ・フィールドに現在指定されているWebサイト・セクションに表示されます。サイト設計者がコントリビュータに対してリンクのURLフォーマットの選択を許可する場合は、IDベースのURLフォーマットを使用する必要があります(次の手順を参照)。


	
Webサイト・セクションの選択: このオプションを選択すると、ハイパーリンクが設定されたコンテンツ・ファイルが、選択したWebサイト・セクションに表示されます(実際には、コンテンツ・ファイルのデフォルトのターゲット・セクションが上書きされます)。このセクションは、現在のWebサイト内でもコンテンツ・サーバー上の別のOracle Site Studioサイト内でもかまいません。


	
コンテンツ・アイテムのURLへのリンク: このオプションを選択すると、ファイルはWebサイトのフレームワーク内ではなく、コンテンツ・サーバーに格納されているとおりに表示されます。このことは、PDFファイルなどのネイティブ・ドキュメントにリンクする場合に役立ちます。




「次へ」をクリックして続行します。


	
サイトの構成によっては、リンクの次のURLフォーマットを選択するように求められることがあります。

	
パスベースのURL: リンクには、リンク先の場所へのパスが含まれます。このタイプのリンクには選択肢が2つあります:

	
絶対パス: フルパスを生成します。たとえば、<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->Menus/switched_region_CDF("<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->"はWebサイトのルートのパスに置き換えられます)などです。


	
相対パス: フルパスではなく、相対パスを生成します。たとえば、../Menus/switched_region_CDFなどです。




コンテンツ・ファイルのデフォルトのWebサイト・セクションをリンク先セクションとして使用することを選択した場合は(前のステップを参照)、このオプションを使用できない点に注意してください。


	
IDベースのURL: リンクには、パスベースの名前ではなく、リンク先の場所のコード化されたIDが含まれます。このタイプのリンクには選択肢が3つあります:

	
クライアント側のスクリプト・フォーマット: クライアント側のJavaScriptを使用して、リンク先の場所へのリンクを作成します。たとえば、javascript:link('switched_region_CDF');などです。


	
サーバー側のスクリプト・フォーマット: サーバー側のIdocスクリプトを使用して、リンク先の場所へのリンクを作成します。たとえば、<!--$wcmUrl("link","switched_region_CDF")-->などです。


	
URLトークン・フォーマット: サーバー上のリダイレクトを使用して、リンク先の場所へのリンクを構築します。たとえば、ssLINK/switched_region_CDFなどです。









	
注意:

サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可したかどうかによって、URLフォーマットのページが表示されないことがあります。選択するURLフォーマットが不明な場合は、サイト設計者に問い合せてください。






	
「オプション」をクリックします。

「リンク・ターゲットのオプション」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
リンクが新しいWebブラウザ・ウィンドウに表示されるようにする場合は、「新規ウィンドウでリンク・ターゲットを開く」チェック・ボックスを選択し、メニューでターゲットを選択します(_blank)。希望する場合は、テキスト・ボックスにリンク先の名前を直接入力することもできますが、リンク先が有効でないとリンクが機能しません。


	
「OK」をクリックするか、「取消」をクリックしてウィザードに戻ります。


	
「次へ」をクリックします。


	
リンクのURLを検証します。


	
「終了」をクリックします。









7.6 URLへのリンクの作成

インターネットWebサイトまたはコンテンツ・サーバー上のファイル(PDFファイル、メディア・ファイル、ZIPファイルなどのコントリビューションで使用されないファイル)など、特定のURL (Webアドレス)にリンクを作成できます。

特定のURLにリンクを作成するには、次のタスクを実行します。

	
リンクにするテキスト(またはイメージ)をハイライトします。


	
ツールバーの「ハイパーリンクの作成」アイコン(図7-5)をクリックします。


図7-5 「ハイパーリンクの作成」アイコン

[image: 「ハイパーリンクの作成」アイコン]



リンク・ウィザードが起動します(「リンク・ウィザード」を参照)。


	
「次のURLへのリンク」を選択します。


	
表示されたフィールドにWebアドレス(http://www.oracle.comなど)を入力します。

URLを入力するまでウィザードで先に進むことはできません。


	
「オプション」をクリックします。

「リンク・ターゲットのオプション」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
リンクが新しいWebブラウザ・ウィンドウに表示されるようにする場合は、「新規ウィンドウでリンク・ターゲットを開く」チェック・ボックスを選択し、メニューでターゲットを選択します(_blank)。希望する場合は、テキスト・ボックスにリンク先の名前を直接入力することもできますが、リンク先が有効でないとリンクが機能しません。



	
注意:

「新規ウィンドウでリンク・ターゲットを開く」オプションを指定して別のWebサイトへのリンクを作成すると、ユーザーがリンクをクリックしたときに元のWebサイトを誤って閉じることが防止されるため便利です。






	
「OK」をクリックするか、「取消」をクリックしてウィザードに戻ります。


	
「次へ」をクリックします。


	
リンクのURLを検証します。


	
「終了」をクリックします。









7.7 リンクの編集

Contributorでリンクを作成した後、いつでもリンクを編集できます。サイト上でのリンクの機能を変更したり、リンクが指すファイル(ターゲット・ファイル)を編集したりできます。

	
「ハイパーリンクの編集」


	
「リンク・ターゲットの編集」






7.7.1 ハイパーリンクの編集

リンク上にカーソルを置き、リンク・ウィザードを再起動して、既存のリンクを編集できます。ウィザードを使用すると、リンクの任意の部分を変更できます。

リンクを編集するには、次のタスクを実行します。

	
リンクにするテキスト(またはイメージ)をハイライトします。


	
ツールバーの「ハイパーリンクの作成」アイコン(図7-6)をクリックします。


図7-6 「ハイパーリンクの作成」アイコン

[image: 「ハイパーリンクの作成」アイコン]



リンク・ウィザードが起動します(「リンク・ウィザード」を参照)。


	
リンクの作成と同じステップを実行し、適切な場所に変更を加えます。詳細は、次を参照してください。

	
「Webサイトの他のセクションへのリンクの作成」


	
「新しいコンテンツ・ファイルへのリンクの作成」


	
「コンテンツ・サーバー上の既存ファイルへのリンクの作成」


	
「既存のローカル・ファイルへのリンクの作成」。


	
「URLへのリンクの作成」。





	
リンク・ウィザードを閉じます。









7.7.2 リンク・ターゲットの編集

別のファイルへのリンクを作成した場合は、そのファイル(「リンク・ターゲット」)のコンテンツを編集できます。

ハイパーリンクのターゲット・ファイルを編集するには、次のタスクを実行します。

	
ハイパーリンクが指定されたテキストの任意の場所にカーソルを置きます(またはテキストをハイライトします)。


	
ツールバーの「リンク・ターゲットの編集」アイコン(図7-7)を選択します。


図7-7 「リンク・ターゲットの編集」アイコン

[image: 「リンク・ターゲットの編集」アイコン]



	
次のいずれかの処理が行われます。

	
リンク・ターゲットがコントリビュータ・データファイルの場合、リンク・ターゲットを示すウィンドウが開き、次に、Contributorエディタが開いてファイルを編集できます。

Contributorで、通常どおりの方法でファイルを編集します。保存アイコンをクリックすると、ファイルがコンテンツ・サーバーにチェックインされ、エディタが閉じます。


	
リンク・ターゲットがネイティブ・ドキュメントの場合、ネイティブ・ファイル・フォーマットに関連付けられたサードパーティ・アプリケーション(.docファイルの場合はMicrosoft Wordなど)でファイルが開きます。この「チェックアウトして開く」機能を有効にする小さいプログラムのインストールを確認することが必要となる場合があります。

そのアプリケーションで通常行う方法でファイルを編集します。ファイルを保存して閉じると、ファイルがコンテンツ・サーバーにチェックインされ、Webで表示可能なフォーマット(通常はHTML)に変換されます。





	
Contributorで作業していたページに戻ります。

動的リストでリンク・ターゲットを編集することもできます(「動的リストでのファイルの編集」を参照)。











7.8 リンクの削除

リンク・ウィザードを使用してリンクを追加した後、次のタスクを実行していつでも簡単にリンクを削除できます。

	
ハイパーリンクが指定されたテキストの任意の場所にカーソルを置きます(またはテキストをハイライトします)。


	
ツールバーの「ハイパーリンクの削除」アイコン(図7-8)をクリックします。

テキストからハイパーリンクが削除されます。


図7-8 「ハイパーリンクの削除」アイコン

[image: 「ハイパーリンクの削除」アイコン]










7.9 ファイルへのリンクを作成する場合の考慮事項

別のファイルへのハイパーリンクを作成する場合、コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントにリンクすることを選択できます。サイト上の既存のファイルにリンクしたり、途中で作成した新しいファイルにリンクできます。リンクを作成するときは、次の点について考慮する必要があります。

	
コントリビュータ・データファイルとネイティブ・ドキュメントの比較


	
データファイルの再利用と相対パス


	
新しいファイルにより新しいWebページを作成


	
ターゲット・セクションについて


	
Oracle Site Studio Contributorがターゲット・セクションを判断する方法





コントリビュータ・データファイルとネイティブ・ドキュメントの比較

コントリビュータ・データファイルは、Oracle Site Studio Contributorによって生成されるファイルであり、Contributorアプリケーションを使用して表示および編集されます。一方、ネイティブ・ドキュメントはサードパーティ・アプリケーション(Microsoft Word、Excel、PowerPointなど)によって作成されるすべてのファイルであり、Dynamic Converterを使用してWebで表示可能なHTML形式に変換されます。

どちらのファイルも、Oracle Site Studio Webサイトで使用できます。どちらもWebサイトではWebページとなるため、実際には、コントリビュータ・データファイルから生成されたWebページと、ネイティブ・ドキュメントから生成されたWebページを区別することはできません。

相違点はその編集方法です。コントリビュータ・データファイルは、Contributorアプリケーション(Webページを編集するための強力かつ柔軟なツール)を使用して開き、編集します。ネイティブ・ドキュメントは、サードパーティ・アプリケーション(実際のアプリケーションは、編集するファイルのタイプによって異なります)を使用して開き、編集します。


データファイルの再利用と相対パス

同じコントリビュータ・データファイルを、Webサイトの様々な場所で再利用する場合は、リンクに相対パスを使用しないようにしてください。相対パスは、ファイルがWebサイト上のどこで使用されるかによって変わることがあるためです。


新しいファイルにより新しいWebページを作成

他のWebサイトでの作業時間が長い場合は、既存のWebページ(つまりファイル)へのリンク作成という概念に慣れています。たとえば、news.htmというページがあり、作成中のページからそのページを参照する場合、そのファイルへのリンクを作成します。

ただし、ファイルが存在しないため、作成する必要があることがわかっている場合は、Contributorでリンク・ウィザードを使用して、リンクの作成とファイルの作成を同時に行うことができます。新しいファイルを追加することで、新しいWebページをWebサイトに効率的に追加できます。このため、リンク・ウィザードは、リンクを作成する場合にのみ役立つのではなく、WebページをWebサイトに追加する最も簡単な方法でもあります(他の方法としては、「動的リストへの新規ファイルの追加」と「動的リストへの既存のファイルの追加」で説明されているように、ファイルを動的リストに追加する方法があげられます)。




	
注意:

リンク・ウィザードは、ContributorとDesignerでのみ使用できます。サードパーティ・アプリケーションでネイティブ・ドキュメントを操作する場合は、ハイパーリンクに対するそのような柔軟性はありません。








ターゲット・セクションについて

ファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)へのハイパーリンクを作成する場合は、リンクをクリックしたときにそのファイルが表示されるWebサイト上のセクションを指定できます。このセクションは、ターゲット・セクションとも呼ばれます。

これは、サイト上の実際の格納場所に関係なく、特定のファイルをWebサイト上のどこに表示するかを制御できるため、特別な機能です。たとえば、製品の説明がサイトの「Products」セクションに格納されている場合、「Support」セクションからのリンクを作成して、ハイパーリンクをクリックしたときにそのドキュメントが実際には「Support」セクションに表示されるように指定できます。

このことは、別のサイトに格納された別のファイルへのリンクを作成したり、コンテンツ・サーバー上のどのWebサイトにも関連付けられていないファイルへのリンクを作成する場合ほど明確にわかります。そのファイルが正式には自分のサイトの一部でなくても、そのファイルへのリンクを作成して、リンクをクリックしたときに自分のサイト上のセクションにそのファイルが表示されるように指定できます(あるいは、反対に自分のサイト上のファイルへのリンクを作成し、コンテンツ・サーバー上の別のサイトに表示されるようにすることもできます)。

この機能は、様々なWebサイトで同じファイルを異なる方法で再利用する場合に特に有用です。


Oracle Site Studio Contributorがターゲット・セクションを判断する方法

Contributorで頻繁にハイパーリンクを作成する場合は、Oracle Site Studioが特定のファイルを表示する場所を決定するときに使用するロジックについて理解しておくと有用です。基本的には、3つのルールの評価が次の順序で実行されます。

	
コントリビュータがリンク・ウィザードでファイルのターゲット・セクションを指定した場合、ファイルはそのセクションに表示されます。


	
コントリビュータがリンク・ウィザードで「Webサイト・セクションのデフォルト・メタデータを使用」を選択した場合、ファイルは格納されているWebサイト上のセクションに表示されます。


	
コントリビュータがリンク・ウィザードで「Webサイト・セクションのデフォルト・メタデータを使用」を選択したものの、ファイルがWebサイト上のセクションに格納されていない場合、ファイルは元のハイパーリンクが存在するセクションと同じセクションに表示されます。このことは、コントリビュータが何も指定しない場合にも当てはまります。















8 動的リンクの操作


Oracle Site Studio Contributorでは、動的リストを作成できます。動的リストによって、コンテンツ・サーバーの検索が実行され、その検索結果がWebページに表示されます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
「動的リストについて」


	
「Contributorの動的リスト」


	
「動的リストへの新規ファイルの追加」


	
「動的リストへの既存のファイルの追加」


	
「動的リスト内のファイルの編集」


	
「動的リストへのファイルの追加および削除」


	
「リスト内のファイルのコンテンツ情報ページの表示」






8.1 動的リストについて


リストには数多くの形式があります。頻繁にワープロやWebページ・エディタを使用する場合は、箇条書きリストと番号付きリスト(「箇条書きリストと番号付きリストの追加」を参照)という基本的な2種類のリストに慣れていることでしょう。Oracle Site StudioのWebサイトでは、さらに動的リストおよび静的リストという2タイプのリストも操作できます。これらのリストこれらのリストにより、Contributorにより高度な編集機能が提供されています。

動的リストは、Oracle Site Studio Contributorの柔軟で強力な機能です。リスト自体はサイト設計者によって作成され、そのリストがコントリビュータに渡されます。コントリビュータは、そのリストを編集および管理できます。

動的リストのルック・アンド・フィールは、サイト設計者が最初にどのように設定したかによって異なります。動的リストは、異なるWebページにリンクされた単純な箇条書きリストである場合、またはWebページの側らに表示され、サイト閲覧者がWebサイトをナビゲートするために使用するリンクのリストであったりします。

動的リストによって、コンテンツ・サーバーの検索が実行され、その検索結果がWebページに表示されます。通常、特定の条件と一致するコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント(「Products」セクションに格納されているすべてのファイルなど)が検索されます。Webページでは、コントリビュータまたはサイト閲覧者に対して関連ファイルのリストが表示されます。これらのファイルは、プレス・リリース、サポート情報の記事、FAQなど、様々なグループにできます。

リストの設定方法に関係なく、コントリビュータは、リスト内のアイテムの追加、削除、編集を担当します。






8.2 Contributorにおける動的リスト

Webページでは、動的リストはリンクの箇条書きリスト、関連トピックのリスト、サイト・ナビゲーションの一部などとして表示されます。動的リストの形式は、設定された方法によって様々です。ただし、Contributorで動的リストを編集するとき、リストは列と行を含む表形式で表示されます(図8-1)。


図8-1 Contributorの動的リスト

[image: 図8-1の説明が続きます]





動的リストは、リスト内のファイル(およびそのプロパティ)を簡単に特定できるように設定されています。Contributorでの外観は、実際のWebページと大きく異なる場合があります。たとえば、箇条書きリストとして表示される場合などがあります(図8-2)。


図8-2 Webページの動的リスト

[image: 図8-2の説明が続きます]





このため、リストを頻繁にプレビューして、変更した内容が実際のWebサイトでどのように表示されるか確認する必要があります(「Webページのプレビュー」を参照)。

Contributorエディタでは、コントリビューション・リージョン内の各動的リストに個別の編集セクションが含まれます。セクションの上部には、動的リスト・ツールバー(図8-3)があります。リストへの追加およびリストの編集は、このツールバーを使用して行います。


図8-3 動的リスト・ツールバー

[image: 動的リスト・ツールバー]






	
注意:

設計者がリストを設定した方法によっては、一部の動的リスト機能が表示されないことがあります。不明な点は、サイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください。








	ツールバー・オプション	説明
	[image: 「新規アイテム」アイコン]
	アイテムを動的リストに追加するためのウィザードが起動されます(「動的リスト・ウィザード(「新規作成」)」を参照)。
	[image: icon_edit_target.gifについては前後の文で説明しています。]
	動的リスト内のコンテンツ・アイテムを、編集のために、関連付けられたアプリケーション(コントリビュータ・データファイルにはContributor、.docネイティブ・ドキュメントにはMicrosoft Wordなど)で開きます。
	[image: 「アイテムの除外」アイコン]
	現在選択されているアイテムを動的リストから除外します。除外されたアイテムは別の色で示され、「内容」列に「いいえ」が表示されます。
	[image: 「アイテムを含める」アイコン]
	現在選択されているアイテムを動的リストに含めます。
	[image: 「リストのリフレッシュ」アイコン]
	動的リスト内のアイテムのリストをリフレッシュします。
	[image: 「除外アイテムの表示」アイコン]
	動的リスト内のすべての除外アイテムを、「内容」という名前の列に表示します。除外されたアイテムは別の色で示され、「内容」列に「いいえ」が表示されます。
	[image: 「除外アイテムを表示しない」アイコン]
	動的リスト内のすべての除外アイテムを非表示にします。










8.3 動的リストへの新規ファイルの追加

新しいファイル(新しいコントリビュータ・データファイルまたは新しいネイティブ・ドキュメント)を動的リストに追加できます。この操作を実行すると、Oracle Site Studio Contributorによってコンテンツのない空のファイルが作成され、そのファイルがコンテンツ・サーバーにチェックインされてリストに表示されます。その後、このファイルを編集できます。

この方法は、コントリビュータ・データファイルをリストに追加する場合に最もよく機能しますが、ネイティブ・ドキュメントを追加するためにこのアプローチを使用することもできます。ファイルが追加された後、すぐに編集してそこに表示するコンテンツを作成できます。

「新しい」ファイルとは、リストに追加するときに作成する空のファイルのことです。ファイルを追加した後、Webサイトに表示されるコンテンツを作成できます。ファイルを動的リストに追加する場合は、追加したファイルがWebサイト上の新しいWebページになるということを覚えておいてください。このことは、リンク・ウィザードを使用して新しいファイルにリンクする場合と同様です。(「コンテンツ・サーバー上の既存のファイルへのリンクの作成」を参照)。

動的リストに新規ファイルを追加するには、次のタスクを実行します。

	
Contributorエディタで動的リストを開きます。


	
動的リスト・ツールバーの「新規アイテムの作成」アイコン(図8-4)をクリックします。


図8-4 リストでの新規作成アイコン

[image: リストでの新規作成アイコン]



動的リスト・ウィザードが起動します(「動的リスト・ウィザード(新規作成)」を参照)。


	
動的リストに追加するファイルのタイプ(「新規コントリビュータ・データファイル」または「新規ネイティブ・ファイル」)を選択します。新規ネイティブ・ドキュメントを追加する場合は、リストからファイル・フォーマットを選択します。




	
注意:

サイト設計者は、チェックインできるファイル・タイプとファイル・フォーマットを制御します。たとえば、ネイティブ・ドキュメントのチェックインは許可せず、Microsoft Wordファイルのチェックインのみ許可できます。








	
「次へ」をクリックします。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。







コンテンツ・サーバーの標準コンテンツ・チェックイン・ページが表示されます。


	
アイテムをコンテンツ・サーバーにチェックインするために、適切な情報を入力します。一部の情報は自動的に提供されます。フィールド名が赤でマークされている場合、そのフィールドは必須です(つまり、そのフィールドが空の場合はアイテムをチェックインできません)。終了後、「次」をクリックします。


	
コンテンツ・アイテムがチェックインされ、チェックインの確認が表示されます。



	
注意:

コンテンツ・アイテムが見つかりません...というメッセージが表示される場合は、リストで認識されないファイルを追加した可能性があります。詳細は、サイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください。






	
サイト設計者によって有効にされている場合は、コンテンツ・アイテムをすぐに編集するか、ファイルを編集せずにウィザードを終了する(後で編集できます)オプションが提供されます。選択して「終了」をクリックします。


	
ここでコントリビュータ・データファイルの編集を選択した場合は、Contributorエディタ・ウィンドウが開きます。

ここでネイティブ・ドキュメントの編集を選択した場合は、関連付けられたアプリケーション(たとえば、.docファイルの場合はMicrosoft Word)が開きます。この「チェックアウトして開く」機能を有効にする小さいプログラムのインストールを確認することが必要となる場合があります。

ここでファイルを編集しないことを選択した場合は、Contributorエディタの動的リストに戻ります。









8.4 動的リストへの既存のファイルの追加

既存のファイルを動的リストに追加できます。既存のファイルとは、コンテンツを含み、サイトに表示できる状態のファイルのことです。ファイルはファイル・システム(つまりローカル・コンピュータ)またはコンテンツ・サーバーにあります。

ファイル・システムから既存のファイルを追加する場合、Oracle Site Studio Contributorは、動的リストに表示されるように、必要なメタデータとともにファイルをアップロードし、コンテンツ・サーバーにチェックインします。この方法は、ネイティブ・ドキュメントをリストに追加する場合に最適ですが、この方法でコントリビュータ・データファイルを追加することもできます。

ファイルを動的リストに追加する場合は、追加したファイルがWebサイト上の新しいWebページになるということを覚えておいてください。これは、リンク・ウィザードを使用して、新しく作成したファイルにリンクする場合と同様です(「新しいコンテンツ・ファイルへのリンクの作成」を参照)。

この項の内容は次のとおりです。

	
「ファイル・システムからのファイルの追加」


	
「コンテンツ・サーバーからのファイルの追加」






8.4.1 ファイル・システムからのファイルの追加

ファイルを動的リストに追加するには、次のタスクを実行します。

	
Contributorエディタで動的リストを開きます。


	
動的リスト・ツールバーの「新規アイテムの作成」アイコン(図8-5)をクリックします。


図8-5 リストでの新規作成アイコン

[image: リストでの新規作成アイコン]



動的リスト・ウィザードが起動します(「動的リスト・ウィザード(新規作成)」を参照)。


	
動的リストに追加するファイル・タイプとして、「既存のローカル・ファイル」を選択します。




	
注意:

チェックインできるファイル・タイプは、サイト設計者によって制御されます。このオプションが表示されない場合は、サイト設計者によって、コンテンツ・サーバーへのローカル・ファイルのチェックインが許可されていません。








	
「次へ」をクリックします。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。







コンテンツ・サーバーの標準コンテンツ・チェックイン・ページが表示されます。


	
アイテムをコンテンツ・サーバーにチェックインするために、適切な情報を入力します。一部の情報は自動的に提供されます。フィールド名が赤でマークされている場合、そのフィールドは必須です(つまり、そのフィールドが空の場合はアイテムをチェックインできません)。プライマリ・ファイルを忘れずに指定してください(「参照」ボタンを使用して、ローカル・コンピュータ上の目的のファイルにナビゲートして選択します)。

終了後、「次」をクリックします。


	
コンテンツ・アイテムがチェックインされ、チェックインの確認が表示されます。


	
サイト設計者によって有効にされている場合は、コンテンツ・アイテムをすぐに編集するか、ファイルを編集せずにウィザードを終了する(後で編集できます)オプションが提供されます。選択して「終了」をクリックします。


	
ここでファイルの編集を選択した場合は、関連付けられたアプリケーション(たとえば、Microsoft Word)でそのファイルが開きます。この「チェックアウトして開く」機能を有効にする小さいプログラムのインストールを確認することが必要となる場合があります。

ここでファイルを編集しないことを選択した場合は、Contributorエディタの動的リストに戻ります。









8.4.2 コンテンツ・サーバーからのファイルの追加

既存のファイルをコンテンツ・サーバーから追加するには、動的リストと一致するようにファイルのメタデータ値を変更する(またはサイト設計者かサイト・マネージャにリストの条件の変更を依頼する)必要があります。必要な手順は若干異なるため、Contributorの外部で実行する必要があります。

動的リストに表示されないファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)がある場合は、次のどちらかが発生します。

	
ファイルのメタデータを動的リストの条件と一致するように変更する必要があります。


	
このファイルおよび関連するファイルが将来動的リストに取り入れられるように、サイト設計者かサイト・マネージャに動的リストの変更を依頼する(つまり、動的リストの問合せの変更を依頼する)必要があります。











8.5 動的リスト内のファイルの編集

動的リストに表示されるファイルはいくつかの方法で編集できます。

	
ファイルは、動的リストに追加した後すぐに編集できます(「既存のファイルの動的リストへの追加」を参照)。


	
目的のファイルを含むWebページを参照し、コントリビューション・モードを有効にし、Oracle Site Studio Webサイトでページを編集する場合と同様に目的のページを編集します(「コントリビューション・リージョンのコンテンツの編集」を参照)。


	
または、動的リスト・ツールバーで「ターゲットの編集」アイコン(図8-6)をクリックします。


図8-6 「ターゲットの編集」アイコン

[image: 「ターゲットの編集」アイコン]



コントリビュータ・データファイルを編集するために「ターゲットの編集」アイコンをクリックすると、目的のファイルが新しいブラウザで自動的に編集対象として開きます。通常コントリビュータで編集する場合と同様に目的のファイルを編集し、完了後、 「更新」アイコン をクリックします。

ネイティブ・ドキュメントを編集するために「ターゲットの編集」アイコンをクリックすると、目的のファイルは関連付けられているアプリケーション(Microsoft Wordなど)で開きます。通常そのアプリケーションで編集する場合と同様に目的のファイルを編集し、保存してファイルを閉じます。









8.6 動的リストへのファイルの追加および削除

動的リストは、特定の条件を満たすファイルをコンテンツ・サーバー上で検索し、それらのファイルをWebページに表示するために設定されています。ただし、不要になったネイティブ・ドキュメントなど、リストに表示されるファイルを除外することが必要にある場合があります。

動的リストからファイルを除外すると、ファイルはWebサイト上のすべての動的リストから削除されます。ただし、ファイル自体はコンテンツ・サーバーに残り、ファイルへのハードコードされたリンクは機能し続けます。ファイルは、リストから除外した後で簡単に元に戻すことができます。

この項の内容は次のとおりです。

	
「除外されたアイテムの表示」


	
「動的リストからのファイルの除外」


	
「動的リストへのファイルの追加」


	
「動的リストのリフレッシュ」






8.6.1 除外されたアイテムの表示

最初に編集用にコントリビューション・リージョンを開くと、動的リスト・エディタには、含まれているファイルのみが表示されます。除外アイテムの表示アイコン(図8-7)をクリックすると、すべての含まれているファイルおよび除外されているファイルを表示できます。これにより、「内容」という列が追加されて、動的リスト内のすべてのファイルの表示ステータスが表示されます(図8-9)。除外アイテムを表示しないアイコン(図8-8)をクリックすると、除外アイテムを再度非表示にできます。


図8-7 除外アイテムの表示アイコン

[image: 除外アイテムの表示アイコン]




図8-8 除外アイテムを表示しないアイコン

[image: 「除外アイテムを表示しない」アイコン]




図8-9 動的リストに含まれる項目と除外された項目

[image: 動的リストに含まれる項目と除外された項目のリスト。]







8.6.2 動的リストからのファイルの除外

動的リストからファイルを除外すると、ファイルは動的リストに表示されなくなり、したがってWebサイトにも表示されなくなります。動的リストからファイルを除外するには、次のタスクを実行します。

	
動的リストで(除外するファイルを含む)行をクリックします。


	
「動的リスト」ツールバーで「リストから除外」アイコン(図8-10)をクリックします。


図8-10 「リストから除外」アイコン

[image: 「リストから除外」アイコン]



または、リストでアイテムを右クリックし、ポップアップ・メニューで「アイテムの除外」を選択することもできます。




動的リストに戻り、ファイルがリストから除外されたことを確認できます。除外されたアイテムは別の色で示され、「内容」列に「いいえ」が表示されます(図8-9)。






8.6.3 動的リストへのファイルの追加

動的リストからファイルを除外した場合、ファイルが動的リスト(およびWebサイト)に再度表示されるようにファイルを再度含めることができます。動的リストにファイルを含めるには、次のタスクを実行します。

	
動的リスト内の除外されたアイテムがすべて表示されていることを確認します(「除外されたアイテムの表示」を参照)。


	
「動的リスト」ツールバーで、「リストに含める」アイコンをクリックします(図8-11)。


図8-11 「リストに含める」アイコン

[image: 「リストに含める」アイコン]



または、リスト内のアイテムを右クリックして、コンテキスト・メニューで「アイテムを含める」を選択することもできます。

動的リストに、含まれるファイルと除外されたファイルがすべて表示されます。除外されたアイテムは別の色で示され、「内容」列に「いいえ」が表示されます。




動的リストに表示されない既存のファイルを追加する方法については、「動的リストへの既存のファイルの追加」を参照してください。






8.6.4 動的リストのリフレッシュ

動的リストでファイル(コントリビュータ・データファイルやネイティブ・ドキュメント)を追加および削除した場合、コンテンツ・サーバーでのファイルの索引作成には時間がかかるため、リストの表示は即時には変更されません。新たにファイルを追加または削除したことよってリストがどのように変更されるかを確認するには、リストをリフレッシュする必要があります。

動的リストをリフレッシュするには、次のタスクを実行します。

	
動的リストをクリックして、編集可能にします。


	
動的リスト・ツールバーのリフレッシュ・アイコン(図8-12)をクリックします。


図8-12 「リフレッシュ」アイコン

[image: 「リフレッシュ」アイコン]





すべての更新結果がリストに表示されます(ファイルの索引作成中には、数秒かかることがあります)。








8.7 リスト内のファイルのコンテンツ情報ページの表示

動的リストの各ファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)のコンテンツ情報ページを表示できます。この機能は、たとえば、リストの特定のファイルのメタデータを調査する場合に役立ちます。この情報によって、その動的リストをどのような条件で検索するかを知ることができます。

動的リスト・ページに含まれているファイルのコンテンツ情報ページを表示するには、次のタスクを実行します。

	
動的リストの行(使用するファイルを含む行)をクリックします。


	
動的リスト・ツールバーの「コンテンツ情報」アイコン(図8-13)をクリックします(またはリストの行をダブルクリックします)。


図8-13 「コンテンツ情報」アイコン

[image: 「情報」アイコン]



または、リストでアイテムを右クリックし、コンテキスト・メニューで「ドキュメント情報」をクリックします。

選択したアイテムのコンテンツ情報ページが表示されます。ページの確認を終了した後、ウィンドウを閉じてContributorに戻ります。















9 静的リンクの操作


Oracle Site Studio Contributorでは、静的リストを作成できます。静的リストは、情報の行と列が含まれるという点で表に似ています。表との違いは、静的リストでは、各行または列をContributorで個別のフィールドとして開いて編集できるという点です。

この項の内容は次のとおりです。

	
「静的リストについて」


	
「Contributorの静的リスト」


	
「静的リスト内の行の追加および削除」


	
「静的リストの行の順序変更」


	
「静的リストの編集」



	
注意:

Webページ上の個別のコントリビュータ・データファイルやネイティブ・ドキュメントが表示される動的リストとは異なり、静的リストでは、1つのコントリビュータ・データファイルのすべてのコンテンツが表示されます。










9.1 静的リストについて

リストには数多くの形式があります。頻繁にワープロやWebページ・エディタを使用する場合は、箇条書きリストと番号付きリスト(「箇条書きリストと番号付きリストの追加」を参照)という基本的な2種類のリストに慣れていることでしょう。Oracle Site StudioのWebサイトでは、さらに動的リストおよび静的リストという2タイプのリストも操作できます。これらのリストこれらのリストにより、Contributorにより高度な編集機能が提供されています。

静的リストは、Oracle Site Studio Contributorの柔軟で強力な機能です。リスト自体はサイト設計者によって作成され、そのリストがコントリビュータに渡されます。コントリビュータは、そのリストを編集および管理できます。静的リストは、事務所の所在地、製品概要、職種の空きなどを表示するために使用できます。

静的リストは、情報の行と列が含まれるという点で表に似ています。表との違いは、静的リストでは、各行または列をContributorで個別のフィールドとして開いて編集できるという点です。さらに、静的リストでは、行または列を追加および削除できますが、(動的リストと同様に)リストの基本レイアウトは変更できません。

静的リストのルック・アンド・フィールは、最初にどのように設定されたかによって異なります。テキストやグラフィックを含む単一の行または列を含む場合もあれば、テキスト、グラフィック、リンク、その他を含む複数の行または列を含む場合もあります。静的リストをWebページで表示した場合に、まったくリストに見えないこともあります。






9.2 Contributorにおける静的リスト

Webページでは、様々なフォームで静的リストを作成できます。1つの列にテキストとグラフィックスを含めたり、多数の行と列を配置し、行にテキスト、グラフィックス、リンクなどを含めることができます。ただし、Contributorで静的リストを編集する場合、リストは列と行からなる表の形式で表示されます(図9-1)。


図9-1 Contributorの静的リスト

[image: 図9-1の説明が続きます]





静的リストには複数の行と列があり、さらにフィールド・ラベルに説明または指示を含む場合もあります。前述の図では、フィールド・ラベルにパートナ名、パートナのロゴおよびパートナの説明が使用されています。Contributorでの外観は、実際のWebページと大きく異なる場合があります。たとえば図9-2では、パートナ・ロゴの上にパートナ名、ロゴの右側に説明を配置して、表が隠れた状態で表示されています。


図9-2 Webページの静的リスト

[image: 図9-2の説明が続きます]





コントリビューション・リージョンの各静的リストに、Contributorエディタで個別に編集できるセクションがあります。セクションの最上部に、リストの追加および編集に使用する静的リスト・ツールバー(図9-3)があります。


図9-3 静的リスト・ツールバー

[image: 静的リスト・ツールバー]




	ツールバー・オプション	説明
	[image: 「行の追加」アイコン]
	行を静的リストに追加します。
	[image: 「行の削除」アイコン]
	現在選択されている行を静的リストから削除します。
	[image: icon_statlist_edit.gifについては前後の文で説明しています。]
	静的リスト内の現在の行を編集できる静的リスト行エディタ(「静的リスト行エディタ」を参照)を起動します。
	[image: 「上に移動」アイコン]
	選択した行を静的リスト内の1つ上の位置に移動します。
	[image: 「下に移動」アイコン]
	選択した行を静的リスト内の1つ下の位置に移動します。










9.3 静的リスト内の行の追加および削除

静的リストに対して行を追加または削除できます。追加した行は、Contributorで編集できるようになります。


行の追加

静的リストに行を追加するには、次のタスクを実行します。

	
Contributorエディタで静的リストを開きます。


	
行にマウス・カーソルを置きます。新しい行はその行の上に追加されます。


	
静的リスト・ツールバーの「行の追加」アイコン(図9-4)をクリックします。


図9-4 「行の追加」アイコン

[image: 「行の追加」アイコン]



または、行を右クリックし、コンテキスト・メニューの「行の追加」を選択することもできます。

行は、現在選択している行のすぐ上に追加されます(行の場所の変更については、「静的リストの行の順序変更」を参照してください)。





行の削除

行を削除するには、次のタスクを実行します。

	
Contributorエディタで静的リストを開きます。


	
削除する行にマウス・カーソルを置きます。


	
静的リスト・ツールバーの「行の削除」アイコン(図9-5)をクリックします。


図9-5 「行の削除」アイコン

[image: 「行の削除」アイコン]



または、行を右クリックし、コンテキスト・メニューの「行の削除」を選択することもできます。

選択した行がリストから削除されます。









9.4 静的リストの行の順序変更

静的リストで行をリストの上下に移動して、行の順序を変更できます。これは、特に、行を追加した後に別の場所に移動する場合に役立ちます。

静的リストで行の順序を変更するには、次のタスクを実行します。

	
Contributorエディタで静的リストを開きます。


	
移動する行の上にマウス・カーソルを置きます。


	
次のいずれかの手順を実行します。

	
行を上に移動するには、「静的リスト」ツールバーで「行を上に移動」アイコン(図9-6)をクリックします。


	
行を下に移動するには、「静的リスト」ツールバーで「行を下に移動」アイコン(図9-6)をクリックします。


図9-6 行の移動アイコン

[image: 「行を上に移動」/「行を下に移動」アイコン]













9.5 静的リストの編集

静的リストでは、行と列に情報が保存されています。静的リストを編集するには、まずリストの行を選択し、次にその行の個々のフィールド(セル)を編集します。このように操作すると、Contributorが作業用のウィンドウを開きます。作業終了後、ウィンドウを閉じてContributorに戻り、他の行やWebページの他の部分を編集できます。

静的リストを変更するには、次のタスクを実行します。

	
Contributorエディタで静的リストを開きます。


	
編集する静的リストの行をクリックして選択します。


	
静的リスト・ツールバーの「行の編集」アイコン(図9-7)をクリックします。


図9-7 「行の編集」アイコン

[image: 「行の編集」アイコン]



行を選択してください。というメッセージを受け取った場合、表にはまだ行が1つも含まれていない可能性があります。行を編集するには、まず行を追加する必要があります(「静的リストの行の追加と削除」を参照)。


	
静的リスト行エディタが開き(「静的リスト行エディタ」を参照)、編集対象のセクションが表示されます。Contributorで通常入力するときと同じように、テキストやグラフィックなど編集するコンテンツを入力します。

このダイアログ・ボックスのフィールドの数は、サイトの設定方法によって異なることがあります。


	
「更新」アイコン(図9-8)をクリックして、作業内容を保存します。


図9-8 「更新」アイコン

[image: 「更新」アイコン]



これにより、そのコントリビューション・リージョン用のContributorエディタに戻り、編集した行が静的リスト・セクション・エディタ内でハイライトされます。



	
注意:

リストをプレビューしたときに、リストの外観がContributorの場合とは大きく異なることがあります。これは、設計者が当初リストをどのように設定したかによって左右されます。静的リストで使用可能な編集オプションも、サイトの設定方法によって異なることがあります。静的リストの列ヘッダーは変更できません。列ヘッダーは、リストの最初の設定時に設計者が作成します。詳細は、サイト設計者に問い合せてください。



















10 ネイティブ・ドキュメントの操作


Contributorを使用してWebページを作成および編集する以外に、独自のサードパーティ・アプリケーション(Microsoft Wordなど)を使用してネイティブ・ドキュメントを作成および編集できます。Oracle Site Studioでは、これらのドキュメントは、Webサイト上に他のWebページとともにシームレスに表示されるWebページに変換されます。

次の項では、Oracle Site Studio Webサイトでのネイティブ・ドキュメントの使用について詳細に説明されています。

	
「ネイティブ・ドキュメントについて」


	
「ネイティブ・ドキュメントの要件」


	
「ネイティブ・ドキュメントのメタデータ」


	
「Webサイトへのネイティブ・ドキュメントの追加」


	
「ネイティブ・ドキュメントのオープンと編集」


	
「ネイティブ・ドキュメントでのスタイルの使用」


	
「ネイティブ・ドキュメントでのハイパーリンクの作成」






10.1 ネイティブ・ドキュメントについて

ネイティブ・ドキュメントとは、Microsoft Word、ExcelまたはPowerPointなどのサードパーティ・アプリケーションで作成されたドキュメントのことです。このようなドキュメントは、それを作成したアプリケーション(ネイティブ・アプリケーション)で表示および編集することが意図されています。通常、これらのドキュメントはWebページとして表示することはできません。

Oracle Site Studio Contributorは、コントリビュータ・データファイルと同様に、ネイティブ・ドキュメントをコントリビューション・リージョンに割り当てます。ただし、コントリビュータ・データファイルがWebページですぐに表示できる(XMLで作成されているため)のに対して、ネイティブ・ドキュメントはHTMLに変換してからWebページに含める必要があります。

Oracle Site Studioでは、変換エンジン(Dynamic Converter)を使用してドキュメントを変換し、Web表示可能レンディションにします。この処理では、Dynamic Converterで設定されたルールまたはテンプレートが、Oracle Site StudioのWebサイトに自動的に適用されます。

サイトでネイティブ・ドキュメントを使用する理由は、いくつかあります。1つは、組織で用途が異なるドキュメントを追加できるためです。たとえば、人事部門の方針ドキュメントや開発部門の製品仕様を追加して、2つのバージョンのドキュメントを作成することなく、これらのドキュメントをWebサイトの一部にできます。

また、Microsoft Wordなどの特定のアプリケーションに習熟しているため、サイトのコンテンツをそのアプリケーションで編集することが望ましい場合もあります。編集後、ドキュメントを保存して閉じるのみでHTMLに変換され、サイトにすぐに表示されます。






10.2 ネイティブ・ドキュメントの要件

Oracle Site Studio Webサイトでネイティブ・ドキュメントを使用するためには、コンテンツ・サーバーでDynamic Converterが構成および実行されている必要があります。サイト設計者やサイト・マネージャがあらかじめこれらのステップを完了しておく必要があります。

また、ネイティブ・ドキュメントに適切なメタデータが割り当てられ、チェックインされて、サイトの一部として認識されている必要があります。詳細は、「ネイティブ・ドキュメントのメタデータ」を参照してください。システム管理者に問い合せることもできます。






10.3 ネイティブ・ドキュメントのメタデータ

ネイティブ・ドキュメントの場合は、チェックイン時に割り当てられるメタデータを制御できることがあります(Oracle Site Studio Contributorによってメタデータが割り当てられることが多いコントリビュータ・データファイルとは異なります)。このことは、特に、コンテンツ・サーバーまたはDesktop Integration Suiteクライアント上のチェックイン・ページを使用して、ネイティブ・ドキュメントをサイトに追加する場合に当てはまります(「コンテンツ・サーバーを使用したネイティブ・ドキュメントのチェックイン」を参照)。

メタデータ値は、サイトを移動、バックアップまたは公開したり、レポート生成に使用する場合に特に重要となります。これらの値は、Oracle Site Studioに対し、ドキュメントがサイトに属していることを通知します。


	メタデータ・フィールド	定義
	Webサイト	コンテンツ・サーバーのOracle Site Studio Webサイトを特定します。
	Webサイト・セクション	コンテンツ・サーバーのOracle Site Studio Webサイト・セクションを特定します。
	Webサイト・オブジェクト・タイプ	Oracle Site Studio Webサイトでのファイル・タイプを特定します。
ネイティブ・ドキュメントをチェックインするときは、「Webサイト・オブジェクト・タイプ」として「ネイティブ・ドキュメント」を選択します。








以下の点に注意する必要があります。

	
ドキュメントをWebサイトの動的リストに表示するには、前述のメタデータの他に、カスタム・メタデータ値の入力が必要となることがあります。詳細は、サイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください。


	
Oracle Site Studio Contributorの機能を使用してネイティブ・ドキュメントをWebサイトに追加する場合は、これらのすべてのメタデータ値が自動的にドキュメントに割り当てられます。ネイティブ・ドキュメントを別の方法(たとえば、コンテンツ・サーバーのチェックイン・ページやDesktop Integration Suiteクライアント)でチェックインした場合は、このメタデータがドキュメントに割り当てられるようにする必要があります。詳細は、「Webサイトへのネイティブ・ドキュメントの追加」を参照してください。


	
ネイティブ・ドキュメントのWebサイト・メタデータおよびWebサイト・セクション・メタデータを更新するには、コンテンツ・サーバーでそのネイティブ・ドキュメントのコンテンツ情報更新ページを開き、いずれかのメタデータ値の横にある「参照」をクリックし、目的のWebサイトまたはWebサイト・セクションを選択します。









10.4 Webサイトへのネイティブ・ドキュメントの追加

Oracle Site Studio Webサイトにネイティブ・ドキュメントを追加するには、いくつかの方法があります。最も使いやすい方法を選択できます。この項では、Webサイトにネイティブ・ドキュメントを追加するためのいくつかの方法について説明します。ただし、設計者がサイトをどのように設定したかに応じてサイトが異なることがあるため、ネイティブ・ドキュメントを追加する方法がまったく異なる場合があります。

この項の内容は次のとおりです。

	
「Webページへのネイティブ・ドキュメントの割当て」


	
「リンク作成時のネイティブ・ドキュメントの追加」


	
「動的リストへのネイティブ・ドキュメントの追加」


	
「コンテンツ・サーバーを使用したネイティブ・ドキュメントのチェックイン」






10.4.1 Webページへのネイティブ・ドキュメントの割当て

Webページに割り当てることによって、ネイティブ・ドキュメントをWebサイトに追加できます(より具体的には、ページ上のコントリビューション・リージョンに割り当てます)。これは、ページにコントリビュータ・データファイルを割り当てる場合と同じく、コントリビューション・グラフィックを使用して行います。

詳細は、「コントリビューション・リージョンへのコンテンツの割当て」を参照してください。






10.4.2 リンク作成時のネイティブ・ドキュメントの追加

Contributorでネイティブ・ドキュメントへのハイパーリンクを作成することによって、Webサイトにネイティブ・ドキュメントを追加できます。Contributorでハイパーリンクを作成するときに、リンクの作成と、リンクが指すファイル(リンクのターゲット)の作成の両方を同時に行うことができます。

詳細は、「コンテンツ・サーバーにおける既存のファイルへのリンクの作成」を参照してください。






10.4.3 動的リストへのネイティブ・ドキュメントの追加

ネイティブ・ドキュメントを(設計者がサイト上に設定した)動的リストに追加して、Webサイトに追加できます。動的リストは、コンテンツ・サーバーで検索を実行し、その検索に一致するすべてのファイルをWebページに表示します。その結果、ページに、アイテムのリストとそれぞれのリンクが表示されます。

ネイティブ・ドキュメントを動的リストに追加する場合、次のいずれかの方法を使用してドキュメントをチェックインできます。

	
Contributorの使用(「動的リストへの既存のファイルの追加」を参照)。


	
コンテンツ・サーバーでの使用可能なメソッドの使用(「コンテンツ・サーバーを使用したネイティブ・ドキュメントのチェックイン」を参照)。



	
注意:

ドキュメントがリストに表示されるようにするには、リストで指定されたメタデータと同じメタデータが含まれている必要があります。詳細は、サイト設計者に問い合せてください。













10.4.4 コンテンツ・サーバーを使用したネイティブ・ドキュメントのチェックイン

Oracle Site Studio Contributorには、Webサイトに新規および既存のネイティブ・ドキュメントを追加するオプションがありますが(「Webサイトへのネイティブ・ドキュメントの追加」を参照)、コンテンツ・サーバーで従来の方法の1つを使用してネイティブ・ドキュメントをチェックインした方が簡単な場合があります。次のものが必要となります。

	
コンテンツ・サーバーのチェックイン・ページ


	
Desktop Integration Suiteクライアント


	
コンテンツ・サーバーのフォルダ機能




ただし、これらのいずれかの方法を使用してドキュメントをチェックインする場合は、ネイティブ・ドキュメントのメタデータがWebサイトおよび動的リストで使用されるメタデータと一致することを確認する必要があります(「ネイティブ・ドキュメントのメタデータ」を参照)。




	
注意:

コンテンツ・サーバーへのアイテムのチェックインの詳細は、コンテンツ・サーバーのユーザー・マニュアルを参照してください。














10.5 ネイティブ・ドキュメントのオープンと編集

Webサイトにネイティブ・ドキュメントを追加した後は、1つずつドキュメントを開いて編集できるようになります。ネイティブ・ドキュメントの作業方法は、Oracle Site Studio Webサイトでも、それ以外の状況でもほぼ同じです。

主要な違いは、ドキュメントがWebサイトに格納されていること、したがってコンテンツ・サーバーに格納されているということです。このため、ドキュメントをその場所から開き、その場所に保存する必要があります。また、(スタイルを使用する場合は)スタイルの使用方法が多少異なり、リンクの作成方法も多少異なります。

Oracle Site Studio Webサイトからネイティブ・ドキュメントを開いて編集する方法は、Contributorを使用してコントリビュータ・データファイルを開いて編集する方法と同じです。また、コンテンツ・サーバーおよび各種のアドオン・コンポーネントを使用して、ネイティブ・ドキュメントをチェックアウトおよび編集することもできます。


Oracle Site Studio Contributorを使用してネイティブ・ドキュメントを開いて編集

	
ネイティブ・ドキュメントが含まれるWebページを参照し、コントリビューション・モードを有効化し、コントリビューション・グラフィックをクリックしてネイティブ・ドキュメントを編集します(「コントリビューション・リージョンでのコンテンツの編集」を参照)。

また、コントリビューション・グラフィック上でメニューをクリックし、メニューから「チェックアウトして開く」を選択することもできます。

または


	
Contributorを開いて、ネイティブ・ドキュメントを指すハイパーリンクを編集します(「リンク・ターゲットの編集」および「動的リスト内のファイルの編集」を参照)。




これらの手順に従うと、Contributorは開かず、最初にファイルの作成に使用されたアプリケーションでネイティブ・ドキュメントが開きます(たとえば、.docファイルはMicrosoft Wordで開きます)。この方法でドキュメントをチェックアウトすると、ドキュメントを保存するたびに、リビジョンがコンテンツ・サーバー内に作成されます。ドキュメントを閉じると、リビジョンがコンテンツ・サーバーにチェックインされます。


コンテンツ・サーバーを使用してネイティブ・ドキュメントを開いて編集

Oracle Site Studio Contributorで使用可能な機能を使用する以外にも、コンテンツ・サーバー・インタフェースおよび各種のアドオン(Desktop Integration Suiteやフォルダ機能など)を使用して、ネイティブ・ドキュメントを開いて編集できます。

このためには、これらの製品で概説されている、コンテンツ・アイテム(この場合はネイティブ・ドキュメント)をチェックアウトし、開き、チェックインするための一般的な手順に従うのみです(「コンテンツ・サーバーを使用したネイティブ・ドキュメントのチェックイン」を参照)。Oracle Site Studio Contributor機能の使用時に通常行うようにサイトを参照するのではなく、コンテンツ・サーバーでネイティブ・ドキュメントを検索する必要があります。




	
重要:

コンテンツ・サーバーを使用してOracle Site Studio Webサイトを参照するときに、.xml、.hcsp、.js、.cssなどの拡張子が付いた馴染みのないファイルが表示されることがあります。これらのファイルはWebサイトにより使用されるもので、コントリビュータが編集することはできません。通常、自分で編集できるファイルは、.doc (Microsoft Word)、.xls (Microsoft Excel)、.ppt (Microsoft PowerPoint)など既知の拡張子が付いたファイルのみです。












10.6 ネイティブ・ドキュメントでのスタイルの使用

ネイティブ・ドキュメントを使用すると、ドキュメントのコンテンツの書式設定や編集の自由度が大幅に高められます。このことには長所と短所があります。ネイティブ・ドキュメントは制限なく編集できます。新しいフォントやフォント・サイズを導入したり、行間隔を大きくすると、作成されるWebページの外観が、同じサイトの他のページと異なってきます。

このような事態を避けるため、サイト設計者は、ドキュメントがWebページに変換されるときにHTMLタグにマップされるスタイル名を設定できます(このようなマッピングは、ドキュメントの変換に使用されるDynamic Converterテンプレートに実際に保存されます)。

この場合、ドキュメントのコンテンツを手動で書式設定するのではなく、ドキュメントにスタイルを適用します。


図10-1 Microsoft Word 2003のスタイル・メニュー

[image: 図10-1の説明が続きます]





たとえば、タイトル、本文およびフッターのスタイルを、HTMLやカスタマイズされたカスケード・スタイルシートに含まれる、対応するタグにマップできます。このようなスタイルを使用するかどうか、および使用方法については、サイト設計者やサイト・マネージャと調整してください。






10.7 ネイティブ・ドキュメントでのハイパーリンクの作成

ネイティブ・ドキュメントに対する作業のタスクの1つとして、ハイパーリンクの作成があります。ハイパーリンクには、別のWebサイト、作業中のサイトの別のセクション、別のWebページなどを指定できます。

ネイティブ・ドキュメントでのハイパーリンクの作成は、Contributorでのハイパーリンクの作成とは異なります。Contributorでは、リンク・ウィザードを使用します。このウィザードを使用することで、ハイパーリンクの作成プロセスがガイドされ、作成可能な異なるタイプのリンクが示されます(「リンク・ウィザード」を参照)。

ネイティブ・ドキュメントでは、そのドキュメントに関連付けられているアプリケーションで使用できる方法でリンクを作成します。たとえば、Microsoft Word 2003では、「挿入」をクリックした後「ハイパーリンク」をクリックし、リンク先のアドレスを入力して「OK」をクリックします。プロセスは、プログラムによって異なる場合があります。ここではネイティブ・ドキュメントでのリンクの作成方法を説明するのではなく、リンクに値として指定する内容(アプリケーションでは、リンク・アドレス、URLまたはターゲット・ファイルと呼ばれます)について説明します。

Webサイトの別の場所にリンクを作成するには、次の3通りの方法があります。

	
「リンクでのパスベースURLの使用」


	
「リンクでのOracle Site Studio Contributorトークンの使用」


	
「リンクでのクライアント側JavaScriptの使用」






10.7.1 リンクに対してパスベースのURLを使用します。

パスベースのURLは、Webアドレスを読み取る簡単な方法です。通常、ドメイン名(mywebsite.com)の後にスラッシュ(/)、セクション名(news)、ファイル名(news1.htm)が続きます。

パスベースのURLを使用するには、次のタスクを実行します。

	
Webブラウザを開き、リンクのジャンプ先となるWebサイトの場所を参照します。


	
Webブラウザのアドレス・バーに表示されるアドレス(「http://www.mywebsite.com/news/」など)をコピーします。


図10-2 Webブラウザのアドレス・バー

[image: 図10-2の説明が続きます]





	
ネイティブ・ドキュメントのハイパーリンクにこのアドレスを貼り付けます(Microsoft Word 2003での例については、図10-3を参照)。


図10-3 Microsoft WordでのURLベースのリンク・ターゲット

[image: 図10-3の説明が続きます]





	
ハイパーリンク機能を閉じ、ドキュメントを保存します。




ハイパーリンクでは、完全パスのかわりに相対パス(「../products/myfile」など)も使用できます。ただし、サイトの別の場所でネイティブ・ドキュメントを再使用する場合、その場所ではリンクが動作しないことに注意してください(これは、ドキュメントの場所に応じて相対パスが変わるためです)。

ファイルにリンクを作成するとき、ファイルのコンテンツIDと格納場所がわかっている場合は、サイトにアクセスしなくてもWebアドレスを予測できます。Webサイトのアドレス(「http://www.mywebsite.com」など)の後にスラッシュ(/)、セクション(「News」など)、スラッシュ(/)、コンテンツID (「NewsID」など)の順に入力します。完全なアドレスは、次のようになります。


http://www.mywebsite.com/news/NewsID






10.7.2 リンクでのOracle Site Studio Contributorトークンの使用

パスベースURLのかわりに、Oracle Site Studioに備えられているssLINKという特殊なトークンを使用することもできます。このトークンを使用すると、Webサイトの詳細やドキュメントの格納場所を知らなくても、別のドキュメントへのリンクを容易に作成できます。このトークンは、Webブラウザにページが読み込まれるときに、実際のWebアドレスに解決されます。

Oracle Site Studio Contributorトークンを使用するには、次のタスクを実行します。

	
ネイティブ・ドキュメントのハイパーリンクを開きます。


	
まずssLINKと入力し、その後にスラッシュ(/)、ドキュメントのコンテンツIDを続けます。したがって、コンテンツIDがMyDoc1というドキュメントの場合、次のように入力します:


ssLINK/MyDoc1



図10-4 Microsoft Wordでのトークンベースのリンク・ターゲット

[image: 図10-4の説明が続きます]





	
ハイパーリンク機能を閉じ、ドキュメントを保存します。




このようにリンクを作成すると、ドキュメントはそのドキュメントのxWebSiteSectionメタデータ・フィールドに定義されているWebサイトのセクションに表示されます。特定のセクションにドキュメントが表示されるようこの設定を変更する場合は、ssLINKトークンに目的のセクションのIDを追加し、その後にドキュメントのコンテンツIDを続けます。

たとえば、コンテンツIDがMyDoc1であるドキュメントへのリンクを作成し、そのリンクをIDが23のセクションに表示する必要があるとします。この場合、次を使用します:


ssLINK/23/MyDoc1


サイトの別のセクションへのリンクを作成するときにも、ssNODELINKトークンを使用できます。そのためには、リンク先のセクションのIDを知っている必要があります。たとえば、IDが23のセクションへのリンクを作成するには、次のように入力します。


ssNODELINK/23


セクションまたはWebサイトのIDを確認するには、コンテンツ・サーバーでコンテンツ・チェックイン・ページを開き、Webサイト・セクションの横にある参照をクリックします。「Webサイト・セクションの選択」ウィンドウで、目的のWebサイトを選択し、各セクションの横にあるカッコで囲まれたIDを確認します(図10-5)。


図10-5 セクションまたはWebサイトのID

[image: 図10-5の説明が続きます]









10.7.3 リンクに対してクライアント側のJavaScriptを使用します。

パスベースのURLおよびOracle Site Studio Contributorのトークンにかわる手段として、クライアント側JavaScriptを使用してリンクを構成できます。このオプションは単純性と直観性に最も優れているというわけではありませんが、リンクがOracle Site Studio Contributorの以前のバージョンおよびそのバージョンで作成したWebサイトと互換性のあるものになります。(詳細は、サイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください)。

クライアント側JavaScriptを使用するには、次のタスクを実行します。

	
ネイティブ・ドキュメントのハイパーリンクを開きます。


	
まずjavascript:linkというテキストを入力し、その後に開きカッコ、一重引用符、ドキュメントのコンテンツID、一重引用符、閉じカッコおよびセミコロンを続けます(これはJavaScriptの構文です)。したがって、コンテンツIDがMyDoc1というドキュメントの場合、次のように入力します:


javascript:link('MyDoc1');



図10-6 Microsoft WordでのJavaScriptベースのリンク・ターゲット

[image: 図10-6の説明が続きます]





	
ハイパーリンク機能を閉じ、ドキュメントを保存します。




このようにリンクを作成すると、ドキュメントが格納先のWebサイトのセクションに表示されます。これを変更し、ドキュメントが指定のセクションに表示されるようにする場合は、そのセクションのIDをネイティブ・ドキュメントのコンテンツIDに追加します。たとえば、コンテンツIDがMyDoc1というドキュメントへのリンクを作成し、IDが23のセクションにドキュメントが表示されるようにするとします。この場合、次を使用します:


javascript:link('MyDoc1','23');


サイトの別のセクションへのリンクを作成するときにも、javascript:nodelink構文を使用できます。そのためには、リンク先のセクションのIDを知っている必要があります。IDが23のセクションにリンクする場合は、次の構文を使用します。


javascript:nodelink('23');


セクションまたはWebサイトのIDを確認するには、コンテンツ・サーバーでコンテンツ・チェックイン・ページを開き、Webサイト・セクションの横にある参照をクリックします。「Webサイト・セクションの選択」ウィンドウで、目的のWebサイトを選択し、各セクションの横にあるカッコで囲まれたIDを確認します。














11 サイト・レポートの操作


Oracle Site Studioを使用して、ファイルが使用される場所および表示される頻度を明らかにできます。

この項の内容は次のとおりです。

	
「サイト・レポートについて」


	
「サイト使用状況レポート」


	
「サイト使用状況レポートの表示」






11.1 サイト・レポートについて

Webサイトへのコントリビューション時には、ファイルが使用されている場所および参照される頻度の確認が必要になるときがあります。このことは、作業内容を構成し、優先順位を付ける場合に役立ちます。たとえば、特定のデータファイルがWebサイトのどこに配置されており、どのくらいの頻度で参照されたかを確認する場合があります。同じことがネイティブ・ドキュメントやページ・テンプレートなどにも当てはまります。

これを行う最善の方法は、サイト・レポートを参照することです。レポートは、オンラインで参照することも、印刷することもできます。

次の2タイプのレポートを参照できます。

	
「サイト使用状況レポート」






	
注意:

Webサイト・オブジェクト・レポートと呼ばれる別のタイプのサイト・レポートもありますが、このレポートは、コンテンツ・サーバーのOracle Site Studio管理ページからのみ使用できます。通常、このページにアクセスするには、管理資格証明が必要です。










11.2 サイト使用状況レポート

サイト使用状況レポートには、特定のコントリビュータ・データ・ファイルまたはネイティブ・ドキュメントが使用されている場所についての詳細な概要が表示されます。このレポートでは、使用されているWebサイト、使用されているセクションなどによって情報が分類されています。


図11-1 サイト使用状況レポート

[image: 図11-1の説明が続きます]









11.3 サイト使用状況レポートの表示

サイト使用状況レポートには、特定のコントリビュータ・データ・ファイルまたはネイティブ・ドキュメントが使用されている場所についての詳細な概要が表示されます。このレポートでは、使用されているWebサイト、使用されているセクションなどによって情報が分類されています。レポートを開くと、ファイルが使用されているすべてのWebサイトとすべてのセクションが示されたページが表示されます。レポートでは、スクロール、印刷、およびファイルが使用されているWebサイトの部分の表示を行うことができます。

サイト使用状況レポートは、2通りの方法で表示できます。

	
「コントリビューション・グラフィックを使用したサイト使用状況レポートの表示」


	
「コンテンツ情報ページを使用したサイト使用状況レポートの表示」






11.3.1 コントリビューション・グラフィックを使用したサイト使用状況レポートの表示

コントリビューション・グラフィックを使用してサイト使用状況レポートを表示するには、次のタスクを実行します。

	
サイト使用状況レポートを表示するコントリビューション・リージョンを含むWebページを参照し、そのページに移動します。


	
コントリビューション・モード(「コントリビューション」を参照)を入力して、コントリビューション・リージョンのメニュー・アイコンをクリックします。


	
メニューから、「Webサイト使用状況レポートの表示」を選択します。

これにより、コントリビューション・リージョンに割り当てられた特定のデータファイルまたはネイティブ・ドキュメントのサイト使用状況レポートが表示されます。









11.3.2 コンテンツ情報ページを使用したサイト使用状況レポートの表示

コンテンツ情報ページを使用してサイト使用状況レポートを表示するには、次のタスクを実行します。

	
サイト使用状況レポートを表示するコントリビューション・リージョンを含むWebページを参照し、そのページに移動します。


	
コントリビューション・モード(「コントリビューション」を参照)を入力して、コントリビューション・リージョンのメニュー・アイコンをクリックします。


	
メニューから、「ドキュメント情報」を選択します。

コントリビューション・リージョンに関連付けられたデータファイルまたはネイティブ・ドキュメントのコンテンツ情報ページが表示されます。


	
「コンテンツ・アクション」メニューで、「Webサイト使用状況レポートの表示」を選択します。

これにより、コントリビューション・リージョンに割り当てられた特定のデータファイルまたはネイティブ・ドキュメントのサイト使用状況レポートが表示されます。









11.3.3 考慮事項

サイト使用状況レポートに関する次の事項に注意してください。

	
サイト使用状況レポートは、サイト設計者が有効にした場合にのみContributorで使用可能になります。


	
「使用場所」列のスラッシュは、Webサイトのホームページを表します。


	
すべてのWebサイト上のどこでファイルが使用されているかについての詳細を表示するには「すべて表示」をクリックし、詳細を表示しない場合は「すべて非表示」をクリックします。


	
特定のサイト上のどこでファイルが使用されているかの詳細を表示するには開くアイコン(図11-2)をクリックし、詳細を表示しない場合は閉じるアイコン(図11-2)をクリックします。


図11-2 開くアイコンと閉じるアイコン

[image: 開くアイコンと閉じるアイコン]



	
ハイパーリンク(使用可能な場合)をクリックして、ファイルが使用されているサイト上の場所をプレビューできます。


	
レポートを開くと、コンテンツ・サーバー上のページが表示されます。このページは、レポートを開く前に使用していたWebブラウザと同じWebブラウザに表示されます。したがって、作業していたページに戻るには、Webブラウザを閉じるのではなくWebブラウザの「戻る」ボタンを使用します。


	
レポートにファイルが表示されるようにするには、そのファイルがサイトに適切なメタデータとともにチェックインされている必要があります。
















 
12 ワークフローの操作


Oracle Site Studio Contributorでコンテンツ・サーバーのワークフロー機能を使用すると、コントリビュータがWebサイトのコンテンツをレビューおよび承認できます。

コントリビュータの役割は、設計者やマネージャによって割り当てられたコントリビューション・リージョンのコンテンツを編集することです。設計者やマネージャが、Designerとコンテンツ・サーバーでワークフローも設定した場合は、ワークフロー参加者としての役割も担います。

ワークフローの詳細は、次の項を参照してください。

	
「コントリビュータとワークフロー」


	
「ロールの決定」


	
「ワークフローのレビューまたはワークフローへのコントリビューション」






12.1 コントリビュータとワークフロー

ワークフローの参加者は、レビューを必要とするWebページへのリンクが記載された電子メール・メッセージを受信します。このリンクをクリックすると、コントリビューション・モードでWebページが開きます。

コントリビュータとして、コントリビューション・グラフィック(図12-1)の(鉛筆で示された)編集アイコンをクリックすると、コントリビュータが開きます。これにより、コントリビューション・アイコンで定義されているコントリビューション・リージョンのコンテンツを編集できます。ワークフローにあるコントリビューション・リージョンは、コントリビューション・リージョン名の左側に緑色のワークフローのギアがあるため、簡単に識別できます。


図12-1 ワークフローのリージョンのコントリビューション・グラフィック

[image: 図12-1の説明が続きます]



コントリビューション・グラフィック・メニューで、ワークフローの設計方法とワークフローで果たす自分のロールに応じて、ワークフロー・オプションを選択します。

	
ドキュメントの承認: このオプションをクリックすると、ワークフローの次の参加者に電子メールで自動的に通知が送信されます。最後のワークフロー参加者が、Webページのコンテンツを格納しているコントリビュータ・データファイルを承認すると、コントリビュータ・データファイルはその最終宛先にリリースされます。その後、Webページ自体がWebサイトで参照可能となります。


	
ドキュメントの否認: このオプションをクリックすると、否認フォームを作成してコンテンツを否認する理由を記入できます。記入が終わると、ワークフローで1つ前のレビューアに電子メールが送信されます。


	
編集: メニューのこのオプションをクリックすると、ワークフローを設定しないでコントリビューション・アイコンをクリックするのと同じ結果が得られます。つまり、コントリビューション・リージョンのコンテンツが編集可能なフォームに配置された状態で、コントリビュータが開きます。




場合によっては、ワークフロー内のページに多くのアイテムが含まれていることがあります。レビューに使用できるワークフローに複数のドキュメントが存在する場合、コントリビューション・モード・ツールバーで「すべて承認」を選択できます。コントリビューション・モード・ツールバーの詳細は、「コントリビューション・モード」を参照してください。




	
注意:

ワークフローの詳細は、Oracle Content Serverのユーザー・マニュアルを参照してください。












12.2 ロールの決定

Oracle Site Studio ContributorでOracle Content Serverのワークフロー機能を使用すると、コントリビュータがWebサイトのコンテンツをレビューおよび承認できます。

ワークフローには2種類あります。通常、組織では基準ワークフローと呼ばれるワークフローを使用し、次のいずれかのロールを割り当てます。

	
レビューア: コンテンツ・アイテムの承認または却下はできますが、編集はできません。


	
レビューア/コントリビュータ: コンテンツ・アイテムの承認、却下または編集を実行できます。




これらのロールは、Oracle Content Serverではサイト設計者またはマネージャがワークフローを設定するときに定義され、Designerでは設計者がコントリビューション・リージョンを作成するときに定義されます。したがって、設計者は、どのコントリビューション・リージョンがワークフローの一部であるか、およびこの領域に誰がアクセスできるかを決定します。

ワークフローに含まれるコントリビューション・リージョンのコントリビューション・グラフィックにあるメニュー・アイコンをクリックしたときにどのオプションを使用できるかによって、どのロールが割り当てられているかを簡単に判断できます。「編集」コマンドを使用できる場合、ユーザーはレビューアまたはコントリビュータです。それ以外の場合は、レビューア権限のみがあり、コンテンツを変更できません。ワークフローの設定方法に応じて、ドキュメントの承認または「ドキュメントの却下」オプションが表示されることもあります。

また、基本ワークフローを使用している場合は、初期ワークフロー・ステップである「コントリビューション」ロールも割り当てられていることもあります。






12.3 ワークフローのレビューまたはワークフローへのコントリビューション

Oracle Site Studio ContributorでOracle Content Serverのワークフロー機能を使用すると、コントリビュータがWebサイトのコンテンツをレビューおよび承認できます。

ワークフローの参加者は、Oracle Site Studio Contributorの外部でOracle Content Serverのワークフローに参加する場合とほぼ同じステップを実行します。

	
「ステップ1: 電子メール・メッセージの受信」


	
「ステップ2: Webページのオープン」


	
「ステップ3: ワークフロー・オプションの選択」


	
「ステップ4: Webページの編集」


	
「ステップ5: Webページの承認または却下」






12.3.1 ステップ1: 電子メール・メッセージの受信

ワークフローのレビューまたはワークフローに対するコントリビューションは、ワークフロー内のコンテンツ・アイテム(通常はWebページ)をレビューする必要があることを通知する電子メール・メッセージを受信することから始まります。


図12-2 ワークフロー・レビュー通知の電子メール・メッセージ

[image: 図12-2の説明が続きます]









12.3.2 ステップ2: Webページのオープン

ステップ1 (「ステップ1: 電子メール・メッセージの受信」を参照)で、ワークフロー内のコンテンツ・アイテム(通常はWebページ)をレビューする必要があることを通知する電子メールを受信しました。

ステップ2では、電子メール内の「ワークフロー・アイテムのレビュー」リンクをクリックして、レビューするWebページを開きます。Webページは、リンクからコントリビューション・モードで開きます。






12.3.3 ステップ3: ワークフロー・オプションの選択

ステップ2 (「ステップ2: Webページを開く」を参照)では、レビューの担当ページが指示されました。このステップで説明されているリンクをクリックすると、Webページがコントリビューション・モードで開き、1つ以上のコントリビューション・グラフィック(図12-3)が表示されます。これらのアイコンは、ワークフローで担当するWebページのコントリビューション・リージョンを表します(コントリビュータに対しては、アクセス権を持つコントリビューション・リージョンのアイコンのみが表示されます)。


図12-3 ワークフロー・アイコンを含むコントリビューション・グラフィック

[image: ワークフロー・アイコンを含むコントリビューション・グラフィック]



ステップ3では、コントリビューション・グラフィックでメニュー・アイコンをクリックし、ワークフロー関連のオプションをメニューから選択します(Designerでのワークフローの設定方法およびワークフローでのロールに応じて、いずれかのオプションが表示されない場合があります)。

	
編集: Webページのコンテンツを変更するには、このオプションを選択します。このオプションは、ワークフローでコントリビュータ・ロールを持ち、コンテンツを変更する権限がある場合にのみ表示されます。


	
ドキュメントの承認: Webページを承認するには、このオプションを選択します。このページは、ワークフローにおける次の関係者に送信されます。ワークフローの最後のステップの場合は、このページがリリースされます。


	
ドキュメントの却下: Webページを却下するには、このオプションを選択します。ワークフローで指定された前のコントリビュータにページが送信されます。



	
注意:

「ドキュメント情報」をクリックして、Oracle Content Serverでコンテンツ情報ページを開くこともできます。













12.3.4 ステップ4: Webページの編集

ステップ3 (「ステップ3: ワークフロー・オプションの選択」を参照)では、ワークフロー関連のオプションを選択しました。このステップでWebページの編集を選択した場合、Contributorが開き、コントリビューション・リージョンのコンテンツが編集可能なフォーマットで表示されます。ページを編集しない場合は、ステップ5に進みます。

ステップ4では、ワークフローに含まれているWebページを、Contributorで他のWebページを編集する場合と同じように編集します(第2章「Contributorの概要」を参照)。

Webページの2つのバージョン(現在のバージョンと最新リリース・バージョン)の差分を確認する場合は、別の色分けされたページに変更を表示する機能を使用できます(「様々なバージョンのWebページの比較」を参照)。

Webページの編集が終了した後(コントリビューション・ツールバーの「更新」アイコンをクリックして、リビジョンをコンテンツ・サーバーにチェックイン)、コントリビューション・モードに戻ってWebページを表示できます。ここでコントリビューション・グラフィックのメニュー・アイコンをクリックしてページを承認すると、ページは次のワークフロー・ステップに移動します。






12.3.5 ステップ5: Webページの承認または却下

ステップ3で編集オプションを選択したものとすると、ステップ4 (「ステップ4: Webページの編集」を参照)でWebページを編集しています。

ステップ5では、コントリビューション・モードでコントリビューション・グラフィックのメニュー・アイコンをクリックし、「ドキュメントの承認」または「ドキュメントの却下」をクリックして、担当のWebページを承認または却下します。

コンテンツ・アイテムを承認すると、Webページのコンテンツのコントリビュータ・データファイルは、次のワークフロー・ステップに移動するか、最後のレビュー・ステップの場合はリリースされます。さらに、ワークフロー・コンテンツ・アイテム・ページが表示され、コンテンツ・アイテムのワークフロー・ステータスを確認できます。


図12-4 ワークフロー・コンテンツ・アイテム・ページ

[image: 図12-4の説明が続きます]





コンテンツ・アイテムを否認すると、Webページはワークフロー・プロセスの前のコントリビュータに送信されます。さらに、コンテンツ・アイテムの却下ページが表示され(図12-5)、Webページを却下した理由を入力できます。このページの詳細または却下ワークフロー・プロセス全般の情報は、Oracle Content Serverのドキュメントを参照してください。


図12-5 コンテンツ・アイテムの否認ページ

[image: 図12-5の説明が続きます]








	
注意:

「ドキュメントの承認」オプションと「ドキュメントの却下」オプションがメニューに表示されない場合、Webページのワークフローは完了しており、リリース済です。







レビューに使用できるワークフローに複数のドキュメントが存在する場合、コントリビューション・モード・ツールバー(「コントリビューション・モード」を参照)で「すべて承認」を選択できます。「すべて承認」では、アイテムごとに「ドキュメントの承認」を選択しなくても、一度にすべてのアイテムを承認できます。













 
A ユーザー・インタフェース


Oracle Site Studio Contributorには、いくつかのユーザー・インタフェース画面とダイアログ・ボックスが含まれています。

これには次のものがあります。

	
「Contributorエディタ・ウィンドウ」


	
「コンテンツの切替えウィザード」


	
「「リージョン・テンプレートの切替え」ダイアログ・ボックス」


	
「リンク・ウィザード」


	
「動的リスト・ウィザード(新規作成)」


	
「静的リスト行エディタ」


	
「「プレースホルダ・セクション・プロパティ」ダイアログ・ボックス(設計モード)」


	
「「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ・ボックス(設計モード)」






A.1 Contributorエディタ・ウィンドウ

キーボードを使用してContributorを操作する方法については、「アクセシビリティ機能」を参照してください。

Webページのコントリビューション・リージョンを編集することを選択すると、ブラウザ・ポップアップ・ウィンドウ内にContributorエディタが起動し、現在のコントリビューション・リージョン内のコンテンツの編集を開始できます。このブラウザ・ポップアップ・ウィンドウはポップアップ・ブロッキング・ソフトウェアによって抑制されることがあるため、自分のサイトのポップアップを許可するようにそのソフトウェアを構成する必要があります。また、Contributorエディタが開くと、元のWebページを表示しているWebブラウザが一時的に使用できなくなります。Contributorエディタを閉じると、Webブラウザに戻ることができます。

Contributorのインタフェースは、ワープロ・プログラムのインタフェースとよく似ています。テキスト、イメージ、ハイパーリンクなどを追加、削除および編集できます。簡単なリストや複雑なリストを管理できるようにするリスト・オプションもあります。コントリビュータの外観と動作は、サイト設計者が各コントリビューション・リージョンおよび要素をどのように設定したかによって様々に異なります。


図A-1 Contributorエディタ・ウィンドウ

[image: スクリーンショット。説明はこの図に続く表にあります。]



メイン・エディタ・ウィンドウには、様々な要素が含まれます。

	
ページ・ヘッダー: 編集しているコントリビューション・リージョンの名前が表示されます。


	
データファイル: コンテンツ・サーバー上で編集可能なコントリビューション・リージョンに関連付けられたデータファイルのコンテンツIDが表示されます。


	
「要素」タブ: コントリビューション・リージョン内のすべての要素に対する編集環境が提供されます。編集中のコントリビューション・リージョンに一部の要素のみが表示されていても、関連付けられたデータファイル内のすべての要素が表示されます(その他の情報はWebサイトの他の場所で使用されることがあるため、その情報を編集すると、サイトの他のページに影響を及ぼす場合があります)。


	
「メタデータ」タブ: 編集可能なコントリビューション・リージョンに関連付けられたデータファイルのコンテンツ情報(メタデータ)が表示されます(サイト設計者がコントリビューション・リージョンに対してメタデータを使用可能にすることを選択した場合のみ)。


	
コントリビューション・ツールバー: コントリビューション・リージョン全体に適用される一連の機能が提供されます。データ変更の保存またはプレビュー、現在のビューのリフレッシュ、データファイルの使用レポートのオープン、およびWebページへの変更内容の表示を行うことができます。詳細は、「コントリビューション・ツールバー」を参照してください。


	
1つ以上の編集領域: Webページのコントリビューション・リージョンに関連付けられたコントリビュータ・データファイル内の各要素につき1つずつあります。テキストへの入力およびドキュメントのフォーマットは、これらの編集領域で行います。詳細は、「要素編集領域」を参照してください。


	
編集領域内の要素ツールバー: 編集しているコンテンツのタイプに関連する編集機能が提供されます。サイト設計者が、各要素タイプに対して使用可能な編集オプションを制御します。詳細は、「要素ツールバー」を参照してください。









A.2 コンテンツの切替えウィザード

キーボードを使用してこのウィザードを操作する方法については、「アクセシビリティ機能」を参照してください。

コンテンツの切替えウィザードは、Webページのコントリビューション・リージョンに割り当てられたコンテンツを変更する(コンテンツが割り当てられていない場合は、コンテンツを割り当てる)ために使用します。サイト設計者が、割り当てることができるコンテンツの種類(新規のコントリビュータ・データファイル、ネイティブ・ドキュメント、コンテンツ・サーバー上の既存のファイル、またはローカル・コンピュータ上の既存のファイル、あるいはその組合せ)を決定します。また、サイト設計者は、割り当てることができるネイティブ・ドキュメントのファイル・フォーマットを制限する(たとえば、Microsoft Wordドキュメントのみにする)こともできます。さらに、設計者は、コンテンツとコントリビューション・リージョンの関連付けをすべて削除することもできます。


図A-2 コンテンツの切替えウィザード

[image: スクリーンショット。説明はこの図に続く表にあります。]



コンテンツの切替えウィザードは、現在のコントリビューション・リージョンのプロパティや、プロセス中に選択した内容に応じて、複数のステップで構成されます。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。








リージョン定義またはサブテンプレートの選択

サイト設計者がコントリビューション・リージョンを設定した方法によっては、最初に、リージョン・コンテンツのベースとなるリージョン定義またはサブテンプレートを選択するように要求されることがあります。

リージョン定義を選択すると、コントリビューション・リージョンが、コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント(ウィザードの以降の部分で選択)に直接関連付けます。そのコンテンツは、選択したリージョン定義とそれに関連付けられたリージョン・テンプレートに基づいて、コントリビューション・リージョンに表示されます。サイト設計者は、コントリビューション・リージョンに使用可能なリージョン定義を制御します。

サブテンプレートを選択すると、コントリビューション・リージョンがサブテンプレートと関連付けられます。サブテンプレートによって、リージョンの外観が定義され、通常、複数のより小さいコントリビューション・リージョン(それぞれに別個のコンテンツが割り当てられている必要があります)に分割されます。サイト設計者は、コントリビューション・リージョンに使用可能なサブテンプレートを制御します。

情報の使用方法、レイアウト、フォーマットなどの観点で、各リージョン定義やサブテンプレートがWebページに与える影響に関する詳細な情報は、サイト設計者に確認できます。また、使用可能なリージョン定義とサブテンプレートの名前から、これらの内容がわかる場合もあります。この領域についてサポートが必要な場合は、サイト設計者に問い合せてください。


コンテンツの選択

ウィザードで選択した内容によっては、コントリビューション・リージョンと関連付けられたコンテンツ・ファイルのタイプを選択するように要求されることがあります。使用可能なコンテンツ・ファイルのタイプは、サイト設計者が使用可能として選択した内容によって異なります。オプションを選択します。

	
新しいコントリビュータ・データファイルを使用するには、「新規コントリビュータ・データファイル」を選択します。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、コントリビュータ・データファイルのメタデータを指定して、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。ファイルは、ユーザーまたは他のコントリビュータがContributorエディタで編集するまでは空のままです。


	
新しいネイティブ・ドキュメントを使用するには、「新規ネイティブ・ファイル」を選択し、ファイル・フォーマットを選択します(使用可能なファイル・フォーマットは、サイト設計者によって決定されます)。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、ネイティブ・ドキュメントのメタデータを指定し、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。すべての必須メタデータ・フィールドが赤色でマークされます。ファイルは、ユーザーまたは他のコントリビュータがそのネイティブ・アプリケーションで編集するまで空のままです。


	
コンテンツ・サーバーの既存のファイルを使用するには、「サーバーからの既存のファイル」を選択します。これにより、検索結果ページが表示されます。このページには、選択元のコンテンツ・サーバー上のすべてのアイテムがリストされます。このページには、選択元のコンテンツ・サーバー上のすべてのアイテムがリストされます(検索問合せの条件は、サイト設計者によって定義されます)。使用するファイルを選択するには、そのファイルに関連付けられた「選択」ボタンをクリックします。


	
コンピュータ上の既存のファイルを使用するには、「既存のローカル・ファイルを選択します。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、ファイルのメタデータを指定し、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。すべての必須メタデータ・フィールドが赤色でマークされます。「プライマリ・ファイル」フィールドの横の「参照」ボタンを使用して、コンピュータ上の使用するファイルにナビゲートして選択します。




不明な点がある場合は、サイト設計者またはサイト・マネージャに問い合せてください。






A.3 「リージョン・テンプレートの切替え」ダイアログ・ボックス

キーボードを使用してこのダイアログ・ボックスを操作する方法については、「アクセシビリティ機能」を参照してください。

「リージョン・テンプレートの切替え」ダイアログ・ボックスは、現在のコントリビューション・リージョンに割り当てられているリージョン・テンプレートを変更するために使用します。通常、コントリビューション・リージョンには、コントリビューション・リージョンでの情報の表示方法を定義するリージョン・テンプレートが割り当てられています。サイト設計者は、コントリビューション・リージョンのリージョン・テンプレートを切り替えて、ルック・アンド・フィールを変更(サイト設計者が定義した制約の範囲内で)することをコントリビュータに対して許可できます。


図A-3 「リージョン・テンプレートの切替え」ダイアログ・ボックス

[image: スクリーンショット。説明はこの図に続く表にあります。]



次の2つのオプションから選択できます。

	
デフォルトのリージョン・テンプレートの使用: このオプションを選択すると、コントリビューション・リージョンでは、そのリージョンにデフォルトで関連付けられている、サイト設計者が定義したリージョン・テンプレートを使用します。


	
このリージョン・テンプレートを使用: このオプションを選択すると、コントリビューション・リージョンに関連付けられているすべてのリージョン・テンプレートから選択できます。各リージョン・テンプレートには、Webページでのコントリビューション・リージョンの情報の表示方法が定義されています。




情報の使用方法、レイアウト、フォーマットなどについて各リージョン・テンプレートがWebページに与える影響の詳細は、サイト設計者に確認できます。また、使用可能なリージョン・テンプレートの名前から、これらの内容がわかる場合もあります。この領域についてサポートが必要な場合は、サイト設計者に問い合せてください。






A.4 リンク・ウィザード

キーボードを使用してこのウィザードを操作する方法については、「アクセシビリティ機能」を参照してください。

リンク・ウィザードは、編集領域で選択したテキストまたはアイテムにハイパーリンクを追加するために使用します。Webサイト・セクション、コントリビュータ・データファイル、ネイティブ・ドキュメント、URLなど様々な対象にリンクできます。現在のWebサイト上のアイテムだけでなく、コンテンツ・サーバーの他のOracle Site Studioサイト上のアイテムまたは外部Webサイト上のアイテムにもリンクできます。


図A-4 リンク・ウィザード

[image: スクリーンショット。説明はこの図に続く表にあります。]



リンク・ウィザードは、プロセス中に選択内容に応じて複数のステップで構成されます。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。







最初のステップでは、作成するハイパーリンクのタイプを指定します。

	
セクションへのリンク


	
ファイルへのリンク


	
URLへのリンク




「オプション」をクリックして、リンク・ターゲットを新しいブラウザ・ウィンドウで開くかどうかを指定できます。希望するリンクのタイプを選択すると、ウィザードの処理が続行され、選択内容に応じて複数の追加画面が表示されます。


セクションへのリンク

セクションへのリンクを選択すると、ハイパーリンクが示すサイト・セクションを指定するように求められます。現在のWebサイト上、またはコンテンツ・サーバーの別のOracle Site Studioサイト上のセクションにリンクできます。ターゲット・セクションはサイト階層から選択します。

さらに、サイト設計者がコントリビュータに対して決定を許可しているかどうかに応じて、URLフォーマット(パスベースまたはIDベース)の選択を求められる場合があります。詳細は、URLフォーマットを参照してください。

最後のステップでは、リンクが実際に作成(または変更)される前にリンクを確認します。


ファイルへのリンク

ファイルへのリンクを選択すると、初めにハイパーリンクが示すファイルのタイプを選択するように求められます。リンクできるファイルのタイプは、サイト設計者が次の中から決定します。

	
新規コントリビュータ・データファイル: 新規コントリビュータ・データファイルにリンクすることを選択すると、新規データファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインするように求められます(標準的なコンテンツ・チェックイン・フォームを使用)。アイテムをコンテンツ・サーバーにチェックインするための適切なコンテンツ情報(メタデータ)を入力します。情報の多くは自動的に入力されます。フィールド名が赤でマークされている場合、そのフィールドは必須です(つまり、そのフィールドが空の場合はアイテムをチェックインできません)。新規コントリビュータ・データファイルは、サイト・コントリビュータ(リンクを選択した本人または他のユーザー)がContributorエディタで編集するまで空であることに注意してください。

また、ハイパーリンクされたデータファイルを表示するWebサイト・セクションの指定も求められます。詳細は、ターゲット・セクションを参照してください。

さらに、URLフォーマットの選択を求められる場合もあります(サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可している場合)。詳細は、URLフォーマットを参照してください。

最後のステップでは、リンクが実際に作成(または変更)される前にリンクを確認します。


	
新規ネイティブ・ファイル: 新規ネイティブ・ドキュメントにリンクすることを選択すると、初めにファイル・フォーマット(Microsoft Wordなど)を選択する必要があります。新規ネイティブ・ドキュメントに許可されるファイル・フォーマットはサイト設計者が決定します。

次に、新規ネイティブ・ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインするように求められます(標準的なコンテンツ・チェックイン・フォームを使用)。アイテムをコンテンツ・サーバーにチェックインするための適切なコンテンツ情報(メタデータ)を入力します。情報の多くは自動的に入力されます。フィールド名が赤でマークされている場合、そのフィールドは必須です(つまり、そのフィールドが空の場合はアイテムをチェックインできません)。新規ネイティブ・ドキュメントは、サイト・コントリビュータ(リンクを選択した本人または他のユーザー)がドキュメントに関連付けられたサード・パーティ・アプリケーションで編集するまで空であることに注意してください。

また、ハイパーリンクされたネイティブ・ドキュメントを表示するWebサイト・セクションの指定も求められます。詳細は、ターゲット・セクションを参照してください。

さらに、URLフォーマットの選択を求められる場合もあります(サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可している場合)。詳細は、URLフォーマットを参照してください。

最後のステップでは、リンクが実際に作成(または変更)される前にリンクを確認します。


	
サーバーからの既存のファイル: コンテンツ・サーバー上の既存のファイルにリンクすることを選択すると、コンテンツ・サーバーの標準検索結果ページが表示され、選択できるすべてのコンテンツ・ファイルが表示されます。検索問合せに使用される条件はサイト設計者が決定します。リンク先にするコンテンツ・アイテムの横にある「選択」ボタンをクリックします。

また、ハイパーリンクされたファイルを表示するWebサイト・セクションの指定も求められます。詳細は、ターゲット・セクションを参照してください。

さらに、URLフォーマットの選択を求められる場合もあります(サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可している場合)。詳細は、URLフォーマットを参照してください。

最後のステップでは、リンクが実際に作成(または変更)される前にリンクを確認します。


	
既存のローカル・ファイル: 既存のローカル・ファイル(つまり自分のコンピュータ上のファイル)にリンクすることを選択すると、コンテンツ・サーバーにそのファイルをチェックインするように求められます(標準的なコンテンツ・チェックイン・フォームを使用)。情報の多くは自動的に入力されます。フィールド名が赤でマークされている場合、そのフィールドは必須です(つまり、そのフィールドが空の場合はアイテムをチェックインできません)。「プライマリ・ファイル」フィールドの横にある「参照」ボタンを使用して、自分のコンピュータ上のファイルまでナビゲートし、ファイルを選択します。タイトルも必ず指定してください。

また、ハイパーリンクされたファイルを表示するWebサイト・セクションの指定も求められます。詳細は、ターゲット・セクションを参照してください。

さらに、URLフォーマットの選択を求められる場合もあります(サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可している場合)。詳細は、URLフォーマットを参照してください。

最後のステップでは、リンクが実際に作成(または変更)される前にリンクを確認します。


	
現在のアイテム: このオプションは、選択したコンテンツ・ファイルへのリンクを継続する一方で、ハイパーリンクのプロパティ(サイト上のターゲット・セクションなど)を変更するときに選択します。





URLへのリンク

URL (Webアドレス)へのリンクを選択した場合は、そのURLをこのオプションの横にあるフィールドに指定できます。URLを入力するまでウィザードで先に進むことはできません。多くの場合、インターネット上のWebサイトなどの外部URLを指定しますが、PDFファイル、メディア・ファイル、ZIPファイルなどコントリビューションに使用されないコンテンツ・サーバー上のファイルにリンクすると有用な場合があります。

最後のステップでは、リンクが実際に作成(または変更)される前にリンクを確認します。


ターゲット・セクション

ウィザード・ステップの1つで、選択したデータファイルを表示するWebサイト・セクション(ターゲット・セクション)を指定できます。これにより、サイト上の実際の格納場所に関係なく、特定のファイルをWebサイト上のどこに表示するかを制御できます。たとえば、製品の説明がサイトの「Products」セクションに格納されている場合、「Support」セクションからのリンクを作成して、ハイパーリンクをクリックしたときにそのドキュメントが実際には「Support」セクションに表示されるように指定できます。次のオプションから選択できます:

	
Webサイト・セクションのデフォルト・メタデータを使用: このオプションを選択すると、ハイパーリンクされたコンテンツ・ファイルが、そのコンテンツ・ファイルの「Webサイト・セクション」メタデータ・フィールドに現在指定されているWebサイト・セクションに表示されます。サイト設計者がコントリビュータに対してリンクのURLフォーマットの選択を許可している場合は、IDベースのURLフォーマットを使用する必要があります。


	
Webサイト・セクションの選択: このオプションを選択すると、ハイパーリンクされたコンテンツ・ファイルが、選択したWebサイト・セクションに表示されます(実際には、コンテンツ・ファイルのデフォルトのターゲット・セクションよりも優先して表示されます)。このセクションは、現在のWebサイト内でもコンテンツ・サーバー上の別のOracle Site Studioサイト内でもかまいません。


	
コンテンツ・アイテムのURLへのリンク: このオプションを選択すると、ファイルはWebサイトのフレームワーク内ではなく、コンテンツ・サーバーに格納されているとおりに表示されます。このことは、PDFファイルなどのネイティブ・ドキュメントにリンクする場合に役立ちます。





URLフォーマット

サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可したかどうかに応じて、リンクのURLフォーマットを選択するように求められる場合があります。選択するURLフォーマットが不明な場合は、サイト設計者に問い合せてください。

	
パスベースのURL: ターゲットの場所へのパスがリンクに含まれます。このタイプのリンクには選択肢が2つあります:

	
絶対パス: フルパスを生成します。たとえば<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->products/index.htmのようになります(サイト・セクションへのリンクの場合は、「<!--$ssServerRelativeSiteRoot-->」の部分をWebサイトのルートへのパスに置き換えます)。


	
相対パス: フルパスではなく相対パスを生成します。たとえば、../products/index.htm(サイト・セクションへのリンクの場合)のようになります。





	
IDベースのURL: パスに基づく名前ではなく、ターゲットの場所をコード化したIDがリンクに含まれます。このタイプのリンクには選択肢が3つあります:

	
クライアント側のスクリプト・フォーマット: クライアント側のJavaScriptを使用して、ターゲットの場所へのリンクを作成します。たとえば、javascript:nodelink('10024');(サイト・セクションへのリンクの場合)のようになります。


	
サーバー側のスクリプト・フォーマット: サーバー側のIdocスクリプトを使用して、ターゲットの場所へのリンクを作成します。たとえば、[!--$wcmUrl('nodelink','10024')--](サイト・セクションへのリンクの場合)のようになります。


	
URLトークン・フォーマット: サーバー上でリダイレクトを使用して、ターゲットの場所へのリンクを作成します。たとえば、ssNODELINK/10024(サイト・セクションへのリンクの場合)のようになります。









	
注意:

サイト設計者がコントリビュータに対してこの決定を許可したかどうかによって、URLフォーマットのページが表示されないことがあります。選択するURLフォーマットが不明な場合は、サイト設計者に問い合せてください。










A.5 動的リスト・ウィザード(新規作成)

キーボードを使用してこのウィザードを操作する方法については、「アクセシビリティ機能」を参照してください。

新規作成ウィザードは、動的リストにファイルを追加するために使用します。追加できるファイルの種類(コントリビュータ・データファイル、ネイティブ・ドキュメント、またはローカル・コンピュータ上の既存のファイル、あるいはその組合せ)は、サイト設計者が決定します。




	
注意:

動的リストの基準を満たすコンテンツ・サーバー上のファイルはすべてリストに含められるため、コンテンツ・サーバー上で既存のファイルを追加することはできません。含まれるはずの特定のファイルが動的リストにない場合は、これらのファイルのメタデータをリスト基準に合致するように変更する必要があります。または、より緩やかなリスト基準に変更する必要があります。








図A-5 動的リスト・ウィザード

[image: スクリーンショット。説明はこの図に続く表にあります。]



新規作成ウィザードは、プロセス中に選択内容に応じて複数ので構成されます。




	
注意:

使用するオプションの左側の青色矢印をクリックすると、ウィザードのステップを早く実行できます。これにより、オプションが自動的に選択され、ウィザードが次のステップに移動します。







最初のステップでは、動的リストに追加するコンテンツ・ファイルのタイプを選択します。サイト設計者が許可した内容に応じて、次のファイルをリストに追加するように選択できます。

	
新規コントリビュータ・データファイル


	
(特定のファイル・フォーマットの)新規ネイティブ・ファイル


	
ローカル・コンピュータ上の既存のファイル





新規コントリビュータ・データファイル

新しいコントリビュータ・データファイルを動的リストに追加するには、「新規コントリビュータ・データファイル」を選択します。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、コントリビュータ・データファイルのメタデータを指定して、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。このファイルは、ユーザー(または、別のコントリビュータ)が編集するまでは空のままです。


新規ネイティブ・ファイル

新しいネイティブ・ドキュメントを動的リストに追加するには、「新規ネイティブ・ファイル」を選択し、ファイル・フォーマットを選択します(使用可能なファイル・フォーマットは、サイト設計者によって決定されます)。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、ネイティブ・ドキュメントのメタデータを指定し、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。すべての必須メタデータ・フィールドが赤色でマークされます。このファイルは、ユーザー(または、別のコントリビュータ)が編集するまでは空のままです。


コンピュータ上の既存のファイル

コンピュータ上の既存のファイルを動的リストに追加するには、「既存のローカル・ファイル」を選択します。これにより、コンテンツ・チェックイン・フォームが表示されます。ここで、ファイルのメタデータを指定し、ファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインできます。すべての必須メタデータ・フィールドが赤色でマークされます。「プライマリ・ファイル」フィールドの横の「参照」ボタンを使用して、コンピュータ上の使用するファイルにナビゲートして選択します。






A.6 静的リスト行エディタ

キーボードを使用してこのエディタを操作する方法については、「アクセシビリティ機能」を参照してください。

静的リスト行エディタは、静的リスト内の1つのエントリ(つまり1行)を編集するために使用します。リストの各列は、独自の編集領域に表示され、サイト設計者がその要素タイプに対して使用可能にしたオプションを使用して編集できます(「要素ツールバー」を参照)。編集の終了後、コントリビューション・ツールバーの「行を更新して閉じる」ボタンをクリックします。これでContributorに戻り、静的リスト内の他の行や、Webページの他の部分を編集できます。



	
注意:

静的リストの列ヘッダーは変更できません。列ヘッダーは、リストが最初に設定されるときにサイト設計者が作成します。







図A-6 静的リスト行エディタ

[image: スクリーンショット。説明はこの図に続く表にあります。]







A.7 「プレースホルダ・セクション・プロパティ」ダイアログ・ボックス(設計モード)

キーボードを使用してこのダイアログ・ボックスを操作する方法については、「アクセシビリティ機能」を参照してください。

設計モードでは、「プレースホルダ・セクション・プロパティ」ダイアログ・ボックスは、プレースホルダ名、関連するデータファイル、リージョン・テンプレート、サブテンプレート、およびOracle Site Studio Designerの外部のプレースホルダ定義を定義するために使用されます。


図A-7 「プレースホルダ・セクション・プロパティ」ダイアログ・ボックス(設計ビュー)

[image: 「プレースホルダ・セクション・プロパティ」ダイアログ・ボックス,設計モード]




	要素	説明
	[image: 「行の追加」アイコン]
	プレースホルダおよび関連するサイト・アセットを追加する場合に選択します。「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ・ボックスを開きます(「「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ(設計モード)」を参照)。
	[image: 「削除」アイコン]
	プレースホルダおよび関連するサイト・アセットを削除する場合に選択します。
	[image: 「編集」アイコン]
	プレースホルダおよび関連するサイト・アセットを編集する場合に選択します。「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ・ボックスを開きます(「「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ(設計モード)」を参照)。
	プレースホルダ名	プレースホルダの名前。
	データファイル	プレースホルダに関連付けられたデータファイルの名前。
	リージョン・テンプレートまたはサブテンプレート	プレースホルダに関連付けられたリージョン・テンプレートまたはサブテンプレートの名前。
	プレースホルダ定義	プレースホルダに関連付けられたプレースホルダ定義の名前。
	OK	設定を保存し、「プレースホルダ・セクション・プロパティ」ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定を取り消し、「プレースホルダ・セクション・プロパティ」ダイアログ・ボックスを閉じます。
	ヘルプ	この特定のダイアログ・ボックスのオンライン・ヘルプを開きます。










A.8 「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ・ボックス(設計モード)

キーボードを使用してこのダイアログ・ボックスを操作する方法については、「アクセシビリティ機能」を参照してください。

「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ・ボックスは、設計モード・インタフェースからプレースホルダを追加または編集するために使用します。これにより、Oracle Site Studio Designerにアクセスしなくてもプレースホルダを変更できます。


図A-8 「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ・ボックス(設計モード)

[image: 「プレースホルダー・セクションのマッピング」ダイアログ]




	要素	説明
	プレースホルダ名	プレースホルダの名前。
	データファイル	プレースホルダに関連付けられたデータファイルの名前。
	リージョン・テンプレートまたはサブテンプレート	プレースホルダに関連付けられたリージョン・テンプレートまたはサブテンプレートの名前。
	プレースホルダ定義	プレースホルダに関連付けられたプレースホルダ定義の名前。
	検索	コンテンツ・サーバーでの選択したサイト・アセット・タイプの検索の結果が表示されます。
	OK	設定を保存し、「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ・ボックスを閉じます。
	取消	設定を取り消し、「プレースホルダ・セクションのマッピング」ダイアログ・ボックスを閉じます。
	ヘルプ	この特定のダイアログ・ボックスのオンライン・ヘルプを開きます。
















用語集

次の用語は、Oracle Site Studioアプリケーション・スイートで頻繁に使用される用語です。用語はアルファベット順で記載されています。


アドレス

サイト・アドレスを参照してください。





管理者

コンテンツ・サーバーでOracle Site Studioの管理タスクを実行するユーザー。管理タスクには、サイトへのWebアドレスの割当て、サイトのバックアップ、サイトの複製などが含まれます。

設計者、コントリビュータ、マネージャも参照してください。





カスケード・スタイルシート(CSS)(Cascading Style Sheet: CSS)

ページ・コンテンツの表示方法を制御するファイル。具体的には、ヘッダー、リンクなどの様々なHTML要素をページに表示する方法を制御します。コンテンツのフォーマットおよびレイアウトを一括して制御するために、構造とプレゼンテーションを分離する手法です。スタイルシートは、外部のスタイルシートにリンクしたり、ドキュメント全体のスタイルをドキュメントの<HEAD>タグに埋め込んだり、必要な場所にインライン・スタイルを埋め込むことによって、HTMLドキュメントに組み込むことができます。





コンテンツ・サーバー(content s erver)

Oracle Site Studio Webサイトに関連付けられているすべてのファイルの中央リポジトリ。このサーバーには、ライブラリ・サービス(チェックイン、チェックアウトなどの操作)、バージョニング、ワークフロー、コンテンツ変換などの詳細なコンテンツ管理機能があります。





コントリビューション・グラフィック

Webページをコントリビューション・モードで表示するときに、ページの各コントリビューション・リージョンの横に表示されるグラフィック。「編集」アイコンをクリックすると、Contributor (またはネイティブ・ドキュメントのサードパーティ・アプリケーション)が開き、コントリビュータは、リージョンに割り当てられたリージョン・コンテンツを編集できるようになります。「メニュー」アイコンをクリックすると、リージョンに割り当てられたファイルの切替え、ワークフローのドキュメントの承認または却下などのオプションが表示されます。





コントリビューション・モード

WebページをWebブラウザで表示する方法。これにより、ページのコントリビューション・リージョン(および場合によってはManagerのインスタンス)を表示して編集できます。

ページをコントリビューション・モードで表示する場合、編集可能な各リージョンの横にコントリビューション・グラフィックが表示されます。グラフィックをクリックして、リージョンのコンテンツ(データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)の編集、コンテンツの承認または却下(ワークフローを使用している場合)、メタデータの更新などを行います。コントリビューション・モードは、キーストロークの組合せ([Ctrl] + [Shift] + [F5])を使用して入力します。





コントリビューション・リージョン

コントリビュータがWebページのコンテンツを追加および編集できる領域。サイト設計者によって定義されます。Webページをコントリビューション・モードで表示すると、コントリビュータは、Contributor (コントリビュータ・データファイルの場合)またはコンテンツに関連付けられたアプリケーション(ネイティブ・ドキュメントの場合)のいずれかを使用してリージョンのコンテンツを編集できます。

プレースホルダ、置換え可能なリージョンも参照してください。





Contributor

Oracle Site Studioの3つのアプリケーションの1つ。Contributorは、コントリビューション・リージョンに関連付けられたコントリビュータ・データファイルを編集するために使用します。Designerで設定するコントリビューション・リージョンおよびコントリビューション要素は、Contributorアプリケーションの外観と動作に影響を与えます。通常、Contributorアプリケーションは、様々なコントリビュータによって使用されます。

Designer、Managerも参照してください。





コントリビュータ(contributor)

Contributorまたはサードパーティ・アプリケーションを使用して、Oracle Site Studio Webサイトのコンテンツを編集するユーザー。Webサイトのコンテンツに詳しいユーザーであれば、だれでもコントリビュータになることができます(マネージャ、販売チームまたはマーケティング・チームのメンバー、人事管理のメンバーなど)。Oracle Site Studioでは、多くの場合、複数のコントリビュータが少数のマネージャおよび1人の設計者と連携します。

設計者、管理者、マネージャも参照してください。





コントリビュータ・データファイル

Oracle Site Studioで作成され、Contributorアプリケーションを使用して開き、編集するように設計されたXMLファイル。コントリビュータ・データファイルにはサイト・コンテンツが格納されます。コントリビューション・リージョンに割り当てることができ、Webサイト上のこのコントリビューション・リージョンに表示されます。ただし、ファイル自体は、ページ・テンプレート、リージョン・テンプレート、サブテンプレートおよびその他の管理サイト・アセットとは別に、管理コンテンツ・アイテムとしてコンテンツ・サーバーに格納されます。これにより、(コントリビュータによって作成された)コンテンツを(サイト設計者によって作成された)プレゼンテーションから分離できます。

ネイティブ・ドキュメントも参照してください。





コントリビュータ専用セクション(contributor-only section)

コントリビューション・モードで表示した場合にのみサイトに表示される、サイト階層内のセクション。コントリビュータ専用セクションは、サイトへのコントリビューションの方法などの情報を、たとえば、設計者からマネージャへ、マネージャからコントリビュータへ通知する場合に役立ちます。





変換定義(conversion definition)

Webサイトでのネイティブ・ドキュメントの変換ルールを指定するファイル。各変換定義はルール、テンプレートまたはその組合せであり、ネイティブ・ドキュメントをHTMLに変換し、ページに表示する方法を定義しています。





変換テンプレート(conversion template)

Webブラウザで表示するネイティブ・ドキュメントをHTMLに変換する方法を定義するためにOracle Site Studioで使用するDynamic Converterの一部。コンテンツ・サーバーのネイティブ・ドキュメントは、メタデータおよびファイル・タイプに基づいて変換されます。





CSS

カスケード・スタイルシート(CSS)を参照してください。





カスタム要素(custom element)

カスタム要素フォームを使用する要素のタイプ。カスタム要素は、Contributorアプリケーションでカスタム・インタフェース(Webベースのフォーム)を作成するために使用するという点で、その他の要素(WYSIWYG、プレーン・テキスト、動的リスト、静的リストおよびイメージ)とはまったく異なります。コントリビュータはインタフェースを使用して様々なタイプのコンテンツを追加し、その他の要素では実行できないアクションを実行します。

WYSIWYG要素、プレーン・テキスト要素、イメージ要素、静的リスト要素、カスタム要素フォームも参照してください。





Designer

Oracle Site Studioの3つのアプリケーションの1つ。Designerは、設計者がサイトおよびサイト・アセットの作成、フラグメントの追加、コントリビューション・リージョンの作成などを行うことができる開発環境を提供します。Designerアプリケーションは、サイトを構築しメンテナンスするために、ManagerおよびContributorとともに使用されます。

Manager、Contributorも参照してください。





設計者(designer)

Designerアプリケーションを使用してWebサイトを構築するユーザー。このユーザーは、Webマスター、Web開発者またはWebチームのメンバーの場合があります。設計者は、Webサイトの外観、つまりページの構造、ページの提示方法、画像および企業の特色に焦点を合せます。実際のサイト・コンテンツは、通常、コントリビュータによって作成およびメンテナンスされます。

コントリビュータ、マネージャ、管理者も参照してください。





動的コンテンツ(dynamic content)

ページ・テンプレートが使用される場所に基づいて、プレースホルダで定義される領域に表示されるコンテンツ。

静的コンテンツも参照してください。





動的リスト

コンテンツ・サーバーで実行される問合せに基づくファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)のリスト。たとえば、コンテンツ・サーバーにドキュメント・タイプ「プレス・リリース」のファイルを問い合せ、それらのアイテムをページに表示する動的リストを作成できます。リストは、リンクのリストのように単純なものにすることも、各ファイルのタイトル、抜粋およびリンクを示す複雑なものにすることもできます。

静的リストも参照してください。





編集領域(editing area)

Contributorエディタ・ワークスペースの一部。コントリビュータは、ここでWebページのコントリビューション・リージョンに関連付けられたコントリビュータ・データファイルに変更を加えます。各編集領域には、独自のツールバーおよびデータを入力するための独自のフィールドがあります。イメージやカスタム要素が含まれる場合には、編集領域にテキストを入力するスペースがないこともあります。多くの場合、画面に表示されるよりも多くのデータ用編集領域があります。これは、コントリビュータ・データファイルにはWebページに表示されないデータが含まれている、または設計者がContributorが開かれている場合にのみ表示される領域を加えたなどの理由によります。

要素ツールバー、コントリビュータ専用セクションも参照してください。





要素

Oracle Site Studio Webサイトにおける再利用可能な情報の最小の単位。サイトでコントリビュータ・データファイルを使用する場合、各コントリビューション・リージョンで1つ以上の要素を作成する必要があります。定義済の各要素は、WYSIWYG、テキストのみ、イメージのみ、静的リスト、動的リストまたはカスタムの各特定のタイプです。これらのタイプは、要素コンテンツの構成内容の特性を示し、要素定義をとおして、使用可能な編集オプションを示します。要素はネイティブ・ドキュメントでは使用されず、コントリビュータ・データファイルでのみ使用されます。

WYSIWYG要素、プレーン・テキスト要素、イメージ要素、静的リスト要素、動的リスト要素、カスタム要素も参照してください。





要素ツールバー(element toolbar)

Contributorエディタの各編集領域には、領域のタイプ特有のツールバーがあります。一部のツールバーには、WYSIWYGアイテム、テキストのみまたはイメージのみがあります。静的リストおよび動的リストにも独自のツールバーがあります。

編集領域も参照してください。





eXtensible Markup Language (XML)

コンピュータ・アプリケーション間のデータの交換を容易にする、一般的に使用されているプログラミング言語(およびW3C標準規格)。XMLは、どちらもマークアップ・タグを使用するという点でHTML (Webページに使用される言語)と類似しています。ただし、HTMLとは異なり、XMLタグは、タグに含まれるデータのプレゼンテーションについては何も示さず、構造についてのみ示します。コンピュータ・プログラムは、関連付けられたDTDを指針として使用して、自動的にXMLドキュメントからデータを抽出します。





ホームページ

Webサイトへのエントリ・ポイントとなるページ。通常、サイトのメイン・セクションへのリンクを含みます。





ハイパーテキスト・マークアップ言語(Hypertext Markup Language: HTML)

World Wide Web (WWW)のドキュメントに使用されるフォーマット言語。HTMLファイルは、Webブラウザに、テキストの表示方法、グラフィックとオブジェクトの配置方法および他のWebページへのリンクの表示方法を示すフォーマット・コードを含むプレーン・テキスト・ファイルです。





HTML

ハイパーテキスト・マークアップ言語(HTML)を参照してください。





HTML表

コンテンツを表形式で表示する方法。Webサイトでは、HTML表はコンテンツを配置し、Webページを作成するために使用できます。Oracle Site Studioでは、HTML表を使用してページ・テンプレートを作成できます(フラグメントおよびコントリビューション・リージョンを表セルに配置するなど)。





イメージ要素(image element)

1つ以上のイメージのみを使用できる要素のタイプ。イメージ要素には、コントリビュータがイメージを追加するための専用のオプションがあります(コンテンツ・サーバーでのイメージの検索、既存のイメージの置換え、イメージへのCSSクラスの適用など)。

WYSIWYG要素、プレーン・テキスト要素、静的リスト要素、カスタム要素も参照してください。





JavaScript

プラットフォーム間共通のスクリプト言語。Webページの既存のHTMLコードに追加して、基本的なオンライン機能および双方向性を付加できます。





レガシー・サイト(legacy site)

10g リリース4より前のアーキテクチャの機能で作成されたサイト。Oracle Site Studio 10gリリース4以上でレガシー・サイトを継続して使用できますが、Oracle Site Studio 10gリリース4以上に導入されている新しいアーキテクチャと機能を利用できません。





リンク

ユーザーが1つのWebページから別のページへ、またはWebページ内の別の場所へ移動するためのWebページのアイテム。リンクによって、閲覧者はユーザーのWebサイトにナビゲートできるようになります。ユーザーは、通常、各自のサイトの別の部分または別のサイトを相互参照するリンクを追加できます。





リンク・ウィザード(Link wizard)

Oracle Site Studio (DesignerおよびContributor)の機能。コンテンツ・サーバーの別のセクション、別のファイルおよび別のサイトへのリンクを迅速かつ容易に作成できます。複数のステップのウィザードではリンクの作成、リンクのターゲット・セクションまたはファイルの選択およびリンクのフォーマットの選択に必要なステップが段階的に示されます。





Manager

Oracle Site Studioの3つのアプリケーションの1つ。Managerは、1人以上のサイト・マネージャがサイトの構造をメンテナンスするために使用できるWebベースのサイト管理コンソールです。サイト設計者は、DesignerでManagerアプリケーションをサイトに追加できます。外観および動作はManagerのインスタンスごとに変更できます。

Designer、Contributorも参照してください。





マネージャ(manager)

Managerアプリケーションを使用してサイトのナビゲーションおよび階層を再編成するユーザー。サイト・マネージャは、Oracle Site Studio Designerを使用せず、サイト設計者が使用可能にしたWebベースのツールを使用して、サイトのセクションを追加または削除できます。通常、マネージャは、1人の設計者および複数のコントリビュータと連携します。





メタデータ

データに関するデータ。つまり、アイテムの特性およびプロパティ(タイトル、作成者、コンテンツIDなど)を説明する情報。





ネイティブ・ドキュメント

Microsoft Wordなどのよく使用されるサードパーティ・アプリケーションを使用して作成されたコンテンツ・ファイル。ネイティブ・ドキュメントは、Dynamic Converterを使用してHTMLフォーマットに変換し、関連付けられたアプリケーションを使用して編集します。

コントリビュータ・データファイルも参照してください。





ナビゲーション

閲覧者がWebサイト内を移動する方法。Webサイトのナビゲーションは、通常、サイトの主な各カテゴリまたはセクションを指すリンクの集合です。





プレーン・テキスト要素(plain-text element)

フォントの変更やその他のフォーマット変更を行わずに、テキストのみを使用できる要素のタイプ。プレーン・テキスト要素では、通常、コントリビュータは最小の編集オプションのみを使用できます(切取り、コピー、貼付け、スペル・チェックなど)。

WYSIWYG要素、イメージ要素、静的リスト要素、カスタム要素も参照してください。





公開(publication)

完成したWebサイトを閲覧者が表示できるように、特定の場所に配置するプロセス。Webサイトは、Oracle Site Studio Publisherを使用して、Oracle Site Studioで配置できます。このプロセスには、Webサイトに関連付けられたすべてのファイルの収集、Webサイトの静的コピーの作成および完成したサイトの稼働中の場所へのコピーが含まれます。





リージョン・コンテンツ

Webページの編集可能な領域(コントリビューション・リージョン)で表示されるよう指定されたデータ。コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントの場合があります。コントリビュータは、通常、リージョン・コンテンツを担当します(同様に、設計者は、ページ・テンプレートおよびフラグメントを担当します)。コントリビューション・リージョンにリージョン・コンテンツを割り当てると、コントリビュータは、Contributor (コントリビュータ・データファイルを使用している場合)またはサードパーティ・アプリケーション(ネイティブ・ドキュメントを使用している場合)を使用してコンテンツを編集できます。





リージョン定義(region definition)

特定のタイプの要素が構成するコンテンツのタイプを定義するファイル。また、このファイルでは、コントリビュータがコントリビューション・リージョンで使用できるコンテンツの作成および切替えのオプションを指定し、それらのリージョンに関連付けられたコンテンツ・ファイルのデフォルトのメタデータを設定します。





レビューア(reviewer)

サイトのコンテンツを承認するユーザー。レビューアは、コントリビューション・アイコンのワークフロー・オプションを使用して、コンテンツを承認および却下できます。レビューアは、コンテンツをレビューする単独の職責を持つ場合もあれば、コントリビュータとして両方のロールを担う場合もあります。





セクション

サイト階層のカテゴリまたは特定の領域。通常、Products、ServicesおよびAbout UsなどのWebサイトの一般的な部分を表すセクションをサイト階層に作成します。サイト階層のセクションは、Webサイトの「ナビゲーション」メニューに表示されます。ナビゲーションでは、ユーザーはセクションを使用してサイトを編成できますが、閲覧者はセクションを使用してサイトをナビゲートできます。





サイト・アドレス(site address)

Webサイトに関連付けられた名前。閲覧者はサイト・アドレスを使用して、Webブラウザでサイトを特定できます。





サイト・アセット(site asset)

Oracle Site Studio Webサイトに関連付けられたファイル。なんらかの方法でWebページを構築するために使用されます(ページ・テンプレートのフラグメントまたはリージョン定義も含む)。グラフィック、カスケード・スタイルシートおよびカスタム・スクリプトは、すべて頻繁に使用されるサイト・アセットです。





Oracle Site Studio

企業規模のWebサイトを設計、構築およびメンテナンスする包括的なアプローチを提供する強力で柔軟なWeb開発アプリケーション・パッケージ。Webサイトの作成およびコンテンツ管理をすべて1つにまとめて提供することで、従来のWebサイト開発ソリューションよりも優れたソリューションとなっています。Webサイトに関連付けられたものは、すべてのサイト・アセット(テンプレート、グラフィック、CSSファイルなど)およびすべてのサイト・コンテンツを含めて、すべてコンテンツ・サーバーに格納され、管理されます。





静的リスト

それぞれがコントリビューション要素(WYSIWYG、プレーン・テキスト、またはイメージ)を含む固定数の行および列。静的リストを使用すると、複数の要素を表に似たレイアウトでまとめることができます。これにより、コントリビュータは、情報の行および列の追加、編集、削除および並替えを行うことができます。各要素内で、コントリビュータは、スタンドアロン要素の場合と同じ編集機能を使用できます。静的リストは、要素としてまたはフラグメントとして実装できます。

動的リストも参照してください。





静的リスト要素

10g リリース4より前のOracle Site Studioリリースでは、静的リストはフラグメントを使用して作成されていました。10g リリース4以降、静的リストはフラグメントを使用するか、または静的リスト要素定義を作成して作成できます。静的リストは同じように機能しますが、静的リストを要素として実装すると、すべてのサイト・アセットの再利用性が最大限に高まります。

リスト・フラグメント、プレーン・テキスト要素、イメージ要素、静的リスト要素、動的リスト要素、カスタム要素も参照してください。





サブテンプレート(subtemplate)

部分的な(つまり、ヘッダーおよびボディのセクションがない) HTMLファイル。ページ・テンプレートのプレースホルダに挿入して、プレースホルダを、それぞれが独自のプレースホルダとコントリビューション・リージョンを持つより小さい再利用可能な領域に分割できます。サブテンプレートには非常に単純なHTMLコードを含めることができますが、独自のスクリプトなどを持つ非常に複雑なものにすることもできます。





コンテンツの切替えウィザード(Switch Content wizard)

コントリビューション・リージョンのコンテンツを迅速かつ容易に変更できるOracle Site Studio (DesignerおよびContributor)の機能。複数のステップのウィザードでは、コントリビュータ・データファイル、ネイティブ・ドキュメントまたはサブテンプレート(サイト設計者がサブテンプレートの変更を可能にしている場合)の変更に必要なステップが段階的に示されます。





Uniform Resource Locator (URL)

インターネット・サーバー(Webサーバー、FTPサーバー、メール・サーバーなど)のファイルへのルートを定義するアドレス。





URL

Uniform Resource Locator (URL)も参照してください。





検証スクリプト

データが要件を満たしているかどうかを判別するために要素データの検証ルールを定義するJavaScriptファイル(特定の最大長を超えない、複数の無効な文字を含む、など)。





Webページ

Webブラウザで表示することを目的として、HTMLおよび場合によっては、スクリプトを含むファイル。Oracle Site Studioでは、ページ・テンプレートをコントリビューション・リージョン、コントリビュータ・データファイル、ネイティブ・ドキュメント、イメージおよびその他のサイト・アセットと組み合せて、ユーザーがWebブラウザで表示するWebページを構成します。





Webサイト

サーバーにリンクされ、格納されたHTMLまたはスクリプトベースのWebページの集合。Oracle Site Studioでは、Webサイトは、サイト階層、ナビゲーション・スキームおよびページ・テンプレートによって定義されます。Webサイトは、Oracle Content Serverによって格納、管理および提供されます(つまり、サーバーの数多くの組込みのコンテンツ管理機能を利用できます)。





ワークフロー

Oracle Site Studioで、Webサイトのコンテンツを公開する前のレビューのために使用するOracle Content Serverの機能。単一のワークフローで1つのWebページの一部を扱うことも、サイトのすべてのコンテンツを扱うこともできます。通常、複数のワークフローを使用して、Webサイトの様々な部分をレビューできます。指定されたレビューアは、ワークフロー・プロセス中にコンテンツを承認または却下する権限があります。





WYSIWYG要素(WYSIWYG element)

コンテンツの完全なフォーマットおよび編集を可能にする要素タイプ。通常、WYSIWYG要素では、フォントの変更、テキストのセンタリング、新規および既存のファイルへのリンクの作成など、使用可能なフォーマットと編集のオプションをすべて使用できます。

プレーン・テキスト要素、イメージ要素、静的リスト要素、動的リスト要素、カスタム要素も参照してください。





XML

eXtensible Markup Language (XML)も参照してください。
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